
生
暑
一
一
当



善
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一
事



木

簡
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会



題
字
　
諜
　
枝

晃
　
刻



巻
　
頭
　
一言

一
九
九
〇
年
出
上
の
木
簡

概

　

　

要

九
　
　
　
例

清

水

み

き

′

平

松

良

雄

７

今

尾

文

昭

９

橋

本

義

則

″

阪

日

俊

幸

お

橋

本

義

則

ク

橋

本

義

則

露

鈴
木
　
廣
司

・
吉
崎
　
　
仲
　
％

國
下
多
美
樹

・
秋
山
　
治
三

清
水
　
み
き
　
　
　
　
　
　
　
π

山
本
　
輝
雄

。
白
川
　
成
明

中
島
　
皆
夫

・
木
村
　
泰
彦
　
η

京
都

。
今
里
城
跡

京
都

。
鳥
羽
離
官
跡

京
都

・
壬
生
寺
境
内
遺
跡

京
都

・
里
遺
跡

大
阪

。
大
坂
城
跡

大
阪

。
住
友
銅
吹
所
跡

大
阪

・
山
之
内
遺
跡

大
阪

・
勝
山
遺
跡

大
阪

・
新
金
岡
更
池
遺
跡

大
阪

・
豊
嶋
郡
条
里
遺
跡

大
阪

・
五
反
島
遺
跡

奈
良

・
平
城
京
跡
左
京
三
条
三
坊
十
二
坪

奈
良

。
東
大
寺
旧
境
内
　
一三
社
池

奈
良

・
藤
原
官
跡

奈
良

・
藤
原
京
跡
右
京
七
条
二
坊

奈
良

・
山
田
道
跡

奈
良

・
山
田
寺
跡

京
都

・
長
岡
京
跡
①

京
都

。
長
岡
京
跡
②

京
都

。
長
岡
京
跡
０

目

次

笹
　
山
　
晴

野    鳥 黒 松   網
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兵
庫

・
上
小
名
田
遺
跡

兵
庫

・
吉
田
南
遺
跡

兵
庫

・
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
　
　
　
稲
原

兵
庫

。
今
宿
丁
田
遺
跡

兵
庫

・
袴
狭
遺
跡

三
重

。
伊
賀
国
府
推
定
地

静
岡

・
瀬
名
遺
跡

（
一
〇
区
）

埼
玉

・
忍
城
跡

千
葉

・
市
原
条
里
制
遺
跡

茨
城

・
鉢
形
地
区
条
里
遺
跡

滋
賀

・
石
田
三
宅
遺
跡

滋
賀

・
斗
西
遺
跡

福
井

。
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

石
川

・
浄
水
寺
跡

石
川

・
上
荒
屋
遺
跡
　
　
　
　
　
　
小
西
平
川

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
三
）

奈
良

・
飛
鳥
京
跡

奈
良

・
県
立
甥
日
香
養
護
学
校
遺
跡

石
川

。
田
中
遺
跡

新
潟

・
八
幡
林
遺
跡

新
潟

・
緒
立
Ｃ
遺
跡

新
潟

・
的
場
遺
跡

福
島

・
荒
田
目
条
里
制
遺
構

岩
手

・
柳
之
御
所
跡

島
根

。
矢
野
遺
跡

岡
山

・
岡
山
城
二
之
丸
跡

広
島

・
草
戸
千
軒
町
遺
跡

山
口
・
長
登
銅
山
跡

香
川

。
東
山
崎

・
水
田
遺
跡

福
岡

・
鴻
鱚
館
跡

福
岡

。
大
学
府
跡

（不
庁
地
区
）

福
岡

・
観
世
音
寺
跡

（東
辺
中
央
部
）

佐
賀

・
多
田
遺
跡

熊
本

。
上
高
橋
高
田
遺
跡
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凡

例

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
簡
出
土
地
の
発
掘
機
関

・
担
当
者
に
依
頼
し
て
、
執

筆
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
よ
び
釈
文
の
記
載
形
式
等
に

つ
い
て
は
編
集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
。

一
、
遺
跡
の
配
列
は
ほ
ぼ
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
の
漢
字
は
お
お
む
ね
現
行
常
用
宇
体
に
改
め
た
が
、
暮
貝
」

「證
」

「龍
」
「廣
」
「
轟
」
「
應
」
等
に
つ
い
て
は
正
字
体
を
使
用
し
、
異
体
字
は

「井
」

軍
オ
」
「季
」

「赤
」
等
に
つ
い
て
の
み
使
用
し
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ

（文
字
の
方
向
）
・
幅

・
厚
さ

を
示
す
（単
位
は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
。
欠
損
し
て
い
る
場
合
の
法
量
は
括
弧
つ

き
で
示
し
た
。
そ
の
下
の
二
桁
の
数
字
は
型
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ

れ
の
発
掘
機
関
で
の
木
簡
の
通
し
香
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る

（
六
買
第
１
図
参
照
）。

「
　
」
　

　

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と

を
示
す

（端
と
は
木
目
方
向
の
上
下
両
端
を
い
う
）
。

＜
　
　
　
　
木
簡
の
上
端

。
下
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

く
く
　
　
　
抹
消
さ
れ
た
文
字
で
あ
る
が
、
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に

限
り
原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。

ｏ
　
　
　
　
穿
孔
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。



1990年出上の木簡

■
■
■
・　
　
抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

□
□
□
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

口
日
□
一　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

日
‐―
□
　
　
欠
損
文
字
の
う
ぢ
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

×
　
　
　
　
前
後
に
文
字
の
つ
づ
く
こ
と
が
内
容
上
推
定
さ
れ
る
が
、
折

損
等
に
よ
り
文
字
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
。

『
　
』
　

　

異
筆
、
追
筆
。

１ヽ
　
　
　
合
点
。

・　
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

〔　
〕
　

　

校
訂
に
関
す
る
注
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
に
付
し
、

本
文
に
置
き
換
え
る
べ
き
文
字
を
含
む
場
合
。

力
　
　
　
　
筆
者

。
編
者
が
加
え
た
注
で
疑
間
の
残
る
も
の
。

マ

　ヽ
　
　
文
字
に
疑
間
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

‥
…
・
　

　

同

一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
、
折
損
等
に
よ
り
直
接
つ
な
が

ら
ず
、
中
間
の
文
字
が
不
明
な
も
の
ｃ

＝
　
　
　
　
組
版
の
関
係
で
一
行
の
も
の
を
二
行
以
上
に
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
行
末

・
行
初
に
つ
け
た
も
の
ｃ

＊
　
　
　
　
図
版
に
写
真
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。

一
、
地
形
図
は
原
則
と
し
て
国
土
地
理
院
発
行
の
五
万
分
の
一
地
形
図
を
使
用

し
図
名
を

（　
）
内
に
示
し
た
。
地
図
中
の
▼
は
木
簡
の
出
土
地
点
を
示
す
。

一
、
釈
文
の
最
下
段
に
三
桁
で
示
し
た
型
式
番
号
は
、
木
筒
の
形
態
を
示
し
、

つ
ぎ
の
一
五
型
式
か
ら
な
る

（
六
頁
第
２
図
参
照
）。

ｏ
〓
型
式
　
短
冊
型
。

ｏ
Ｓ
型
式
　
短
冊
型
で
、
側
面
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
。

ｏ
Ｓ
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損

。
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の
。

ｏ】
型
式
　
小
形
短
形
の
も
の
。

ｏ博
型
式
　
小
形
短
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方

頭

。
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

ｏ
鰯
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

ｏ
樹
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
望
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

ｏ
８
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
端
は
折

損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
２
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
ａ
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

ｏ
】
型
式
　
削
婿
。

広
島

・
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
木
簡
の
型
式
番
号
は
、
広
島
県
草
戸
千
軒



町
遺
跡
調
査
研
究
所

『草
戸
千
軒
「
木
簡

一
―
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お

そ
の
他
の
中

。
近
世
木
簡
に
つ
い
て
は
以
上
の
型
式
番
号
に
適
合
し
な
い
も

の
が
多
い
の
で
、
注
記
を
省
略
し
た
も
の
も
あ
る
。

×
位
下
財
椋
人
安
万
昌

×
行
夜
使
”
注
状
故
移
」

「
泉
進
上
材
十
二
年
中
一斯
片
慾
×

992E習式

第 1図 木簡釈文の表記法

「
＜
武
蔵
国
男
余
郡
余
戸
里
大
贄
鼓

一
斗
天
平
十
八
年
十

一
月
」

同
期
國
圏
□

「請
叡
錦
難
一一一媒
　
△口嶽
肘
舵
麒
請
如
件
」

θ
==型
式

璽

捌
式

暦
国
同
国
ヨ

型弼

圃閉四円田理魁　　０
1監m

叡
み
劉
塾
瓢
到
【

糊
金
Ｔ
ュ
相
負

θsI型式

θ33型式

第 2図 木簡の形態分類



1990年出上の木簡

奈
良
・
平
城
京
跡
左
京
三
条
三
坊
十
二
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
大
官
町
四
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
九
月
？

一
〇
月

８
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
平
松
良
雄

・
松
本
美
賀

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
後
半
を
平
安
時
代
前
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
平
城
京
左
京
三
条
三
坊
十
二
坪
の
南
西
部
に
相
当
し
、
調
査
区
南

端
は
三
条
大
路
に
相
当
し
て
い
る
。

マ
ン
ツ
ョ
ン
建
設
に
先
立
つ
発
掘
調
査
で
、

調
査
対
象
と
し
た
の
は
、
東
西

五

・
六
ｍ
、
南
北
四
五

・
八
ｍ

の
本
調
査
区
、
及
び
拡
張
区
の

計
約
三

一
六
ポ
で
あ
る
。
検
出

遺
構
は
、
調
査
区
南
端
の
大
溝

（三
条
大
路
北
側
濤
）、
掘
立
柱
建

物
五
棟
、
そ
の
他
の
柱
穴
二
九

基
、
溝
六
条
な
ど
で
あ
る
。

今
回
木
筒
が
出
上
し
た
の
は
、

三
条
大
路
北
側
溝
と
推
定
さ
れ
る
東
西
方
向
に
走
る
大
溝
か
ら
で
あ
る
。
大
溝

の
規
模
は
幅
三

・
三
ｍ
、
基
底
部
で
幅

一
・
六
ｍ
、
深
さ

一
・
三
ｍ
を
測
る
も

の
で
、
木
簡
は
大
溝
南
辺
の
底
部
直
上
の
淡
灰
色
砂
質
土
層
よ
り
出
上
し
た
。

淡
灰
色
砂
質
土
層
中
に
は
他
に
多
量
の
木
片

。
木
製
品

・
植
物
遺
体

・
土
器
片

が
含
ま
れ
て
い
る
。
多
量
の
木
片
中
、
現
在
ま
で
に
木
簡
と
し
て
確
認
で
き
た

の
は
二
点
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

０
　
・
味
酒
酔
□

・
有
好

〔鳩
己

□
馴
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

遜
巽
∞
露

〔鷹
≧

②
　
。
□
□
□
□
□

〔氏
己

。
□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｅ

溢
受
∞
ｏ解

釈
読
に
つ
い
て
は
京
都
教
育
大
学
和
田
率
氏
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
な

お
、
今
回
の
報
告
に
あ
た
り
、
釈
文
の
記
載
方
法
及
び
表
一異
を

一
部
訂
正
し
た

箇
所
が
あ
る
。
今
後
は
こ
れ
に
よ
ら
れ
た
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館

『
大
和
を
掘
る
―
十

一
九
九
〇

年
度
発
掘
調
査
速
報
』
全

九
九
一
年
）

（平
松
良
雄
）

(奈 良)





木

簡

研

究

第

一
君

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

中
　

琢

一
九
八
九
年
出
上
の
木
間

概
要
　
平
城
京
跡
　
平
城
京
左
京
二
条
四
坊
十

一
坪
　
薬
師
寺
　
西
大

寺
　
藤
原
官
跡
　
藤
原
京
跡
　
山
田
寺
跡
　
上
之
官
遺
跡
　
飛
鳥
京
跡

長
岡
京
跡
ω
　
長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
⑨
　
平
安
京
左
京
三
条
三
坊

十
六
町
　
平
安
京
西
市
外
町
　
平
安
京
右
京
六
条

一
坊
十
三
町
　
平
安

京
右
京
七
条
二
坊
十
四
町
　
久
田
美
遺
跡
　
大
坂
城
跡
①
　
大
坂
城
跡

②
　
大
坂
城
跡
⑥
　
上
清
滝
遺
跡
　
日
置
荘
遺
跡
　
上
町
遺
跡
　
小
曽

根
遺
跡
　
森
北
町
遺
跡
　
但
馬
国
分
寺
跡
　
砂
入
遺
跡
　
嶋
遺
跡
　
山

国

・
源
ケ
坂
遺
跡
　
上
滝
野

・
官
ノ
前
遺
跡
　
清
洲
城
下
町
遺
跡
　
川

合
遺
跡
八
反
田
地
区
　
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
遺
跡
群
（配

一
〇
七
遺
跡
）

西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
　
木
部
遺
跡
　
虫
生
遺
跡
　
筑
摩
佃
遺
跡
　
国
分

境
遺
跡
　
門
田
条
里
制
跡
　
胆
沢
城
跡
　
秋
田
城
跡
　
辻
遺
跡
　
寺
前

遺
跡
　
天
神
山
遺
跡
　
百
間
川
原
尾
島
遺
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
周

防
国
府
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一

平
抜
官
跡

（第
二
五
次
）

森
ノ
内
遺
跡
出
上
の
木
簡
を
め
ぐ

っ
て

木
簡
類
に
よ
る
和
名
抄
地
名
の
考
察

―
―
日
本
語
学
の
た
ち
ば
か
ら
―
―

内
資
人
考

彙
報

頒
価

山

尾

幸

久

工

藤

力

男

春

名

宏

昭

三
八
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円



1990年出上の木簡

木

簡

研

究

第
一
言

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩
野
　
久

一
九
八
八
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
京
跡
　
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十

一
。
十
四
坪
坪
境
小
路

跡
　
平
城
京
左
京
二
条
四
坊
二
坪
　
東
大
寺
大
仏
殿
廻
廊
西
地
区
　
藤

原
官
跡
　
藤
原
京
跡
　
長
岡
官

・
京
跡
　
長
岡
京
跡
　
嵯
峨
院
跡

（史

跡
大
覚
寺
御
所
跡
）
　

大
坂
城
跡
　
東
郷
遺
跡
　
士
［
田
南
遺
跡
　
小
犬

丸
遺
跡
　
姫
路
城
跡

（武
家
屋
敷
跡
）

姫
路
城
跡

（東
部
中
濠
）

玉

手
遺
跡
　
袴
狭
遺
跡
　
山
の
神
遺
跡
　
池
ケ
谷
遺
跡
　
瀬
名
遺
跡
　
居

村
Ｂ
遺
跡
　
今
小
路
西
遺
跡

（福
祉
セ
ン
タ
ー
用
地
）
　

中
里
遺
跡

中
江
日
本
郷
遺
跡
　
高
溝
遺
跡
　
狐
塚
遺
跡
　
仙
台
城
二
の
丸
跡
　
熊

野
田
遺
跡
　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
　
一二
小
牛

ハ
バ
遺
跡
　
能
登
国
分
寺

跡
　
発
久
遺
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
尾
道
遺
跡

（Ｇ
Ｄ
０
１
地
点
）

紺
屋
町
遺
跡
　
下
川
津
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
一
）

出
雲
国
庁
跡

中
国
出
土
簡
蹟
的
保
護
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胡

　
縫

高

中
国
出
土
木

・
竹
簡
の
保
存
科
学
的
研
究

（抄
訳
）
　

訳

・
佐

川

正

敏

木
箱
と
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

池

仲

彦

所
謂

『
長
屋
王
家
木
簡
』
の
再
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

山

誠

一

有
韻
尾
宇
に
よ
る
固
有
名
詞
の
表
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬

飼

　
隆

彙
報

頒
価
　
一二
八
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円



7  6  5 4  3 2   1

京
都
。
長
岡
京
跡

ω

所
在
地
　
　
　
一　
一爪
都
市
南
区
久
世
大
藪
町
、
二

伏
見
区
淀
水
垂
町

調
査
期
間
　
　
一　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
六
月
ｉ
八
月
、
二
　
一
九
九
〇

年
七
月
を

一
九
九

一
年
五
月

発
掘
機
関
　
　
⑫
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

調
査
担
当
者
　
一　
鈴
木
廣
司

。
上
田
栄
治
、
二

木
下
保
明

・
上
村
和
直

・
吉
崎
　
仲

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
末

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
九
〇
年
度
に
長
岡
京
跡
で
、
木
簡
の
出
上
し
た
調
査
は
左
京
六
件
、
右

京

一
件
の
計
七
件
あ
り
、
そ
の
発
掘
調
査
は
三
機
関
に
わ
た
っ
て
い
る
。
∽
京

都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
は
、
こ
の
う
ち
左
京
第
二
五
〇
次

・
左
京
第
二
五

一

次
調
査
の
二
件
を
担
当
し
て
い
る
。

一
　
左
京

一
条
四
坊
四
町

（左
京
第
二
五
〇
次
調
査
）

調
査
地
は
左
京

一
条
四
坊
四
町
の
推
定
地
に
あ
た
り
、　
一
条
大
路
の
検
出
が

期
待
さ
れ
た
が
、
調
査
の
結
果
、
調
査
地
は
西
側
に
遺
構
面
が

一
部
残
存
し
て

い
る
も
の
の
、
大
半
は
旧
河
川
の
流
路
と
判
明
し
た
。
長
岡
京
期
の
遺
構
は
土

九

・
柱
穴
を
検
出
し
た
が
、
条
坊
に
関
連
す
る
遺
構
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

中
久
世

・
大
藪

・
東
上
川
の
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘

。
立
会
調
査
で
最

大
幅
約

一
八
〇
ｍ
を
測
る
北
西
方
向
か
ら
南
東
方
向
の
傾
き
を
も
つ
旧
河
川
を

確
認
し
て
い
る
。
こ
の
流
路
は
下
層
に
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の
遺
物
を
包

合
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
は
久
世
中
学
校
構
内
で
検
出
し
た
よ
う
な
大
規
模

な
護
岸
施
設
も
み
ら
れ
る
が
、
室
町
時
代
に
は
姿
を
消
し
て
い
る
。
今
回
検
出

し
た
流
路
も
そ
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡

一
点
及
び
人
面
墨
書
土
器
の
破
片
二
点
は
、
流
路
の
肩
口
に
沿

っ
て
堆

積
す
る
腐
植
土
層
か
ら
長
岡
京
期
の
上
器
類
と
と
も
に
出
土
し
た
。

一
一　
左
京
七
条
三
坊

一　
。
一
一町

（左
京
第
二
五
一
次
調
査
）

調
査
地
は
長
岡
京
左
京
七
条
二
坊
と
三
坊
に
推
定
さ
れ
、
長
岡
京
の
南
東
部

に
あ
た
る
。
南
東
約
三
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
は
桂
川
が
西
南
流
し
て
お
り
、
付
近

一
帯
は

湿
潤
な
水
田
地
帯
で
あ
る
。

(京都西南部)



1990年 出上の木簡

調
査
は
京
都
市
清
掃
局
の
埋
め
立
て
処
分
地
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
総
調
査

面
積
は
約

一
三
ｈａ
に
及
ぶ
。
今
年
度
は
こ
の
う
ち
約
三
万
ポ
を
対
象
と
し
て
調

査
を
実
施
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
条
坊
関
係
の
遺
構
と
し
て
東
二
坊
大
路
と
六
条
大
路
を
検

出
し
た
。
調
査
区
の
北
西
部
で
こ
れ
ら
の
交
差
点
を
確
認
し
た
が
、
六
条
大
路

は
東
二
坊
大
路
の
東
側
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
交
差
点

は
Ｔ
字
路
で
あ
る
。
東
二
坊
大
路
は
当
初
の
予
想
通
り
東
西
両
側
溝
を
検
出
し
、

幅
員
約
二
五
ｍ
の
大
路
規
模
の
道
路
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
六
条
大
路
は
南
北

両
側
溝
間
約

一
〇
ｍ
の
小
路
規
模
の
道
路
で
あ

っ
た
。
近
年
、
長
岡
京
南
部
の

調
査
で
は
、
東
西
方
向
の
大
路
の
位
置
と
推
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
小
路
規

模
の
道
路
が
検
出
さ
れ
、
逆
に
条
間
小
路
の
位
置
と
推
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ

で
大
路
規
模
の
道
路
が
検
出
さ
れ
る
例
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
従
来
の

長
岡
京
の
条
坊
復
原
案
が
二
町
分
、
南
北
い
ず
れ
か
に
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

検
出
し
た
交
差
点
付
近
に
は
幅
五
ｉ

一
〇
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
あ
ま
り
の
河
川
が
、

北
西
か
ら
南
東
方
向
に
横
切

っ
て
い
る
。
こ
の
河
川
に
は
桁
行
二
間
（約
五
・
四

じ

。
梁
行
二
間

（約
五
じ

の
橋
が
か
か
っ
て
い
る
。
橋
の
方
向
は
い
ず
れ
の

道
路
に
対
し
て
も
や
や
ふ
れ
て
お
り
、
平
面
の
形
状
も
や
や
ひ
ず
ん
だ
平
行
四

辺
形
と
い
う
変
則
的
な
も
の
で
あ
る
。
橋
脚
は
掘
立
柱
式
と
杭
打
ち
式
を
併
用

し
た
形
式
で
、
九
カ
所
の
う
ち
八
カ
所
に
柱
根
が
残
存
し
て
い
た
。

河
川
に
は
こ
の
他
に
、
水
量
調
節
用
と
考
え
ら
れ
る
し
が
ら
み
状
の
遺
構
が

ニ
カ
所
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岸
部
に
沿
っ
て
小
型
の
木
棺
墓
三
基
、

甕
棺
墓

一
基
を
検
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宅
地
内
の
調
査
で
は
、
建
物

・
井

戸
な
ど
の
生
活
関
連
の
遺
構
は

一
切
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

遺
物
は
河
川
の
堆
積
層
か
ら
多
量
に
出
上
し
て
い
る
。
木
簡
を
は
じ
め
土
師

器

・
須
恵
器
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
が
、
大
半
は
人
面
墨
書
土
器
、
土
馬
、
模
型

カ
マ
ド
、
人
形
な
ど
の
祭
祀
遺
物
で
あ
る
。
特
に
人
面
墨
書
土
器
は
ほ
ぼ
完
形

Y-24,700
1

Y-24,800

六条大路

X-120,300

o           50m

遺構略図



に
復
原
で
き
る
も
の
だ
け
で
二
五
〇
点
を
こ
え
、
長
岡
京
域
で
最
大
の
出
土
量

を
ほ
と
る
。
こ
の
他
に
上
師
器

・
須
恵
器
の
杯
や
杯
蓋
に

「井
」
「福
満
」
「Φ
」

と
墨
書
し
た
も
の
が
あ
る
。

今
回
の
調
査
地

一
帯
は
、
遺
構
の
状
況
や
出
土
遺
物
の
内
容
か
ら
み
て
、
京

域
内
で
あ
る
も
の
の
、
居
住
空
間
で
は
な
く
、
祭
場
や
葬
送
儀
礼
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
六
条
大
路
が
東
二
坊
大
路
で
行
き

止
ま
り
に
な
っ
て
い
る
状
況
や
、
東
三
坊
側
に
は
低
湿
地
状
を
示
す
土
層
の
堆

積
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
地
が
実
質
的
な
長
岡
京
の
南
東
の
端
に
あ

た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一「

左
京

一
条
四
坊
四
町〔鷹
力
〕

①

　

「
＜
大
宰
府
宰
□
塩
三
斗
＜
」
　
　
　
　
　
μ］受
中受
卜
ｏ∞了

「大
学
府
」
と
記
さ
れ
た
木
街
は
、
長
岡
京
域
で
は
初
出
で
あ
る
。
上
下
に

切
り
込
み
の
あ
る
完
形
品
で
あ
る
が
、
切
り
込
み
の
角
度
が
緩
や
か
で
、
切
り

込
み
か
ら
端
部
ま
で
の
長
さ
が
短
い
。
こ
の
よ
う
な
形
状
の
類
似
品
を
、
平
城

官
跡
出
上
の
西
海
道
荷
札
や
大
宰
府
跡
出
上
の
付
札
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
本
木
簡
は
大
宰
府
で
製
作
さ
れ
た
木
衝
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
と
判

断
さ
れ
る
。

「大
学
府
宰
」
は

「大
宰
帥
」
を
指
す
と
思
わ
れ
、
八
世
紀
末
の
使
用
例
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。

「鷹
」
は
、
皇
親
、
摂
政
、
関
白
、
大
臣
、
大
納
言
が
個

人
の
休
息
、
止
宿
所
と
し
て
与
え
ら
れ
る

「直
底
」

「宿
鷹
」
の
こ
と
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
施
設
は
、
宮
内
の
み
な
ら
ず
官
外
に
も
置
か
れ
た
例
が
知

ら
れ
て
い
る
。

通
常
、
貢
進
物
荷
札
の
場
合
、
貢
進
主
体
（地
名
。
人
名
）か
ら
書
き
始
め
る
が
、

〔鷹
功
〕

本
木
簡
の
場
合
そ
れ
で
は
意
味
が
通
じ
が
た
い
。
冒
頭
の

「
大
宰
府
宰
□
」
は
、

宛
所

。
所
属
を
記
し
た
も
の
と
推
定
で
き
、
本
木
簡
の
性
格
を
、
大
宰
府
か
ら

在
京
の
大
宰
帥
宛
に
送
ら
れ
た
物
品
に
付
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
お
き
た
い
。

〔斤
≧

な
お
、
大
宰
府
跡
出
土
木
簡
に

「帥
卿
御
料
六
端
汁
三
□
」
と
記
し
た
付
札

が
あ
り
、
帥

へ
の
季
禄
の
支
給
に
関
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（九
州
歴
史

資
料
館

『大
宰
府
史
跡
出
土
木
簡
概
報
』
一　
第
八
号
木
簡
）。
ち
な
み
に
、
長
岡
京

期
の
大
宰
帥
と
し
て
は
、
延
暦
四
年

（七
八
五
）
七
月
か
ら
大
納
言
藤
原
継
縄
の

兼
任
、
延
暦
五
年
四
月
か
ら
延
暦
八
年
正
月
ま
で
左
遷
的
人
事
に
よ
る
参
議
佐

伯
今
毛
人
の
任
例
が
知
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
で
出
上
し
た
の
は
、
こ
の
荷
札
木
街

一
点
で
あ
る
が
、
木
簡
が

大
量
に
出
土
し
、
造
営
用
物
資
の
陸
揚
げ
地
と
推
定
さ
れ
て
い
る
左
京

一
条
三

坊
の
調
査
地

翁
木
簡
研
究
』
一
二
参
照
）
は
、
当
地
の
北
西
約
三
〇
〇
ｍ
で
流
路

の
上
流
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
同
地
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
一　
左
京
七
条
三
坊

一
。
二
町

ω
　
。
「
＜
□
□
□
□
□
□
黒
米
五
斗
」

。
「
＜
□
延
暦
十
年
三
月
十
六
日
」
　
　

　

　

μ卜巽
］受
誤

ｏ路
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②

　

「
＜
嘉
床
郡
米
五
斗
　
□

知
官
守
倉
主
」
　

　

　

　

ドト受
∞契
卜
ｏ鰹

①

　

口
川
□
蟹
擁
飼
擁
飼
螺
鰺
鬱
蛤
甲
扇
沙
魚
□

〔半
着
己

□
□
□
□
□
□
□
□
口
口
□
襖
子
ね
帽
子
□（∞
ド∞）
×
∞⇔
×
Ｎ・伽
　
Φ∞
μ

〔七
〕
　
　
　
〔七
〕
　
　
汁
優
一す
〕

①

　

九
ｋ
八
十

一　
八
九
き
十
二
　
き
九
六
十
□
□

同

国
　
　
　
　
　
≡

（］∞∞）
×
∞ω
×
∞
　
Φ∞
μ

①
ぞ
④
は
出
土
し
た
遺
構
は
同
じ
河
川
の
堆
積
層
で
あ
る
が
、
①
③
④
は
七

条
三
坊

一
町
部
分
か
ら
、
②
は
三
坊
二
町
部
分
か
ら
出
土
し
た
。

ω
②
は
そ
の
形
状
か
ら
荷
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
ω
の
表
面
に
は
荷
の
内

容
と
量
、
一異
面
に
は
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
日
付
の
延
暦

一
〇
年
は
七
九

一

年
に
あ
た
り
、
長
岡
京
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。
②
の
嘉
床

郡
は
筑
前
国
に
属
し
、
現
在
の
福
岡
県
嘉
穂
郡

・
飯
塚
市

・
山
田
市
に
ま
た
が

る
地
域
で
あ
る
。

③
④
は
と
も
に
習
書
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
③
の
表
面
に
は
水
産
物
の
、
裏

面
に
は
服
飾
関
係
の
単
語
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
擁
剣
は
蟹
の
一
種
の
カ
サ
メ

翁
和
名
抄
』
巻
八
）、
沙
魚
は
サ
メ
で
あ
る
。

（
一　
鈴
木
廣
司
、
二
　
吉
崎
　
伸
）



京
都
・
長
岡
京
跡

０

所
在
地
　
　
　
一
一八
都
府
長
岡
京
市
神
足
柳
田
、
二
神
足
神
田
、
三

神

足
木
寺
町
、
四

今
里
四
丁
目

調
査
期
間
　
　
一　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
九
月
ぞ

一
九
八
九
年

（平
１
）
四

月
、
二
　
一
九
八
九
年
三
月
ｉ
五
月
、
三
　
一
九
九
〇
年
六

月
、
四

一
九
九
〇
年
五
月
―
八
月

発
掘
機
関
　
　
∽
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
一　
山
本
輝
雄
、
二

白
川
成
明
、
三

中
島
皆
夫
、
四

木

村
泰
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
一
を
三

都
城
跡
、
四

古
墳

・
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
ｉ
三

八
世
紀
末
、
四

五
世
紀
前
半

・
八
世
紀
末

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
左
京
六
条

一
坊
十

一
。
十
四
町

（左
京
第
二
〇
四
次
調
査
）

調
査
地
は
、
Ｊ
Ｒ
神
足
駅
の
東
方
約
七
〇
〇
ｍ
、
長
岡
京
の
左
京
六
条

一
坊

十

一
。
十
四
両
町
に
あ
た
り
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の
集
落
跡
と
し
て
著

名
な
雲
官
遺
跡
の
範
囲
に
も
含
ま
れ
る
所
で
あ
る
。
調
査
は
、
左
京
第
二
〇
四

次
調
査
と
し
て
約
三
二
〇
〇
∬
を
発
掘
し
た
結
果
、
大
き
く
古
墳
時
代
、
長
岡

京
期
、
近
世
の
三
時
期
に
区
分
で
き
る
遺
構
を
確
認
し
た
。
そ
の
う
ち
長
岡
京

に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
は
、
東

一
坊
第
二
小
路
の
東
西
両
側
溝
を
は
じ
め
、

掘
立
柱
建
物

一
八
棟
以
上
、
掘
立
柱
塀

一
条
、
門

一
棟
、
井
戸
三
基
、
土
坑
六

基
、
溝
九
条
、
橋
な
ど
数
多
く
の
遺
構
を
検
出
し
、
十

一
。
十
四
両
町
に
お
け

る
土
地
利
用
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
ず
十

一
町
で
は
、
東
西
溝
で
南
北
に
分
割
さ
れ
た
八
分
の
一
町
、
な
い
し

一
六
分
の
一
町
規
模
と
推
察
さ
れ
る
小
宅
地
を
二
区
画
分
確
認
し
た
。
い
ず
れ

の
宅
地
内
に
も
、
井
戸

一
基
と
そ
の
周
囲
に
小
規
模
な
建
物
を
数
棟
配
置
し
て

い
た
が
、
建
物
は
南
北
棟
よ
り
も
東
西
棟
が
多
く
、
柱
根
や
礎
板
が
残
る
も
の

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
特
に
北
側
の
宅
地
は
、
小
路
沿
い
に
掘
立
柱
塀
を
め
ぐ

ら
し
て
門
を
開
き
、
三
棟
の
建
物
で
囲
ま
れ
た
空
地
に
は
、
土
師
器
や
銭
貨
を

埋
納
し
た
小
土
坑
が
四
基
あ
り
、
地
鎮
な
ど
祭
祀
に
関
係
す
る
遺
構
と
し
て
注

目
さ
れ
た
。

一
方
、
十
四
町
で
も
井
戸

一
基
と
数
棟
の
小
規
模
な
建
物
を
検
出
し
て
い
る

4  3

(京都西南部)
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が
、
十

一
町
に
比
べ
て
建
物
の
密
度
が
低
く
、
し
か
も
敷
地
を
分
割
す
る
施
設

を
確
認
し
て
い
な
い
の
で
、
少
な
く
と
も
四
分
の
一
町
規
模
の
宅
地
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
宅
地
や
建
物
な
ど
の
大
き
さ
か
ら
み
て
、
五
条
以

南
に
あ
た
る
当
地

一
帯
は
、
中
級
な
い
し
は
下
級
官
人
層
の
居
住
区
域
で
あ

っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
点
は
長
岡
京
に
お
い
て
も
平
城
京
の
場
合
と

同
じ
く
官
域
か
ら
離
れ
る
に
従

っ
て

一
区
画
の
宅
地
面
積
が
減
少
し
て
い
く
と

い
う
傾
向
を
指
摘
で
き
る
意
義
深
い
調
査
事
例
と
な

っ
た
。

木
簡

（墨
書
の
あ
る
檜
扇
）
は
、
十

一
町
の
北
側
宅
地
内
に
設
け
ら
れ
た
井
戸

Ｓ
Ｅ
二
〇
四
三
七
か
ら

一
括
し
て
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
二
〇
四
三
七

は
、
直
径
が
約
五

。
九
ｍ
も
あ
る
円
形
の
掘
形
内
に
、　
一
辺
約

一
・
二
ｍ
の
縦

板
組
横
棧
ど
め
型
式
の
井
戸
側
を
設
け
、
水
溜
め
に
は
小
判
型
の
曲
物
を
用
い

て
い
た
。
共
伴
遺
物
と
し
て
は
、
土
師
器
や
須
恵
器
を
は
じ
め
土
馬
、
手
斧
や

錐
の
柄
、
独
楽
、
斎
串
、
横
櫛
、
曲
物
の
底
板
な
ど
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、
そ
の
他
の
注
目
さ
れ
る
遺
物
と
し
て
、
銅
製
品
で
は
錐

・
素
文

鏡

。
帯
金
具

・
鈴

・
銭
貨
、
そ
れ
に
漆
器
の
合
子
や

「妹
」

「万
」

「□
福
」

「十
」
と
記
し
た
墨
書
土
器
な
ど
が
出
上
し
て
い
る
。

一
一　
左
京
五
条
二
坊
四
町

（左
京
第
二
一
二
次
調
査
）

本
調
査
は
、
社
屋
増
築
工
事
に
伴

っ
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
地
は
、

旧
小
畑
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
緩
扇
状
地
上
に
立
地
し
、
左
京
五
条
二
坊
四

町
の
推
定
地
に
あ
た
る
。
検
出
遺
構
は
、
東
二
坊
第

一
小
路
両
側
溝
を
含
む
長

岡
京
期
の
溝
四
条
、
柵
列
四
条
で
あ
る
。
東
二
坊
第

一
小
路
側
溝
は
幅
○

・
九

ｍ
、
深
さ
○

・
六
ｍ
の
規
模
で
あ
り
、
両
側
溝
の
心
々
距
離
は
、
八

・
九
ｍ
を

測
る
。
埋
土
は
、
粘
質
系
の
上
層
、
砂
質
系
の
下
層
と
に
分
け
ら
れ
、
主
な
出

土
遺
物
は
、
須
恵
器

・
土
師
器

・
木
簡

・
瓦

・
曲
物
の
底
板

・
銭
貨
な
ど
で
あ

る
。
木
簡
は
、
西
側
溝
下
層
よ
り
出
上
し
た
。

〓
一　
左
京
六
条

一
坊
五
町

（左
京
第
二
四
五
次
調
査
）

本
調
査
は
、
左
京
第
二
四
五
次
調
査
と
し
て
行
な
っ
た
。
調
査
対
象
地
は
、

左
京
六
条

一
坊
五
町
推
定
地
に
相
当
す
る
。

調
査
面
積
が
小
規
模
で
あ

っ
た
た
め
、
検
出
し
た
長
岡
京
期
の
遺
構
は
、
六

条
大
路
北
側
溝
に
推
定
さ
れ
る
東
西
溝

一
条
の
み
で
あ
る
。

六
条
大
路
北
側
溝
は
、
幅

一
・
三
を

一
・
六
ｍ
、
深
さ
約
○

・
四
ｍ
を
測
り
、

北
岸
に
の
み
護
岸
設
備
を
施
す
た
め
、
北
壁
面
は
垂
直
に
立
ち
あ
が
る
が
、
南

岸
側
か
ら
は
北
に
む
か
っ
て
し
だ
い
に
深
く
な
っ
て
い
る
。
護
岸
設
備
は
、
長

さ
約
三

・
五
血
、
幅
約
二
五
側
の
板
材
を
丸
杭
に
よ
り
留
め
て
い
る
。
調
査
範

囲
内
で
は
、
板
材
三
枚
が
確
認
さ
れ
た
。

木
簡
は
、
六
条
大
路
北
側
溝
か
ら

一
点
出
上
し
た
。
伴
出
し
た
遺
物
に
は
、

土
師
器

・
須
恵
器

・
黒
色
土
器

・
輪
羽
口
・
姑
禍

・
土
馬

・
曲
物

。
人
形

・
斎

串
な
ど
が
あ
る
。
墨
書
土
器
は
、
計
五
点
が
出
土
し
た
。
し
か
し
、
判
読
し
得

た
も
の
は
、
「継
」

一
点
に
限
ら
れ
る
。

四
　
今
里
車
塚
古
墳

（右
京
第
三
五
二
次
調
査
）

長
岡
京
の
発
掘
調
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
い
く
つ
か
の
埋
没
古
墳
が
検
出

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
長
岡
京
の
造
営
に
伴
い
完
全
に
削
平
さ
れ
た
も
の
や



部
分
的
に
改
変
を
受
け
た
も
の
、
ま
た
長
岡
京
以
降
の
削
平
に
よ
る
も
の
な
ど

が
あ
る
。
今
回
報
告
す
る
今
里
車
塚
古
墳
は
、　
一
九
七
八
年
の
京
都
府
叛
育
委

員
会
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
五
世
紀
前
半
の
前
方
後
円
墳
で
、
「木
製
の
埴
輪
」

が
最
初
に
出
上
し
た
古
墳
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
長
岡
京
期
に
周
濠
が
埋
め

立
て
ら
れ
る
と
い
う
部
分
的
改
変
を
受
け
て
い
る
。

古
墳
の
位
置
は
長
岡
京
の
右
京
三
条
二
坊
十
五
町
と
三
条
三
坊
二
町
に
あ
た

り
、
墳
丘
中
央
を
西
二
坊
大
路
が
通
る
。
そ
の
た
め
古
墳
の
周
濠
の
埋
め
立
て

が
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
墳
丘
部
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
て
お
り
、
ま
た
古
墳
の
北
と
南
で
西
二
坊
大
路
の
側
溝
が
検
出
さ
れ
て

い
る
た
め
、
調
査
を
担
当
さ
れ
た
高
橋
美
久
二
氏
は
土
盛
を
行
な
っ
て
墳
丘
上

を
大
路
が
通

っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
周
濠
内
の
堆
積
の
う
ち
長
岡
京

期
の
埋
土
か
ら
は
こ
れ
ま
で
に
人
面
墨
書
土
器

。
人
形

・
土
馬
な
ど
の
祭
祀
遺

物
や
二
彩
陶
器
の
重
蓋
が
出
上
し
て
お
り
、
埋
め
立
て
時
に
祭
祀
が
行
な
わ
れ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

今
回
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
今
里
車
塚
古
墳
の
後
円
部
南
西
の
周
濠
内
で
、

右
京
第
三
五
二
次
調
査
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
で
は
、
周
濠
は

ほ
ぼ
推
定
位
置
で
倹
出
さ
れ
た
が
、
復
原
図
よ
り
も
若
千
広
い
こ
と
が
判
明
し

た
。
周
濠
内
の
堆
積
は
基
本
的
に
六
層
あ
り
、
五
ぞ
七
世
紀
ま
で
の
遺
物
を
含

ん
だ
自
然
堆
積
層
の
上
に
、
長
岡
京
期
の
埋
土

（暗
茶
灰
色
砂
質
土
）
が
約
二
〇

ｍ
の
厚
さ
で
存
在
す
る
。

こ
の
層
か
ら
出
上
し
た
長
岡
京
期
の
遺
物
と
し
て
は
、
土
師
器
の
杯

・
皿

・

地 点

出
脚

土出木 簡

椀

。
高
杯

・
甕
、
須
恵
器
の
杯
Ａ

・
杯
Ｂ
。
蓋

・
重
Ｇ

・
壷
Ｌ
・
董
Ｍ
・
平
瓶

・
甕
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
墨
書
土
器
と
し
て
、
土
師
器
の
皿
底
部
外
面
に

「上

三
」
と
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
土
器
の
収
納
時
の
位
置
を
示
す
も

今里庄 ノ淵古墳

今里車塚古墳

西
二
坊
大
路

今里車塚古墳周辺図(1/1500図 )



1990年出上の木簡

の
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
以
前
の
調
査
と
比
べ
る
と
遺
物
の
量
は
少
な
く
、
ま
た

祭
祀
を
行
な
っ
た
よ
う
な
痕
跡
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
左
京
六
条

一
坊
十

一
。
十
四
町

①
　
　
解
申
　
請
□
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

（菫
ｙ
ｅ
Ｘ
〓

Φ脅

②
　
　
解
申
請
銭
合
三
百
□
□
□
　
　
　
ｏ

（壺
∀
ｅ
Ｗ
〓

Φ営

⑤
　
　
筆
筆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

（覇
Ｘ
ｅ
ｘ
冨

寓
μ

○
　
（Ｓ
じ
×
命
９
×
ｏ
５
　
Φ自

家
家
為
　
　
□
』
　

　

ｏ

（盛
Ｗ
ｅ
Ｘ
〓

Φ露

〔月
ヵ
〕

『
日
月
日
缶
旧
一』

　

　

○

　

（
，
い
∪

×
（
や
『
）
×
◆
枷
　
ｏ
⇔
滓

⑦
　
　
廣
懸

『
口
□
兵
兵
兵
□
足
』
　

　

ｏ

（霊
∀

ｅ
Ｘ
〓

ｏ露

①

　

・
訂
　
船
塩
塩
□
□
□
□
□
　
　
　
ｏ

。
　

　

　

　

　

□
□
　
□
　
　
　
ｏ

（μじ

大
じ

込
～

墓

こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
檜
扇
の
骨
に
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
骨
の
形
態
は
、

末
が
本
よ
り
も
幅
広
い
短
冊
形
を
呈
す
る
も
の
二

一
点
と
、
末
の
片
方
を
斜
め

に
切
り
取

っ
た
も
の
一
〇
点

（写
真
参
照
）
に
大
別
で
き
、
前
者
は
さ
ら
に
大
小

に
分
け
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
非
常
に
薄
く
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
要

一
孔
と

一
対
の
綴
目
が
あ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
墨
書
は
、
大
き
い
短
冊

形
の
八
点
に
施
さ
れ
、
う
ち

一
点
の
み
が
両
面
に
認
め
ら
れ
た
。
墨
書
は
、
骨

の
左
側
に
偏

っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
こ
の
た
め
文
宇
の

一
端
が
欠
け
る
も
の

が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
み
て
習
書
の
あ
る
材
を
二
次
的
に
整
形
し
て
檜
一扇
と
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

ω
②
は
、
と
も
に
墨
痕
が
不
鮮
明
で
あ
る
が
、
下
級
官
司
か
ら
上
級
官
司

ヘ

上
申
す
る
際
に
用
い
る
解
文
の
書
式
で
あ
り
、
両
者
は
同
筆
と
考
え
ら
れ
る
。

〔為
ヵ
〕

⑤
⑭
は
、
と
も
に
文
字
が
大
き
く
て
同
筆
で
あ
る
。
０
は
、
濃
墨
の

「□
」
以

〔月
力
〕

外
は
淡
墨
で
あ
る
。
０
は
、
「鯖
鯛
鮒
鱒
」
が
濃
墨
、
「月
月
□
」
が
淡
墨
。
⑦

は
、
「廣
懸
」
が
濃
墨
で
あ
る
の
に
対
し
て

「口
口
兵
兵
兵
□
足
」
は
淡
墨
で
あ

り
、
両
者
は
異
筆
と
思
わ
れ
る
。

釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
動
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
清
水
み
き
氏
の
ご

教
示
を
得
た
。

一
一　
左
京
五
条
二
坊
四
町

①

　

「
＜
阿
波
郡
猪
宍
作
料
米
五
斗
」
　

　

　

　

μΦ貿
〕貸
⇔
ｏ酪

木
簡
は
、
荷
札
と
考
え
ら
れ
、
削
り
痕
が
明
瞭
に
残
る
。
猪
宍
作
料
は
、
中

男
作
物
の
猪
肺
に
あ
た
る
も
の
で
、

『
延
喜
式
』
主
計
上
に
は
、
阿
波
国
の
中

男
作
物
の
品
目
中
に
猪
臓
が
あ
る
。一

(6) (5) 僻)

隔 果色藝
鮒 飛
鱒

紘

）

7///////



(8)表

雄
に
院
に
∞
に
に
に
規
隠
鯵
癬

斡
に
け
期
に
に
け
け
酔

鯵
に
け
磯
Ⅷ
け
に
‰
鴛

ｋ
磯

磯

け
磯

Ⅷ

(2)(1) (3)    14)    (5)    (6)

檜扇 (上段)と 墨書檜扇 (下段)

［い中中山中中山中山日日四“日円［］中日日日日日日円脱〕‐一　　‐Ｏｃｍ

一　

　

　

　

　

　

　

　

動
ー‐一側

一一

‐

一
働

一

‐一い
‐一⑤
‐一②
‐一ω

一



1990年出上の木簡

皇
后
宮
舎
人
字
名
村
太
之
□
□
□

こ
れ
は
、

「謹
告
知
往
逮
上
中
下
尊
等
御
中
」

の
文
言
で
始
ま
る
迷
子
の
少

子
を
捜
索
す
る

「告
知
札
」
で
あ
る
。
交
通
量
の
多
い
路
傍
で

「往
還
」
の
人

人
を
対
象
と
し
た

「告
知
札
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
牛
馬
の
捜
索
を
内
容
と
し
た

平
安
初
期
の
例
が
知
ら
れ
て
い
る

（奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
官
発
掘
調
査

報
とこ

Ⅵ
）。
本
例
は
、
長
岡
京
の
条
坊
側
溝
か
ら
出
土
し
、
文
中
に

「皇
后
官

舎
人
」
と
み
え
る
の
で
、
長
岡
遷
都
の
延
暦
三
年

（七
八
四
）
一
一
月
か
ら
皇
后

藤
原
乙
牟
漏
の
皇
后
官
職
が
設
置
さ
れ
て
い
た
延
暦
九
年
閏
二
月
ま
で
の
間
に

時
期
を
限
定
で
き
る
。

接
合
部
分
は
墨
痕
が
薄
く
、
下
半
も
欠
損
し
て
い
る
が
、
文
面
に
は
①

「告

知
」
の
文
言
と
対
象
、
②
告
知
内
容
―
迷
子
と
そ
の
特
徴
、
③
迷
子
と
な
っ
た

一

（∞
〕
伽）
×
∞
い
×
］
　
Ｏ
ＰΦ
＊

日
時

・
場
所
、
④
告
知
す
る
主
体
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
下
半
を
欠
損
し
て
い

る
た
め
、
迷
子
と
な
っ
た
場
所

（近
江
国
勢
多
・…
↓

と
状
況
、
及
び
告
知
主
体

（皇
后
宮
舎
人
字
名
村
太
…
・↓

に
つ
い
て
は
、
や
や
不
明
瞭
な
部
分
が
あ
る
。
古

代
社
会
に
お
い
て
、
字
名
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る

の
も
、
本
木
簡
の
特
徴
で
あ
る
。
迷
子
の
少
子
は
戸
籍
名
と
字
名
を
記
す
の
に

対
し
、
告
知
す
る
側
の
皇
后
官
舎
人
は
字
名
の
み
記
し
て
い
る
。
大
型
木
簡
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
厚
さ
は

一
ｉ
二
剛
と
非
常
に
薄
く
、
実
際
路
傍
に
掲

示
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
は
、
働
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
清
水
み
き

氏
の
ご
赦
示
を
得
た
。

左
京
六
条

一
坊
五
町

「
謹
告
知
往
還
上
中
下
尊
等
御
中
迷
□
少
子
事

魏

醒
麻
呂
軒
待
者 一
錦
本
云
立日
也

右
件
少
子
以
今
月
十
日
自
勢
多
□

〔家
己



四
　
今
里
車
塚
古
墳

木
筒
の
法
量
は
６
８
）
×
（Ｓ
）
×
ｏ
で
あ
る
。
墨
書
は
上
方
や
や
左
寄
り
に

一

カ
所
認
め
ら
れ
る
。
文
字
ま
た
は
記
号
と
み
ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

一
　

「左
京
第
二
〇
四
次

（７
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ｙ
Ｄ
１
２
地
区
）
調
査
略
報
」

（働
長
岡
京

市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報
』
昭
和
六
三
年

度
　
一
九
九
〇
年
）

長
岡
京
市
史
編
さ
ん
委
員
会

『
長
岡
京
市
史
』

資
料
編

一

（
一
九
九

一
年
）

一
一
　

「左
京
第
二

一
二
次

（７
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ｙ
Ｂ
地
区
）
調
査
略
報
」
（働
長
岡
京
市
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報
』
昭
和
六
三
年
度
　
一

九
九
〇
年
）

血
周
齢
�
悧
閤
四
Ｍ
問
日
隅
脚
円
脚
剛
脚
脚
円
Ｍ
研
Ｖ

Ｉ
廼

一

0                  10cm
l十 ~

〓
一　
向
日
市
文
化
資
料
館

『
木
に
記
さ
れ
た
歴
史

―
―
中

・
近
世
遺
跡
出
上
の
木

簡
や
社
寺
伝
来
の
木
札
を
中
心
に
』
（第
六
回
特
別
展
示
図
録
　
一
九
九
〇
年
）

清
水
み
き

「告
知
札
―
―
そ
の
機
能
と
変
遷
―
―
」

翁
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

三
二
九
　
一
九
九

一
年
）

四

　

「長
岡
京
跡
右
京
第
二
六
次
発
掘
調
査
概
要
」
（京
都
府
教
育
委
員
会
『埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
概
報
　
一
九
八
〇
十
二
』
　

一
九
八
〇
年
）

「長
岡
京
跡
右
京
第
三
五
二
次
調
査
概
要
」
（長
岡
京
市
教
育
委
員
会

『
長
岡

京
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
二
七
　
一
九
九

一
年
）全一　悧詠騨鄭ぃ」
紺制轍翔）

全一　悧詠騨鄭ぃ

瀞　　　　規
　　
　　
鶏

長岡京跡木簡出土地点図



1990年出上の木簡

京
都
。
今
里
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
長
岡
京
市
今
里
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
七
月
を
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
原
　
秀
樹

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
六
世
紀
中
棄

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
里
抜
は
、
京
都
盆
地
西
南
部
の
乙
訓
地
方
に
位
置
す
る
戦
国
期
の
城
館
跡

で
あ
る
。
か
つ
て
西
岡
と
よ
ば
れ
た
京
近
郊
の
桂
川
西
岸
地
域
に
は
、
多
く
の

中
世
城
館
が
存
在
し
た
が
、
現

在
で
は
わ
ず
か
に
物
集
女
城

・

開
田
城

。
勝
龍
寺
城

・
山
崎
城

な
ど
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
戦

国
期
に
お
け
る
西
岡
の
上
豪

・

国
人
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
や
野

田
泰
忠
の
軍
注
状
、
お
よ
び
織

田
信
長
の
家
臣
で
西
岡

一
帯
の

領
主
と
な

っ
た
細
川
家
の
史
料
な
ど
か
ら
、
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
里
城
に
つ
い
て
は
地
表
面
か
ら
堀
や
土
塁
を
確
認
す
る
の
は
困
難
で
あ
る

が
、
そ
の
構
造

（縄
張
り
）
は
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
か
ら
、
乙
訓
寺
の
南
側
、

風
呂
川
を
は
さ
ん
だ
北
岸
と
南
岸
域
に
想
定
さ
れ
る
。
前
者
で
は
礎
石
建
物
と

井
戸
、
柵
列
な
ど
を
検
出
し
て
お
り
、
復
原
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
地
名
に
よ
る

と

「や
し
き
」
と
呼
ば
れ
た

一
画
に
あ
た
る
。
後
者
は
、
折
れ
を
構
え
た
堀
と

井
戸
が
検
出
さ
れ
た
本
調
査
地
旧
小
学
城
山
に
あ
た
り
、
同
じ
く
地
名
復
原
で

は
西
端
に

「
ほ
り
が
内
」
と
い
う
字
名
が
確
認
さ
れ
る
。
今
里
城
は
当
地
を
本

拠
と
す
る
土
豪

。
国
人
で
あ

っ
た
能
勢
氏
の
城
館
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
本
地

点
は
、
旧
長
岡
京
の
京
域
お
よ
び
今
里
遺
跡
に
含
ま
れ
て
お
り
、
今
回
の
調
査

も
右
京
第
二
五
六
次
調
査
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

遺
構
は
耕
作
上
を
除
去
し
た
地
山
面
で
検
出
し
た
。
今
里
城
の
遺
構
は
堀
と

(京都西南部)

0        10EI



井
戸
、
木
橋
の
橋
脚
な
ど
で
あ
る
。
堀
は
南
北
方
向
か
ら
西
へ
延
び
る
幅
五
を

七
ｍ
、
深
さ

一
。
二
ｉ
二
ｍ
の
箱
形
を
呈
す
る
大
き
な
も
の
と
、
こ
れ
に
接
続

す
る
幅
二
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
の
小
さ
な
も
の
が
あ
る
。
井
戸
は
素
掘
り
の
も
の
を

三
基
検
出
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
最
も
大
き
な
丼
戸

一
は
直
径
四
ｍ
あ
る
。
橋

脚
は
堀
が
東

へ
張
り
出
し
た
部
分
で
検
出
し
た
。
堀
の
埋
土
は
底
に
堆
積
し
た

下
層
、
城
館
廃
絶
後
に
堆
積
し
た
中
層
、
完
全
に
埋
め
戻
さ
れ
た
上
層
に
お
お

よ
そ
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
北
半
部
の
中
層
上
面
か
ら
は
、
多
く
の
葉
や
種
子
が

出
上
し
て
お
り
、
堀
底
に
は
根
株
が
残
る
。

遺
物
は
堀
に
架
か
る
木
橋
の
北
側
と
井
戸

一
に
集
中
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も

廃
絶
時
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
木
簡
以
外
の
文
字
資
料
は
、
見
込
み
と

底
部
外
面
に

「十
七
日
」
と
墨
書
さ
れ
た
土
師
器
皿
が

一
点
あ
る

（後
掲
）。
こ

の
他
に
瓦
器
の
鍋

。
羽
釜

・
鉢
、
備
前
焼
の
梧
鉢

。
お
歯
黒
壷

（ｘ
線
撮
影
に
よ

り
針
金
状
の
鉄
線
と
元
豊
通
宝
の
存
在
が
判
明
し
て
い
る
）、
信
楽
焼
の
甕

・
搭
鉢
、

瀬
戸

・
美
濃
焼
の
天
目
茶
椀
、
自
磁
、
青
磁
、
右
巻
巴
文
軒
丸
瓦
、
石
日
、
凝

灰
岩
片
、
鉄
鎌
、
漆
器
椀
、
曲
物
、
蓋

・
底
板
、
蓋
付
き
の
小
型
の
入
れ
物
、

下
駄
、
た
も
、
毬
杖
遊
び
の
毬
と
考
え
ら
れ
る
木
球
、
刀
形
木
製
品
、
船
形
木

製
品
、
両
面
に
朱
描
き
文
様
の
あ
る
羽
子
板
、
橋
脚
の
柱
根
、
杭
、
焦
げ
た
建

築
部
材
、
土
壁
、
種
子
、
獣
骨
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、

土
師
器
皿
の
特
徴
か
ら
、
お
お
む
ね

一
六
世
紀
中
葉
を
下
限
と
す
る
も
の
で
あ

玄Ｏ
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
「
ｏ
ひ
こ
五
郎
」

。
「
ｏ
大
永
二
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『翼
〕箕
∽
Φ遵

木
簡
は
圭
頭
状
を
塁
す
る
頭
部
に
小
孔
を
あ
け
て
お
り
、
下
端
部
は
切
断
さ

れ
る
。
厚
さ
は
下
端
部
に
か
け
て
厚
く
な
る
。
樹
種
は
ス
ギ
。
「
ひ
こ
五
郎
」
に

つ
い
て
は
肉
眼
で
判
読
で
き
る
が
、
「大
永
二
」
は
赤
外
線
テ
レ
ビ
で
判
明
し
た
。

大
永
二
年

（
一
五
一一一０
は
、
旧
乙
訓
郡
を
中
心
に
二
八
カ
村
で
構
成
さ
れ
る

九
条
家
領
小
塩
荘
の
日
地
や
字
名
、
年
貢
米
の
数
量
と
納
付
者
に
つ
い
て
村
毎

に
検
注
し
た

「山
城
国
小
塩
庄
帳
」
（現
存
す
る
の
は
寛
文
一
〇
年
【
三
ハ
七
〇
〕
の

写
本
。
『
九
条
家
文
童
屋

一
五
八
一
号
）
が
作
成
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
「
い
ま
さ
と
」

（今
里
）
に
は
十

一
筆
合
計

一
町
九
反
の
田
地
が
あ
り
、
こ
の
中
に
は
次
の
よ
う

な
記
載
が
あ
る
。



1990年出上の木簡

五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
郎
太
郎
よ
り
渡

一
反
　
　
定
米
四
斗

一
合
五
夕
　
　
の
せ
ひ
こ
五
郎

か

め

い

こ
れ
は
、
の
せ
ひ
こ
五
郎
が
小
字
か
め
い
の
田
地

一
反
か
ら
四
斗

一
合
五
夕

の
年
貢
米
を
九
条
家
に
納
め
る
べ
き
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
注
記
に
は

以
前
の
所
有
者
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
か
め
い
」
（亀
井
）
は
乙
訓
寺
の
西
側
に

位
置
す
る
旧
小
学
名
で
あ
り
、
現
在
の
今
里
五
丁
目
に
あ
た
る
。
の
せ
姓
は
今

里
の
土
豪

・
国
人
で
あ
っ
た
能
勢
氏
を
指
し
て
お
り
、
の
せ
ひ
こ
五
郎
は
名
宇

を
も
つ
有
力
者
の
一
人
と
し
て
耕
作
農
民
と
区
別
さ
れ
る
。
木
簡
に
記
さ
れ
た

ひ
こ
五
郎
に
つ
い
て
も

「小
塩
庄
帳
」
と
年
号

。
人
猪
が

一
致
す
る
こ
と
、
能

勢
氏
の
城
館
か
ら
出
上
し
た
こ
と
よ
り
同

一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
大
永
二
年
の

「小
塩
庄
帳
」
に
直
接
結
び
付
く
木
筒
を

初
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
里
城
の
構
造
に
つ
い
て
も
新
た
な
成
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
多
彩
な
木
製
品
の
出
土
は
叛
館
の
暮
ら
し
を
ほ
う
ぶ

つ
と
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
は
能
勢
氏
と
今
里
城
の
関
係
を
遺
構

。
遺
物
か
ら
明
ら

か
に
し
た
点
で
重
要
で
あ
る
。
木
簡
は
形
態
と
記
載
内
容
か
ら
、
城
館
や
村
内

で
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
用
途
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討

を
倹

っ
て
判
断
し
た
い
。　
な
お
、

「小
塩
庄
帳
」
に
つ
い
て
は
、
熱
田
公

「山

城
国
小
塩
荘
に
つ
い
て
」
命
永
島
福
太
郎
先
生
退
職
記
念
会
編

『
日
本
歴
史
の
構
造
と

展
開
』
山
川
出
版
社
　
一
九
八
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

木
簡
の
解
読
に
あ
た
っ
て
は
、
②
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
清
水
み
き

氏
と
向
日
市
文
化
資
料
館
玉
城
玲
子
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
赤
外
線
テ
レ
ビ
と

樹
種
鑑
定
に
つ
い
て
は
、
働
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
岡
田
文
男
氏
に
ご
協

力
を
賜
わ

っ
た
。
ま
た
Ｘ
線
撮
影
で
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
村
上
隆
氏
に

ご
協
力
を
賜
わ

っ
た
。

「小
塩
庄
帳
」

と
能
勢
氏
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
、

長
岡
京
市
史
編
さ
ん
室
よ
り
多
く
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

長
岡
京
市
教
育
委
員
会

『
今
里
地
区
古
文
書
調
査
報
告
書
』
解
説
篇

翁
長
岡

京
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
二
三
　
一
九
九
〇
年
）

長
岡
京
市
史
編
さ
ん
委
員
会

『
長
岡
京
市
史
』
資
料
編

一

（
一庶究
雷こ



京
都
。
壬
生
寺
境
内
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
中
京
区
壬
生
榔
ノ
宮
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
七
月
を
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
澤
典
彦

・
岡
本
広
義

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡
、
寺
院

・
町
屋
に
伴
う
遺
構

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
―
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

壬
生
寺
境
内
遺
跡
は
京
都
市
の
ほ
ぼ
中
央
、
大
念
仏
狂
言

（壬
生
狂
一已
で
有

名
な
壬
生
寺
の
境
内
西
側
に
位
置
す
る
。
平
安
京
の
条
坊
復
原
で
い
う
と
こ
ろ

の
左
京
五
条

一
坊
二
町
に
相
当

す
る
。
今
回
の
発
掘
調
査
は
、

壬
生
寺
の
庫
裡
及
び
老
人
ホ
ー

ム
建
設
に
伴

っ
て
実
施
し
た
。

検
出
遺
構
は
平
安
京
と
壬
生

寺

・
町
屋
に
関
す
る
も
の
に
大

別
で
き
る
。
平
安
京
関
係
の
遺

構
は
、
朱
雀
大
路
路
面
痕
跡
と

そ
の
東
側
溝
な
ど
で
あ
る

（京

(京都西北・東北・西南・東南部)



1990年出上の木簡

都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
作

成
の
平
安
京
条
坊
復
原
座
標

よ
り
推
定
）
。
出
土
遺
物
も
、

遺
構
と
同
様
に
平
安
京

（平
安
時
代
）
と
壬
生
寺

・

町
屋

（鎌
倉
を
切
治
時
代
）

に
関
す
る
も
の
に
分
け
ら

れ
る
。
平
安
京
に
関
す
る

遺
物
は
、
朱
雀
大
路
東
側

溝
や
そ
の
周
辺
よ
り
出
土

し
た
人
形

・
斎
串
な
ど
の

木
製
品
と
須
恵
器

・
土
師

器

。
人
面
墨
書
土
器

・
土

馬

・
馬
骨
な
ど
の
祭
祀
遺

物
と
瓦
で
あ
る
。
今
回
報

告
す
る
蘇
民
将
来
札
も
、

こ
れ
ら
の
祭
祀
遺
物
に
混

じ

っ
て
出
上
し
た
。
平
安

京
の
条
坊
関
係
遺
構
以
外

の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
遺

物
は
、
壬
生
寺
に
関
わ
る

LH-286m

4 ‖i子青灰色粘土層 8 黄灰色粘質土層(瓦・小石混入)
5 暗仄褐色土層 (礫混入)  9 時青灰色粘質土層 (祭れE追物出土層)

●  オ売

1 整地上
2 ‖

“

灰褐色土層(/卜石・抱熔片混入)6「を黄褐色粘質土層    lo 茶掲色砂層 (4ヽ石混入)
3 ‖i子灰色土層 7 暗灰色粘質土層 (小石混入)11 暗青灰掲色砂層

,2 ‖I灰褐色砂層 (小石混入)

朱雀大路東側濤東西断面図

瓦
が
大
半
で
、
他
に
陶
磁
器

，
瓦
器

。
土
師
器
皿
（灯
切
皿
）
な
ど
が
あ
る
。

朱
雀
大
路
東
側
溝
は
平
面
的
に
は
往
時
の
姿
を
留
め
ず
、
壬
生
寺
や
後
世
の

町
屋
の
遺
構
の
た
め
に
、
そ
の
上
部
や
中
心
部
は
削
平
整
形
を
受
け
て
お
り
、

こ
の
地
点
か
ら
の
出
土
品
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
遺
物
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

滞
の
両
岸
と
下
部
に
東
側
溝
と
し
て
の
痕
跡
を
確
認
で
き
た
の
み
で
あ
る
。
東

側
溝
の
路
面
側
は
、
朱
雀
大
路
路
面
上
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
小

石
や
瓦
等
が
崩
れ
落
ち
埋
没
し
た
状
態
で
あ
り
、
後
世
の
影
響
は
受
け
て
い
な

い
。
祭
祀
遺
物
は
、
上
図
の
臨
９
の
暗
青
灰
色
粘
質
土
層
内
に
混
じ
る
よ
う
に

堆
積
し
、
そ
の
上
面
を
覆
う
よ
う
な
状
態
で
丸

・
平
瓦
が
出
上
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
瓦
は
形
態
的
に
平
安
時
代
前
期
の
も
の
が
大
半
で
、
そ
の
中
に
奈
良
時

代
の
も
の
も
若
千
混
じ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
出
土
状
況
よ
り
、
蘇
民
将
来
札
は
後
世
の
混
入
は
あ
り
え
ず
、

伴
出
祭
祀
遺
物
の
年
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
、
九
世
紀
初
頭
頃
の
も
の
と
考
え

る
。
こ
れ
ら
の
祭
祀
遺
物
は
、
平
安
京
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う

大
祓
に
関
わ
る
遺
物
と
み
ら
れ
、
ま
た
出
土
品
で
み
る
限
り
鎌
倉
時
代
以
降
と

考
え
ら
れ
て
い
た
蘇
民
将
来
札
に
関
わ
る
信
仰
が
、
平
安
時
代
初
期
に
お
い
て

す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔将
ヵ
〕

〔孫
ヵ
〕

①

　

「
＜
蘇
民
□
　
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（騒

溢
契
］
ｏ器

上
部
は
圭
頭
状
に
し
、
両
側
か
ら
切
り
込
み
を
入
れ
、
下
部
は
斜
め
に
切
り

未雀大路束築地推定座標 Y軸 =-23 191km

未雀大路面痕跡



一

出
し
て
い
る
。
右
下
半
分
は
欠
損
す
る
。
ま
た
、
上
部
の
切
込
み
の
部
分
に
紐

状
の
も
の
が
巻
か
れ
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
。

「蘇
民
」

の
二
文
字
は
判
読
で
き
、

下
部
は
欠
損
の
た
め
に
不
明
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
部
分
に
墨
書
が
あ
り
、
三

文
宇
目
は
痕
跡
よ
り

「将
」
、
ま
た
下
部
に
残
る
若
千
の
墨
痕
は

「孫
」
の
一

部
と
考
え
ら
れ
る
。　
上
部

「蘇
民
」
よ
り
下
部
の
文
字
を
推
定
す
る
と
、

「将

来
子
孫
…
」
と
い
う
言
葉
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
蘇
民
将
来
札
は
、
平
安
時
代

疫
病
神
信
仰
の
展
開
を
考
え
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

岡
本
広
義

「壬
生
寺
境
内
遺
跡
発
掘
調
査
の
概
要
」
翁
元
興
寺
文
化
財
研
究
』

三
七
　
一
九
九
一
年
）

岡
本
広
義

「壬
生
寺
境
内
遺
跡
出
上
の
蘇
民
将
来
札
」

翁
元
興
寺
文
化
財
研

究
』
三
八
　
一
九
九
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岡
本
広
義
）



1990年 出上の木簡

大
阪
・
豊
嶋
郡
条
里
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
吹
田
市
泉
町
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
一
二
月
ｉ

一
九
八
三
年
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
吹
田
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
原
　
学

。
増
田
真
木

・
西
本
安
秀

５
　
遺
跡
の
種
類
　
条
里
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
後
期
ｉ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
衛
出
土
遺
構
の
概
要

豊
嶋
郡
条
里
遺
跡
は
大
阪
府
北
部
に
展
開
す
る
千
里
丘
陵
の
東
南
裾
、
標
高

約
三
ｍ
を
測
る
沖
積
地
に
立
地
す
る
。
歴
史
学

・
歴
史
地
理
学
に
お
い
て
天
坊

幸
彦
氏
を
は
じ
め
と
す
る
先
学

諸
氏
に
よ
っ
て
、
当
地
は
吹
田

市
の
西
域
か
ら
豊
中
市
に
か
け

て
施
行
さ
れ
た
豊
嶋
郡
条
里
の

東
限
ラ
イ
ン
上
に
位
置
す
る
と

推
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
吹

田
市
文
化
会
館
建
設
が
予
定
さ

れ
、　
一
九
八
二
年

一
二
月
に
試

掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
結
果
、

条
里
の
推
定
ラ
イ
ン
に
合
致
す
る
中
世
水
路
な
ど
が
確
認
さ
れ
、

一
九
八
三
年

一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
本
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
鎌
倉
時
代
を
主
体
と
す
る
水
路
と
畦
畔
が
検
出
さ
れ
た
。
水
路

は
延
長
約
九
〇
ｍ
に
わ
た
っ
て
延
び
、
幅

一
・
一
ｍ
、
深
さ
○

・
五
ｍ
を
測
る
。

両
側
を
護
岸
し
た
痕
跡
が
あ
り
、
幅
二
ｍ
前
後
、
最
大
高
○

・
八
ｍ
の
堤
防
を

有
し
て
い
る
。
堤
防
上
に
は
杭
が
打
ち
込
ま
れ
、
竹
製
樋
管
が
設
置
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
水
量
調
節
の
た
め
の
堰
が
設
け
ら
れ
、
竹
製
樋
管
に

よ
り
水
路
か
ら
引
水
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
水
路
の
下
層
で

は
、
東
限
ラ
イ
ン
に
合
致
す
る
大
畦
畔
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
豊
鳴
郡
側

に
坪
境
の
畦
畔
及
び
小
畦
畔
三
条
、
嶋
下
郡
側
に
小
畦
畔
二
条
が
検
出
さ
れ
た
。

中
世
水
田
は
二
を
三
面
み
ら
れ
る
が
、
近
世
期
に
は
水
路
は
埋
没
し
、
機
能
を

終
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

縄
文
時
代
後
期
ｉ
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
上
器

。
木
器
な
ど
の
遺
物
が
出
土

し
た
。
特
に
、
中
世
の
遺
物
が
最
も
多
く
、
土
師
器

・
須
恵
器

・
瓦
器

。
瓦

・

中
国
製
陶
磁
器

・
漆
器

・
石
鍋
、
下
駄

・
箸

。
杭
が
あ
る
。
木
簡
は
、
中
世
水

路
東
側

（嶋
下
郡
側
）
の
水
田
を
形
成
す
る
遺
物
包
含
層
か
ら
二
点
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
蕉
民
将
来
之
子
孫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
Ｗ
枷受
⇔
ｏる

②

　

「
＜
燕
民
国
日
日
日
日
日
西
　
　
　
　
　
　
　
Φ実
］受
潔

Φ駕

(大阪東北部)



Ｒ
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同

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ
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日

Ｈ

Ｈ

国

（杯凹囚日日日日］
中②

⑪
②
と
も
蘇
民
将
来
札
で
あ
る
。
①
は
大
型
の
部
類
に
属
し
、
門
戸
に
挿
し

立
て
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
②
は
小
型
で
上
部
に
左
右
か
ら
の
切
り
込
み
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
く
く
り
つ
け
て
身
に
つ
け
る
も
の
と
し
て
使
わ
れ
た
と
推
定
で

き
る
。
ど
ち
ら
も
集
落
等
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
流
さ
れ
、
当
地
に
埋
没

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
今
回
報
告
の
木
簡
二
点
の
釈
文

。
内
容
及
び
図
面
精
図
に
つ
い
て
は
、

働
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
人
文
考
古
学
研
究
室
藤
澤
典
彦
氏
に
依
頼
し
た
、
吹

田
市

一
九
八
九

・
九
〇
年
度
埋
蔵
文
化
財
特
殊
鑑
定
調
査
に
よ
る
成
果
で
あ
り
、

藤
澤
氏
か
ら
多
く
の
ご
教
示
を
賜
わ
っ
た
。

９
　
関
係
文
献

(1)

藤
原
　
学

「摂
津
豊
島
郡
条
里
東
限
の
発
掘
調
査
」

九
回
総
会
研
究
発
表
要
旨
』
　

一
九
八
三
年
）

翁
日
本
考
古
学
協
会
第
四

（西
本
安
秀
）



1990年出上の木簡

゛
」

た

ん

じ

ま

大
阪
・
五
反
島
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
吹
田
市
南
吹
田
五
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６．
）
七
月
ｔ

一
九
八
七
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
吹
田
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
原
　
学

・
増
田
真
木

・
西
本
安
秀

。
田
中
充
徳

５
　
遺
跡
の
種
類
　
河
道
跡

・
祭
祀
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
ｉ
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
衡
出
土
遺
構
の
概
要

五
反
島
遺
跡
は
吹
田
市
の
南
西
部
、
神
崎
川
右
岸
の
沖
積
地
の
標
高
約
三
ｍ

に
立
地
し
、　
一
九
六
六
年
の
南
吹
田
下
水
処
理
場
建
設
時
に
発
見
さ
れ
た
。
そ

の
後
下
水
処
理
場
増
設
に
伴
い
、

一
九
八
四

・
八
五
年
度
の
二
次

部

に
わ
た
る
試
掘
調
査
を
経
て
本

東

格
的
な
発
掘
調
査
が

一
九
八
六

斯

年
度
に
実
施
さ
れ
た
。

邸

　

そ
の
結
果
、
合
計
七
条
に
及

厩

ぶ
河
道
跡
、
堤
防
跡
が
検
出
さ

欲

れ
た
。
河
道
跡
は
古
墳
時
代
に

属
す
る
も
の
が

一
条
、
平
安
ｉ

室
町
時
代
に
及
ぶ
も
の
六
条
で
あ
る
。
堤
防
跡
は
延
長
六
〇
ｍ
に
わ
た
っ
て
検

出
さ
れ
た
。
自
然
の
砂
の
堆
積
を
利
用
し
、
両
側
に
杭
と
横
木
を
組
合
わ
せ
て

斜
面
を
保
護
し
て
い
る
。
現
在
の
神
崎
川
と
糸
田
川
の
合
流
点
付
近
に
位
置
す

る
こ
と
も
勘
案
す
る
と
、
河
の
合
流
点
に
設
け
ら
れ
る
瀬
割
晃
と
判
断
さ
れ
、

平
安
時
代
前
期
に
構
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

出
土
遺
物
は
弥
生
ｉ
室
町
時
代
ま
で
膨
大
な
量
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
古
墳
時

代
と
平
安
時
代
に
ピ
ー
ク
が
認
め
ら
れ
る
。
古
墳
時
代
で
は
土
師
器

・
須
恵
器

な
ど
の
他
、
韓
式
系
土
器

・
製
塩
土
器

。
鉄
剣

・
勾
玉
な
ど
重
要
な
遺
物
も
多

く
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
安
ｉ
鎌
倉
時
代
に
は
土
師
器

・
須
恵
器

・
黒
色

土
器

・
瓦
器
な
ど
の
他
、
緑
釉
陶
器

。
中
国
製
陶
磁
器
も
出
上
し
て
い
る
。
土

器
以
外
に
は
銅
鏡

・
鐙

・
刀
子

。
鎌

・
鋤

・
鉄
鏃

・
竃
な
ど
の
出
上
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
一
部
は
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
鏡

・
鏃

・
馬
具

な
ど
は
優
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、　
一
地
域
の
祭
祀
に
と
ど
ま
ら
ず
、
む

し
ろ
官
廷
に
関
す
る
祭
祀
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
可
能
性
の
一

つ
と
し
て
天
皇
の
即
位
儀
礼
に
関
わ
る

「
八
十
鳴
祭
」
を
指
摘
し
う
る
。

木
簡
は
四
点
認
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
河
道
跡
の
堆
積
層
か
ら
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
　
×
　
・４
策
ミ
準
ぜ
得
４
領
　
為
御
子
浄
心
浄
栄

×
□

Ｉ
Ｉ
蟹
鷲
□
で
４
　
四
年
供
養
□

（］
μ∞
）
×
］
ω
×
∞
　
Ｏ
ｏ
μ
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敬
エ

丁
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伽

離

隆
算

轡
雲

紺

Ａ
４
て
査
衰
輸

③

　

「
＜
南
×

④
　
・
×
何
是
善
男
子
善
女
人
功
徳
多

〔薩
於
≧

〔急

難
之

中
己

・
ｘ
訂
口
口
怖
畏
口
Ｈ
日
口
能

名質崎更耳Ｒ報蠅徽螂帥繋齢

。「ミ値Ｈ五ヽ蕉看　帥割到胸鞠
〔令
衆
生
己

以
何

口
Ｈ
□

速

日
日
日
口

【成
就
佛
身
己

普
及
於

一
切

皆
共
成
佛
道

□
日
九
年
十
二
□
□
　
□

享
禄
元
年
二
月
十
七
日
」

□

ミ
衰
賞
翼
拇
≒

常

□

や
　
　
　
」

∞
『
∞
Ｘ

∞
ω
×

∞
　

Φ
ω
μ

（
］
『
）
×

〕
卜
×

Φ
あ

　

ｏ
ω
μ

（Ｐ『
ミ）
×
μ∞
×
卜
　
（湧
μ



1990年出上の木簡

圏

９

ω
を
①
は
笹
塔
婆
、
④
は
柿
経
で
あ
る
。
①
は
上
下
端
と
も
欠
失
し
て
お
り
、

片
面
に
墨
書
が
あ
る
。
二
行
に
わ
た
っ
て
種
子
が
書
か
れ
て
お
り
、
随
求
小
呪

の
下
半
部
に
あ
た
る
。
そ
の
下
に
、
浄
心
浄
栄
の
た
め
の
四
年
供
養
と
あ
り
、

追
善
供
養
の
笹
塔
婆
で
あ
る
。

②
は
細
長
い
材
を
用
い
、
頭
部
を
五
輪
塔
状
に
削
り
出
し
、
下
端
を
や
や
尖

り
気
味
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
両
面
に
墨
書
が
あ
る
。
表
側
の
最
上
部
の
空

・

風

・
火

・
水

・
地
輪
の
各
部
に
五
大
種
子
を
配
し
、
そ
の
下
に
キ
リ
ー
ク

（阿

弥
陀
如
来
の
種
子
）
と
左
に
サ
ク

（勢
至
）
を
記
す
。　
右
は
判
読
で
き
な
い
が
、

サ
ー

（観
圭ｅ

が
記
さ
れ
、
阿
弥
陀
三
尊
を
構
成
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
下
に
は

「毎
自
作
是
念
…
…
」
と
掲
文
が
二
行
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は

『妙
法
蓮
華
経
』
如
来
寿
量
品
第
十
六
の
末
文
で
破
地
獄
掲
と
い
わ
れ
、

板
塔
婆
、
板
石
塔
婆
に
よ
く
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
元
興
寺
極
楽
坊
の
笹
塔

婆
Ｄ
十
二
十
十

一
に
も
類
例
が
あ
る
。
そ
の
下
に
、
享
禄
元
年

（
一
五
一一八
ゴ

一

月
十
七
日
の
日
付
が
あ
る
。
右
側
に

「日
九
」
「年
」
「十
二
」
な
ど
の
文
字
が

確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
も
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

裏
面
は
、
五
輪
各
輪
に
胎
蔵
界
真
言
を
配
す
る
。
そ
の
下
に
地
蔵
菩
薩
の
種

子
が
記
さ
れ
、
表
面
の
阿
弥
陀
三
尊
に
対
応
す
る
配
置
で
あ
る
。

以
下
、
「願

以
此
功
徳
…
…
」
は

『
妙
法
蓮
華
経
』
化
城
喩
品
第
七
に
み
え
る
掲
文
で
あ
る
。

類
例
は
多
く
、
弘
法
大
師
坐
像
胎
内
納
入
経
巻

公
死
興
寺
所
蔵
）
の
う
ち
、
正
中

二
年

（
一
三
一一五
）
の
年
号
の
あ
る

『妙
法
蓮
華
経
』
巻

一
の
巻
末
に
書
か
れ
た

も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
大
宰
府
史
跡
第
七
八
次
調
査
Ｓ
Ｇ
二

一
三
〇
で
出
上
し

た
笹
塔
婆
に
類
例
が
あ
る
。
現
在
で
も
読
経
の
最
後
に
唱
え
る
回
向
文
と
し
て

広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
種
子
は
胎
蔵
界
五
仏
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
下
の
種
子
は
や
や
不
鮮
明
で
、
完
全
な
表
記
で
は
な
い
も
の
の
、
「
４
」

「
３
『
」
の
二
年
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
釈
迦
如
来
、
大
日
如
来
と
考
え
ら
れ

る
。
五
輪
塔
形
の
塔
婆
の
形
態
を
ほ
ぼ
と
ど
め
、
紀
年
銘
を
有
す
る
重
要
な
資

料
で
あ
る
。

①
は
極
め
て
薄
い
材
を
用
い
、
頭
部
を
山
形
に
し
、
左
右
に
切
り
込
み
の
あ

る
笹
塔
婆
で
、
断
片
的
に
し
か
遺
存
し
て
い
な
い
。

「南
」

一
字
の
み
遺
存
し
、

下
に
は

「無
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
文
言
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

ω
は
細
長
く
薄
い
材
の
両
面
に
墨
書
し
た
柿
経
で
あ
る
。

「何
是
善
男
子
善

女
人
功
徳
多
」
は

『
妙
法
蓮
華
経
』
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
の
四
三
行



目
に
当
た
る
。
一異
は
七
八
行
日
に
当
た
り
、
二
〇
本

一
組
で
使
わ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

以
上
の
笹
塔
婆
は
お
お
む
ね
室
町
時
代
後
期
に
、
柿
経
は
南
北
朝
期
に
属
す

る
と
判
断
さ
れ
る
。
笹
塔
婆
の
性
格
に
つ
い
て
は

『
地
獄
草
子
』
コ

遍
聖
絵
』

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
墓
地
に
立
て
ら
れ
て
い
た
の
が
流
さ
れ
た
と
も
、
四
十

九
院
の
塔
婆
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
河
道
の
出
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
で

も
民
俗
例
に
み
え
る
塔
婆
流
し
の
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
室
町
時
代
後
期
成

立
の

『
七
十

一
番
職
人
歌
合
』

の
三
十
六
番
に
、

「
い
た
か
」
と
呼
ば
れ
る
僧

に
よ
る
塔
婆
供
養
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が

「流
れ
灌
頂
」
と
言
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。　
ま
た
、

露
百
国
卿
記
』
明
応
三
年

（
一
四
九
四
）

八
月

一
六
日
条
に
は
、
山
科
言
国
が
息
子
の
定
言
の
供
養
の
た
め
に
流
れ
灌
頂

を
行
な
っ
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
今
回
報
告
す
る
資
料
は
、
こ
れ
ら
の
文
献

に
み
え
る
流
れ
濯
頂
に
関
わ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
室
町
時
代
の
仏
教
民
俗

を
知
る
重
要
な
資
料
と
な
っ
た
。

な
お
、
今
回
報
告
の
木
簡
四
点
の
釈
文

。
内
容
及
び
図
面
精
図
は
、
働
元
興

寺
文
化
財
研
究
所
人
文
考
古
学
研
究
室
藤
澤
典
彦
氏
に
依
頼
し
た
、
吹
田
市

一

九
八
九

・
九
〇
年
度
埋
蔵
文
化
財
特
殊
鑑
定
調
査
に
よ
る
成
果
で
あ
り
、
藤
澤

氏
か
ら
多
く
の
ご
教
示
を
賜
わ
っ
た
。

９
　
関
係
文
献

藤
原
　
学

・
増
田
真
木

・
西
本
安
秀

「大
阪
府
五
反
島
遺
跡
」

翁
日
本
考
古

学
年
報
』
三
九
　
一
九
八
七
年
）

『
摂
津

・
五
反
島
遺
跡
の
検
討
』
翁
古
代
を
考
え
る
』
五
〇
　
一
九
八
九
年
）

吹
田
市
教
育
委
員
会

「五
反
島
遺
跡
の
内
業
調
査
」

令
文
化
財
紀
要
』
二
　
一

九
八
九
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（西
本
安
秀
）



丘蔭

・吉
田
南
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
神
戸
市
西
区
玉
津
町

・
明
石
市
北
王
子
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
一
〇
月
ぞ

一
九
九

一
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
種
定
淳
介

・
西
日
圭
介

・
長
濱
誠
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
ｉ
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

吉
田
南
遺
跡
は
明
石
川
下
流
右
岸
の
完
新
世
段
丘

・
旧
河
道
に
位
置
す
る
。

神
戸
市
玉
津
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
数
次
の
発
掘
調
査

（
一
九
七
五
年
１
八

〇
年
に
か
け
て
神
戸
市
教
育
委
員

会
、
吉
田
・
片
山
遺
跡
発
掘
調
査

団
が
実
施
）
に
よ

っ
て
、
弥
生
時

代
ｉ
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
複

合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、

そ
の
内
の
奈
良
時
代
後
期
か
ら

平
安
時
代
前
期
に
か
け
て
の
遺

構
は
明
石
郡
家

（な
い
し
は
切
石

駅
家
）
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
七
年
度
に
は
環
境
セ
ン
タ
ー
の
南
東
に
隣
接
す
る
旧
農
業
試
験
場
跡
地

（約
一
〇
万
∬
）
の
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
、
遺
跡
が
南

へ
拡
大
す
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
今
回
の
調
査
は
、
こ
の
試
験
場
跡
地
に
県
立
看
護
大
学
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
を
契
機
と
す
る
も
の
で
、

一
九
八
九
年
度
？
九

一
年
度
に
か
け
て
建
設

予
定
地
内
の
全
面
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
九
〇
年
度
の
調
査
地
点
は
環
境
セ

ン
タ
ー
か
ら
南
方

へ
約
二
五
〇
ｍ
の
地
点
に
あ
た
る
。

調
査
の
結
果
、
古
墳
時
代
前
期
と
推
測
さ
れ
る
水
田
跡
、
奈
良
時
代
後
期
の

溝
、
平
安
時
代
中
期
の
柱
穴
群
、
鎌
倉
時
代
を
室
町
時
代
の
柱
穴
群
な
ど
が
検

出
さ
れ
た
。
室
町
時
代
の
柱
穴
群
に
は
根
石
を
伴
う
も
の
も
あ
り
、
数
棟
の
掘

立
柱
建
物
が
復
原
で
き
る
。　
一
九
九

一
年
度
の
調
査
結
果
を
勘
案
す
る
と
、
こ

れ
ら
の
建
物
群
の
四
周
に
は
幅
約
二
ｍ
、
深
さ

一
・
五
ｍ
程
度
の
溝
が
め
ぐ
っ

て
お
り
、
三
二
ｍ
×
三
六
ｍ
程
度
の
長
方
形
の
区
画
が
存
在
し
た
も
の
と
認
識

で
き
る
。
ま
た
、
区
画
内
に
は
井
戸

・
溜
井
戸
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
遺
物
は
、

遺
構
が
存
在
す
る
各
時
期
の
上
器
が
出
上
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
で
は
二
点
の

墨
書
の
あ
る
須
恵
器
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
井
戸

・
溜
井
戸
か
ら
は
、
井

桁

。
曲
物

・
臼

・
下
駄

・
漆
椀
な
ど
の
木
製
品
が
出
上
し
て
い
な
。

さ
て
、
木
簡
は
、
上
層
よ
り
掘
り
込
ま
れ
た
二
本
の
近
世
の
溝
か
ら

一
五
点

出
上
し
た
。
溝

一
か
ら
は
ω
ｉ
⑭
、
溝
三
か
ら
は
ω
が
出
上
し
て
い
る
。
溝

一

は
中
世
の
長
方
形
区
画
の
東
辺
の
滞
と
重
複
し
南
流
す
る
幅
四
ｍ
以
上
、
深
き

一
・
五
ｍ
程
度
の
溝
で
あ
る
。
厚
く
腐
植
上
が
堆
積
し
て
お
り
、
木
簡
の
ほ
か

漆
椀

・
箸

・
楊
枝

・
ら
お
な
ど
の
木
製
品
三
〇
〇
点
余
り
が
、　
一
八
世
紀
を
前
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後
す
る
多
量
の
近
世
陶
磁
器

・
土
師
器
類
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。
遺
物
の

出
土
す
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
お
り
、
遠
方
よ
り
流
れ
て
き
た
状
況
で
は
な
い
。

溝
三
は
東
西
方
向
に
走
る
幅

一
ｍ
、
深
さ
五
〇
甑
経
度
の
濫
で
明
治
時
代
以
降

ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
農
業
用
水
路
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
宝
．永
参
年
戌
正
月
吉

ｘ
　
　
　
　
　
　
　
ｅ
Ｏｙ
ミ
越

ｏむ

12)

ぼ
砂
譜
拾
文
塾
脂
呼日
」

０
　
・
回
五
匁
」

。

日

回

」

④
　
・
□
□
　
　
　
　
　
　
　
□
回

石
や
吉
兵

，
衛
殿
　
　
　
尚
兵
衛

・

醒
濯
国
　
　
　
　
内
百
八
拾
八
入
□

０
　
・
口
Ш
　
　
　
　
　
日
川
日

天

万
四
郎

万
四
郎

。
□
　
　
　
　
　
　
あ
八
ち
や

天

岩

(61

あ
八
ち
や

□衆吾尺
己郎己□

（
示

じ

ｘ
（
Ｓ

）
ｘ
い
　

０
３

（
μ
ト
ド
）
×
ゆ
囀
メ
〕
”
　
０
い
０

Ｏ
　
　
」

〇
　
　
」

（
Ｓ

ｅ

ｘ
駕

ｘ
ヽ
　
ｏ
こ

６

ｅ

ｘ
（
Φ
じ

ｘ
∞
　
Φ
旨

い
や
Φ
Ｘ

ト
ト
×

⇔
　

０
＝
ド

ヒ   L

（
負
》
×

（
一
ｅ

Ｘ
ф

（
銀
〕
ｘ

台
ｅ

ｘ
∞

〇
∞
μ

〔之
ヵ
〕

回
□
□

□

０
　
。
「
　
　
　
見
明
屋
□
回

曇
豆
力
〕

ｏ
□
屋
□
□

・▼
ぼ
酢
酔ヵ〕
醍
酢
臥
ヵ〕

０

　

「
ｏ
　
子
五
月
日
日
日

〔四
カ
〕

□
□

□
□
□

〔順
ヵ
〕

０
　
。

□
口

ヽ

・

日

口

⑩
　
・・
□
三
郎

ヽ

。

日

回

　

　

　

　

　

．

①

　

口
や

〔村
力
〕

口
□
□

作
兵

ヘ

６
９
×
６
じ
ｘ
い　
８
ド

（お
じ
×
馬
×
ф　
⇔留

（
∞
９

×
０

じ

×
ヽ
　
ｏ
舘



〔丘
＾
容
仰
ヵ
〕

⑫
　
。

□
□
□
太
郎
□
□
ど
弥
右
衛
門
□

・
升
伝弥

右
衛
門

〔伝
≧

⑬
　
。　
ｏ
　
□
日
日
――
日
□
衛
門

。

ｏ
　
ぶ
し

へ
村
　
尚
兵
衛
　
口

⑭

　

「
＜
□

⑮
　
ｏ
「
ら
国
□

。
「
山
□

木
簡

一
五
点
の
う
ち
、
切
り
込
み
を
入
れ
た
り
穿
孔
を
施
し
た
り
す
る
な
ど
、

付
札
の
態
を
な
す
も
の
は
五
点
、
そ
の
他
は
薄
板

・
箱
物
な
ど
の
材

へ
の
墨
書

で
あ
る
。
宝
永
三
年

（
一
七
〇
一０

の
紀
年
銘
を
も
つ
ω
は
、
六
カ
所
に
木
釘
が

遺
存
し
て
い
る
。
⑨
⑩
⑪
は
材
質
か
ら
み
て
、
当
初
は

一
つ
の
も
の
で
あ

っ
た

可
能
性
が
あ
る
。
⑥
⑥
は
文
面
、
板
の
材
質

・
厚
さ
か
ら
み
て
元
は

一
枚
の
板

で
あ

っ
た
可
能
性
が
強
い
。
両
者
と
も
裁
断
さ
れ

一
部
加
工
が
施
さ
れ
た
た
め
、

接
合
は
し
な
い
。　
③
裏
面
の

「家
」

は
墨
痕
が
重
複
し
て
お
り
、
０
と
同
様

「天
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
⑦
は
上
隅
に
釘
孔
が
残
る
。
⑬
に
記
さ
れ
た

「
ぶ

し

へ
村
」
（藤
江
村
）
は
、
吉
田
南
遺
跡
の
南
西
約
二
ｈ
に
位
置
し
た
村
名
で
あ

る
。
⑭
は

一
端
に
切
り
込
み
を
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。
墨
書
は
削
ら
れ
部
分
的

に
残
存
し
て
い
る
。
な
お
、
〇
三
三
型
式
で
墨
痕
が
な
い
も
の

（μ８
×
器
×
ｅ

が
も
う

一
点
溝

一
よ
り
出
上
し
て
い
る
。

木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
の
諸
氏
の
ご
教
示
を
得

た
。
な
お
、
釈
読
は
現
在
も
継
続
中
で
あ
り
、
補
訂
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
申

し
添
え
て
お
く
。

９
　
関
係
文
献

田
辺
昭
三

「兵
庫

・
吉
田
南
遺
跡
」

岡
崎
正
雄

「兵
庫

・
吉
田
南
遺
跡
」

（
ド
⇔
Ｏ
）
×
］
］
×
『
　
ｏ
∞
解

（
岸
∞
∞
）
×
岸
Φ
×
⇔
　
Φ
∞
牌

（
３

∪

×

Ｃ

鬱

×
∞
　
Φ
∞
Φ

（Φ
時
）
×

『ヽ
×
∞
　
Φ
μΦ

翁
木
簡
研
究
』

翁
木
簡
研
究
』

一
九
七
九
年
）

一
　

一
九
八
九
年
）

（西
口
圭
介
）
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丘置
。明
石
城
武
家
屋
敷
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
明
石
市
人
丸
町

・
山
下
町

・
東
仲
之
町

。
大
明
石
町

。
本

町

・
鷹
匠
町

・
樽
屋
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年
（昭
６０
）
一
一
月
を

一
九
九
〇
年

（平
２
こ
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
明
石
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
稲
原
昭
嘉

・
山
下
俊
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
武
家
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
七
世
紀
を

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

明
石
は
古
代
か
ら
山
陽
道
が
市
域
を
東
西
に
走
り
、
播
磨
灘
を
隔
て
て
淡
路

を
望
む
交
通
の
要
衝
で
あ

っ
た
。

こ
の
明
石
の
地
に
小
笠
原
忠
政

（後
、忠
真
）が
幕
府
の
命
を
受
け
、

元
和
三
年

（
三
全

七
）
、
信
州

松
本
か
ら
明
石

・
船
上
城
に
入

部
し
た
。
播
磨
以
西
に
は
徳
川

譜
代
の
勢
力
が
未
だ
進
出
し
て

い
な
い
時
代
で
あ
る
。
そ
の
後
、

二
代
将
軍
秀
忠
か
ら
、
姫
路
城

主
本
多
忠
政
と
と
も
に
新
城
を
築
く
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
小
笠
原
忠
政
は
、
同

五
年

（
一
六
一
九
）
一
月
に
築
城
に
着
工
、
八
月
に
は
本
九
を
始
め
と
す
る
主
要

な
部
分
の
工
事
を
終
え
た
。
そ
の
後
は
、
小
笠
原
忠
政
が
単
独
で
工
事
を
行
な

い
、
翌
年
四
月
に
は
新
城
明
石
城
に
入
城
し
て
い
る
。

扱
は
人
丸
出
の
先
端
部
に
、
台
地
の
西
か
ら
本
九

・
二
の
九

・
三
の
九
が
続

く
構
造
を
と
り
、
前
面
を
囲
む
よ
う
に
中
堀
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
武
家
屋
敷

は
、
台
地
上
の
明
石
城
を
取
り
囲
む
よ
う
に
配
さ
れ
た
桜
堀

・
薬
研
堀
な
ど
の

中
堀
と
、
南
に
広
が
る
沖
積
地
に
つ
く
ら
れ
た
外
堀
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
る
範

囲
に
つ
く
ら
れ
た
。

武
家
屋
敷
跡
の
調
査
は
、　
一
九
八
五
年
の
山
陽
電
鉄
の
立
体
工
事
に
伴
う
確

認
調
査
か
ら
始
ま
り
、
現
在
ま
で
約
十
数
件
の
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
に
屋
敷
地

・
道
路

・
外
堀
の
一
部
分
を
確
認
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
遺
構
面
は
、
現
在
の
地
表
面
か
ら
約
八
〇
甑
下
部
か
ら
検
出
さ

れ
、
多
い
と
こ
ろ
で
四
面
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
面
は
中
世
の
洪
水
に

よ
る
堆
積
層
の
上
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。　
屋
敷
地
内
で
は
、

礎
石
建
物

。
土

坑

・
濤

・
池
状
遺
構

・
井
戸

・
水
道
管
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
第
五
次
調

査
で
は
礎
石
を
も
つ
建
物

一
棟
分
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
建
物
の
北
東
隅
の
玄

関
と
推
定
さ
れ
る
部
分
か
ら
は
胞
衣
重
が
十
数
個
出
上
し
て
お
り
、
当
時
の
武

家
の
風
習
を
窺
い
知
る
上
で
、
興
味
深
い
事
例
と
な

っ
た
。
ま
た
、
屋
敷
の
境

は
素
掘
り
の
濤
で
区
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
第
七
次
調
査
で
は
、

井
戸
及
び
そ
こ
か
ら
上
水
を
屋
敷
地
内
に
通
す
竹
に
よ
る
水
道
管
が
検
出
さ
れ

(舅 石)



て
い
る
。
土
坑
は
、
各
調
査
地
に
お
い
て
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
性
格
の

わ
か
る
も
の
は
少
な
い
。
そ
の
中
で
第

一
〇
次
調
査
で
検
出
し
た

一
辺
八
ｍ
の

方
形
を
呈
す
る
土
坑
か
ら
は
、　
一
七
世
紀
前
半
の
唐
津
焼
等
の
遺
物
が

一
括
し

て
出
上
し
て
お
り
、
築
戎
時
の
武
家
屋
敷
の
形
成
過
程
を
探
る
上
で
貴
重
な
発

見
と
な

っ
た
。

出
土
遺
物
に
は
、
瓦
類
の
他
、
伊
万
里
焼
な
ど
の
椀
、
皿
類
を
は
じ
め
丹
波

焼
の
構
鉢

・
土
師
器

・
賠
烙

・
焼
塩
壼

・
土
人
形

・
古
銭

・
煙
管

・
下
駄

・
箸

・
漆
椀

・
桶
な
ど
多
数
の
生
活
用
具
が
あ
る
。
陶
器
の
中
で
は
高
台
脇
に

「粥

石
」
の
刻
印
の
あ
る
い
わ
ゆ
る
明
石
焼
が
、　
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
遺
構
か
ら

多
く
出
上
し
て
お
り
、
明
石
に
お
け
る
地
方
窯
の
成
立
時
期
を
知
る
上
で
の
手

が
か
り
と
な

っ
た
。

木
筒
は
武
家
屋
敷
を
囲
む
外
堀
跡
を
中
心
に
計
二
五
点
出
上
し
た
。
外
堀
は

素
掘
り
で
、
第
二
次
と
第

一
〇
次
調
査
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
南
端
を
検
出
し

て
い
る
。
比
較
的
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
で
掘
ら
れ
て
お
り
、
深
さ
は
検
出
面
か
ら

底
部
ま
で
約

一
・
二
ｍ
を
測
る
。
享
保
年
間
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

『
日

本
分
国
絵
図
』
に
は
堀
の
幅
八
間
、
深
さ
四
尺
と
い
う
記
載
が
み
ら
れ
、
調
査

結
果
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

堀
内
か
ら
は
陶
磁
器
類
や
下
駄
な
ど
の
多
量
の
日
常
生
活
用
具
の
他
、
江
戸

時
代
か
ら
男
治
時
代
に
か
け
て
の
本
筒
が
出
土
し
た
。
外
堀
は
、
明
治
時
代
以

降

一
部
は
水
路
と
し
て
残
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
埋
め
ら
れ
宅
地
化
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

出
土
し
た
木
簡
二
五
点
の
う
ち
、

す

る
。

こ
こ
で
は
判
読
で
き
た
主
な
も
の
を
紹
介
　
２

14)

「
あ
か
し

た
も
ん
惣
□
国
」

「
水
な
□
□
　
　
」

「
あ
か
し
□

か
さ
や
□
□
□
」

「
か
さ
　
　
　
　
」

「
ｏ
林
兼
」

「
　
大
阪
□
□

Ｏ

綿
米
屋
　
　
」

「
ｏ
林
兼
　
　
　
」

〔條
己

「
西
□
五
□
□
　
」

「
林
兼
　
　
　
　
」

「
ｏ

ｎ

コ

「
ｏ
肺
鞘
肥

L  l_

ド
∞
μ
×

∞
中
×

ヽ

　

〇
ド
μ

μ
∞
Ｏ
Ｘ

卜
ヽ
×

ｍ
・∞
　

〇
ド
μ

∞
『
Ｘ

卜
Φ
×

∞
・∞

　

Φ
μ
ド

Φ
ф
×
（∞
Φ）
×
∞・”
　
〇
∞
μ

Φ
∞
×

ト
ト
×

μ
Ｏ

　

ｏ
μ
μ

∞
釦
×

卜
｝

］
Ｘ

『

　

ｏ
μ
声



1990年出上の木箇

⑦
　
。
「
□
　
」

。
「
林
兼
」

①

　

「
ｏ
林
兼
」

⑨
　
。
「
　
西
京

○

松
藤
行
　
」

（焼
印
）

¬

⑩

　

「
ｏ
綿
末
」

０
　
。
「
改
　
　
村
役
人
　
」

名
藤
江
村
□
　
要
蔵
」

『
中
×

い
ヽ
×

∞
　

Φ
μ
μ

∞
『
×

卜
Φ
×

∞

¨
　

Ｏ
μ
Ｈ

∞
ド
×

”
μ
×

μ
０
５

　

０
μ
μ

Φ
ω
×

卜
Ｎ
・∞
×

⇔

∞
　

Ｏ
μ
ド

μ
中
Φ
×

∞
ド
×

卜
　

ｏ
μ
ド

①
ぞ
⑩
は
、
第

一
〇
次
調
査
で
外
堀
か
ら
出
土
し
た
。
①
は
、
杉
柾
目
材
を

用
い
て
長
方
形
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
③
を
③
の

「林
兼
」

は
、
大
洋
漁
業

の
前
身
で
、
中
部
幾
次
郎
が

一
八
八
〇
年
に
男
石
に
設
立
し
た
鮮
魚
仲
買
運
搬

業
林
兼
商
店
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
初
期
、
鮮
魚
を
京
阪
神
な
ど
に
運
搬
す
る

際
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
と
考
え
ら
れ
る
。
⑨
の

「林
半
」
は
未
詳
で
あ
る
が
、

「林
兼
」
同
様
鮮
魚
商
の
屋
号
で
あ
ろ
う
。
③
ｉ
⑩
に
は
そ
の
大
き
さ
の
規
格

性
が
窺
え
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
荷
札
が
、
宛
先
で
は
な
く
差
し
出
し
側
の
粥

石
で
廃
棄
さ
れ
た
事
情
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

①
は
、
第
七
次
調
査
で
出
土
し
た
も
の
で
、
ヒ
ノ
キ
の
板
目
材
を
用
い
、
両

面
を
丁
寧
に
削

っ
て
長
方
形
に
加
工
し
て
い
る
。
出
土
地
点
は
、
享
保
年
間
は

御
殿
、
文
久
年
間
に
は
講
武
所
で
あ

っ
た
こ
と
が
絵
図
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
①

は
後
者
に
伴
う
濤
状
遺
構
か
ら
出
土
し
た
。
藤
江
村
か
ら
運
ば
れ
た
荷
物
に
付

け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（稲
原
昭
嘉
・
山
下
俊
郎
）





1990年出上の木簡

丘蔭

。
今
宿
丁
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
姫
路
市
今
宿
字
丁
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
九
月
を

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
姫
路
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
秋
枝
　
芳

。
大
谷
輝
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
河
道
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
中
期
ぞ
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
宿
丁
田
遺
跡
は
、
銅
鐸
の
石
製
鋳
型
が
出
土
し
た
こ
と
で
著
名
で
あ
り
、

姫
路
平
野
北
西
部
の
沖
積
平
野

（標
高
一
四
を
一
五
じ

に
立
地
し
て
い
る
。
北

方
約

一
・
二
血
に
は
、
辻
井
廃

寺
跡

（白
鳳
時
代
創
建
）、　
辻
井

遺
跡
（弥
生
時
代
！
平
安
時
代
）が

あ
る
。

今
回
の
調
査

（第
七
次
）
は
、

民
間
の
店
舗
建
設
に
伴
う
事
前

調
査
で
、
調
査
面
積
は
約

一
五

〇
ゴ
で
あ
る
。
調
査
区
は
、
河

道
の
一
部
に
あ
た
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
、
南
東
に
向
か

っ
て
徐
々
に
落
ち
込
む
こ
と
か
ら
、
河
道
の
西
端
を

検
出
し
た
可
能
性
が
高
い
。
河
道
内
の
堆
積
土
は
、
下
層
よ
り
、
暗
褐
色
ツ
ル

ト
層

（弥
生
時
代
中
期
後
半
を
中
心
と
す
る
）
、
淡
い
灰
褐
色
ツ
ル
ト
層

（七
世
紀
前

半
）
、
灰
色
ン
ル
ト
層

（八
世
紀
後
半
ぞ
九
世
紀
後
半
）
、
青
灰
色
砂
層
（時
期
不
明
）
、

灰
褐
色
土

（
一
二
世
紀
後
半
）
で
あ
る
。

木
簡
は
、
こ
の
う
ち
の
青
灰
色
砂
層
中
よ
り
出
上
し
た
。
同

一
層
中
か
ら
は

播
磨
国
分
寺
跡
、
同
国
分
尼
寺
跡
、
本
町
遺
跡
等
に
類
例
が
あ
る
昆
沙
門
式
の

軒
平
瓦
が
、
ま
た
、
下
層
の
灰
色
ン
ル
ト
層
か
ら
も
、
本
町
式
な
ど
の
軒
瓦
が

出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容〔九
ヵ
〕

①

　

年
正
活
弐
為
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
∀
∞契
枷
ｏ驚

な
お
、
木
街
の
釈
読
に
関
し
て
は
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
の
諸
氏
の
ご
教

示
を
得
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
谷
輝
彦
）

一

一

一

(青目野・矩路)



袴祭
撰ざ

遺
跡

兵
庫

・

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
出
石
郡
出
石
町
袴
狭
宇
内
田

・
国
分
寺
　
他

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
一
〇
月
を

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
渡
辺
　
昇

。
柏
原
正
民

５
　
遺
跡
の
種
類
　
祭
祀
遺
跡

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
ぞ
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

袴
狭
遺
跡
は
、
但
馬
国

一
官
で
あ
る
出
石
神
社
の
北
側
の
谷
部
に
位
置
す
る

遺
跡
で
、
但
馬
最
大
の
河
川
で
あ
る
円
山
川
河
日
か
ら
約
二
一
血
上
流
に
位
置

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

標
高
六
ｍ
前
後
と
非
常
に
低
い

平
地
に
立
地
し
て
い
る
。
さ
ら

に
地
盤
が
花
開
岩
で
常
に
河
川

の
氾
濫
に
あ

っ
て
い
る
地
域
で

あ
る
。

本
澄
跡
は
、　
一
九
八
九
年
に

出
石
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て

調
査
が
行
な
わ
れ
、
木
簡
な
ど

興
味
あ
る
遺
物
が
多
数
出
上
し
、
注
目
さ
れ
て
き
た
。
約
五
〇
〇
ｍ
離
れ
た
対

岸
に
は
砂
入
遺
跡
が
立
地
し
て
い
る
。
ま
た
、
砂
入
遺
跡
の
西
方
の
田
多
地
小

谷
遺
跡
や
袴
狭
遺
跡
西
方
の
嶋
遺
跡
な
ど
も

一
連
の
遺
跡
と
考
え
ら
れ
、
総
称

し
て
袴
狭
遺
跡
群
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
は
、
小
野
川
放
水
路
建
設
に
関
連
し
た
袴
狭
川
の
河
川
改
修
に

伴
う
も
の
で
、
袴
狭
川
沿
い
の
一
部

（国
分
寺
地
区
）
を
全
面
調
査
し
、
そ
の
上

流
部
に
つ
い
て
は
確
認
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
た
め
、
二
地
区
に
分
け
て
記

述
す
る
。

一　
国
分
寺
地
区

現
河
道
に
沿

っ
て
、
狭
い
と
こ
ろ
で
幅
二
ｍ
、
広
い
と
こ
ろ
で
幅
九
ｍ
の
部

分
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
道
状
遺
構

（ｓ
Ｆ
〇
一
・
〇
一一
と
旧
河

道

（ｓ
Ｄ
Ｏ
ご
、
溝
状
遺
構

（ｓ
Ｄ
Ｏ
一一
を
検
出
し
た
。

時
期
的
に
は
大
き
く
上
下
三
層
に
分
け
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｏ
二
は
Ｓ
Ｆ
Ｏ
二
に

伴
う
溝
で
、
杭
列

。
し
が
ら
み
な
ど
を
構
築
し
て
い
る
。
砂
入
遺
跡
の
溝
同
様

に
下
層
で
古
い
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
遺
構
は
新
し
い
時
期
の
も

の
で
あ
る
。
道
状
遺
構
は
砂
入
遺
跡
で
検
出
し
た
よ
う
な
粗
柔
敷
き
の
大
規
模

な
も
の
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｆ
Ｏ

一
が
わ
ず
か
に
叩
き
締
め
た
程
度
で
あ
る
。

木
簡
⑪
は
ｓ
Ｄ
Ｏ
二
の
下
層
よ
り
、
②
は
下
層
の
溝
の
、
氾
濫
に
よ
る
堆
積

土
よ
り
出
土
し
た
（他
に
呪
符
の
断
片
と
覚
し
き
も
の
が
一
点
あ
る
）。
③
の
二
片
は

同

一
個
体
と
思
わ
れ
る
が
、
直
接
は
接
続
し
な
い
。
溝
の
上
層
の
堆
積
土
よ
り

出
土
し
た
。

(出 石)



1990年出上の木簡

Ｓ
Ｄ
〇

一
は
旧
河
道
で
、
そ
の
肩
部
に
祭
祀
遺
物
を
流
し
て
い
る
よ
う
で
あ

玄Ｏ
。二

　
内
田
地
区

九
本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
確
認
調
査
を
実
施
し
た
。
す
べ
て
の
ト
レ
ソ

チ
で
祭
祀
遺
物
が
出
上
し
て
お
り
、
旧
河
道
な
ど
も
検
出
し
て
い
る
。
⑪
も
旧

河
道
も
し
く
は
そ
れ
に
付
随
す
る
淀
み
か
ら
出
上
し
た
。
②
の
木
簡
の
出
上
し

た
地
点
で
は
、
明
確
な
遺
構
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
岩
盤
で
あ
る
地
山
を

削
り
出
し
、
谷
部
を
埋
め
て
整
地
し
て
い
る
。　
一
カ
所
で
は
あ
る
が
多
面
体
の

大
型
の
柱
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
と
、
大
規
模
な
整
地
を
行
な

っ
て
い
る
こ
と

か
ら
大
型
の
倉
庫
群
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
②
は
そ
の
整

地
面
の
南
側
の
低
い
部
分
で
出
上
し
て
い
る
。
整
地
面
か
ち
墨
書
土
器

。
鋼
印

・
石
帯
が
出
土
し
て
い
る
。
墨
書
土
器
は
須
恵
器
杯
で
底
面
に

「秦
磐
」
と
個

人
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
銅
印
は
ほ
ぼ

一
十
四
方
で

「福
」
の
字
が
彫
ら
れ
て

い
る
。

石
帯

（
一
点
）
は
、
全
長
七

・
四
ｃｍ
を
測
る
大
型
の
石
製
の
銘
尾
で
あ

る
。
他
に
須
恵
器

・
土
師
器
も
出
上
し
て
お
り
、
袴
狭
遺
跡
群
の
中
で
は
土
器

の
量
が
特
に
多
い
。

遺
構
面
の
下
層
に
は
旧
河
道
が
存
在
し
て
お
り
、
馬
形

・
斎
串
な
ど
の
祭
祀

遺
物
が
出
上
し
て
い
る
。
こ
の
地
区
も
祭
祀
の
場
か
ら
生
活
の
場

へ
移
行
し
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
国
分
寺
地
区

⑪

　

「
（鬼
の
絵
）

里
中
家
国
人

其
□
地
屋
入
□
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞受
ｅ
ｘ
⇔
霞

12)

【咄
灰
己

「
＜
□
□
足

「
＜
西

「
石
□
□
□

〔如
件
≧

□
□
　
□

二
　
内
田
地
区

（符
銀
）

Ｇ
ｅ

×
ｃ

じ

×
∞

〔副
己

□
□
不
可
苅
所
□
　
＜

・‥

〔分
己
□
□
□
　
　
　
　
　
　
」

（Φ
〕
＋
μΦ
じ
×
Ｑ
∪
×
い



ω

　

「
鬼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霊
∀
⇔受
３
露

②

　

　

　

□
福
□

□

入
里
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

溢
露
枷
ｏ解

出
上
し
た
木
簡
は
六
点
で
あ
る
が
、　
整
理
調
査
段
階
で
あ
る
の
で
、　
増
加

す
る
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
内
田
地
区
で
は
墨
書
土
器
も
増

加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
今
後
全
面
調
査
が
実
施
さ
れ
る
と
新
た
な
知
見

が
得
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
袴
狭
遺
跡
群

（袴
狭
遺
跡
・
砂
入

遺
跡
・
嶋
遺
跡
）
で
は
木
筒
が
出
上
し
て
お
り
、
旧
河
道
が
主
と
し
て
検
出
さ
れ

て
い
た
が
、
今
回
、
建
物
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
に
至
り
、
遺
跡
の
性
格
を
考

え
る
上
に
も
変
化
が
生
じ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
寺
崎
保
広
氏
の
ご
教

示
を
得
た
。

（渡
辺
　
昇
）

彰

一〓
Ｆ
柔
口
人

秦
伶
姥
逐
掛

!

国分寺地区

希
登
距
暑
油

デ
灯
晩

内田地区



1990年 出上の木簡

〓重
。伊
賀
国
府
推
定
地

１
　
所
在
地
　
　
　
一二
重
県
上
野
市
坂
之
下

・
外
山

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
九
月
を

一
九
九

一
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一二
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
鈴
木
克
彦

・
穂
積
裕
昌

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
ｉ
平
安
時
代
後
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

伊
賀
国
府
推
定
地
は
、
上
野
市
街
地
の
北
北
東
、
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
佐
那
具
駅

の
西
側

一
帯
に
所
在
し
、
拡
植
川
北
岸
の
狭
い
段
丘
面
に
位
置
す
る
。
東
方
二

血
に
は
全
長

一
八
八
ｍ
の
県
下

最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
御

墓
山
古
墳
が
、
南
方
五
血
に
は

伊
賀
国
分
寺
と
尼
寺
に
比
定
さ

れ
て
い
る
長
楽
山
廃
寺
が
存
在

す
る
。

伊
賀
国
府
推
定
地
の
調
査
は
、

県
営
圃
場
整
備
事
業
に
伴
う
範

囲
確
認
調
査
で
あ
り
、　
一
九
八

八
年
度
に
三
重
県
教
育
委
員
会
が
、　
一
九
八
九
年
度
以
降
は
、
三
重
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
が
引
き
続
い
て
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

当
初
、
伊
賀
国
府
は
、
地
理
学
等
に
よ
り
柘
植
川
南
岸
の
印
代

・
西
条
周
辺

に
比
定
さ
れ
て
い
た
が
、
調
査
の
結
果
、
奈
良

。
平
安
期
の
遺
構
は
確
認
で
き

ず
、　
一
九
八
九
年
度
以
降
、
対
象
地
を
柘
植
川
北
岸
に
拡
大
し
た
と
こ
ろ
、
奈

良

・
平
安
期
の
大
規
模
な
建
物
群
が
発
見
さ
れ
た
。
現
在
、
範
囲
確
認
調
査
を

継
続
中
の
た
め
、
中
間
的
な
報
告
と
し
た
い
。

主
要
な
遺
構
群
は
、
柘
植
川
に
注
ぐ
小
支
流
で
あ
る
国
町
川
を
は
さ
ん
だ
東

西
約
三
〇
〇
ｍ
以
上
、
南
北
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
弱
の
範
囲
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
国
町
川
西
岸
の
台
地
上
に
広
が
る
掘
立
柱
建
物
群
は
、
柱
掘
形
が

五
〇
を

一
〇
〇

側
の
方
形
の
も
の
が
多
く
、
柱
通
り
の
方
向
が
正
方
位
を
と
る

も
の
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
、
国
町
川
東
岸
の
台
地
上
に
広
が
る
掘
立
柱
建
物

群
は
、
若
千
柱
掘
形
が
小
さ
く
、
柱
通
り
の
方
向
も
北
で
西
に

一
〇
度
以
上
振

れ
て
い
る
。

全
体
的
に
み
て
遺
物
の
出
土
量
は
多
く
、
遺
跡
の
性
格
を
示
す
遺
物
と
し
て

木
簡
の
ほ
か
、
完
形
の
須
恵
器
双
耳
重
、
円
面
硯
、
産
地
を
異
に
す
る
多
量
の

緑
釉
陶
器
な
ど
が
あ
る
が
、
木
簡
以
外
は
す
べ
て
国
町
川
西
岸
地
区
か
ら
出
土

し
て
い
る
。

木
衝
が
出
上
し
た
遺
構
は
、
国
町
川
東
岸
の
掘
立
柱
建
物
群
の
北
東
を
走
る

幅
約
八
〇

伽
、
深
さ
約

一
〇

∽
の
東
西
溝
で
、
位
置
的
に
は
遺
跡
の
中
心
部
よ

り
、
か
な
り
北
寄
り
の
地
点
と
考
え
ら
れ
る
。
共
伴
し
た
遺
物
が
子
持
勾
玉

一

(上 野)



個
と
わ
ず
か
な
土
器
片
の
み
で
あ
る
た
め
、
時
期
を
特
定
す
る
に
は
困
難
を
伴

う
が
、
七
―
八
世
紀
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

出
土
し
た
木
簡
は
二
点
で
、
他
に
未
使
用
の
木
簡
状
木
製
品
が
七
点

（〇
三

二
型
式

一
点
、
〇
三
九
型
式
六
点
）
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

　

「
＜

黒

□

二

升

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
μ
ｏ
卜
）
×
］
卜
Ｘ
誤

Φ
器

②

　

「
＜
□
□
□
」

本
遺
跡
を
伊
賀
国
府
跡
で
あ
る
と
確
定
す
る
に
は
未
だ
証
拠
が
不
十
分
で
あ

る
が
、
規
格
性
を
持

つ
大
型
掘
立
柱
建
物
群
の
存
在
や
木
筒
の
出
土
な
ど
で
、

そ
の
可
能
性
は
極
め
て
高
く
な

っ
た
も
の
と
思
う
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
館
野
和
己
氏

の
ご
教
示
を
得
た
。

（穂
積
裕
昌
）

ド
∞
『
×

〕
卜
×

｝

い
　

〇
∞
］

⑪
②
と
も
、
考
千
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
木
簡
の
上
端
に
切
り
込
み
を
入
れ

た
も
の
で
あ
る
。　
文
字
の
意
味
は
判
然
と
し
な
い
が
、
①
に
つ
い
て
は
、
「黒

□
」
と
い
う
物
品
と
そ
の
分
量
を
示
し
た
可
能
性
が
あ
る
。



1990年出上の木簡

静
岡
・瀬
名
遺
跡

（
一〇
竪

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
市
瀬
名
字
柳
原

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
二
月
ｉ

一
九
九
〇
年
七
丹

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
守
谷
孝
治

。
小
林
孝
誌

５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
を
平
安
時
代
、
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
、
静
岡
平
野
の
北
東
部
、
長
尾
川
の
扇
状
地
の
末
端
に
広
が
る
自

然
晃
防

。
後
背
湿
地
の
発
達
し
た
低
地
地
形
上
に
立
地
す
る
。
標
高
は

一
一
Ｌ

一
二
ｍ
を
測
る
。
現
在
の
長
尾

川
本
流
は
、
遺
跡
付
近
で
は
天

井
川
と
な
り
五
ｉ
六
ｍ
も
の
高

さ
の
堤
防
が
築
か
れ
て
お
り
、

こ
こ
を
境
に
西
側
は
川
合
遺
跡
、

東
側
は
瀬
名
遺
跡
と
区
分
さ
れ

て
い
る
。
川
合
遺
跡
は
秀
生
時

代
を
古
墳
時
代

。
平
安
時
代
の

集
落

。
墓
域

・
水
田
な
ど
が
発

見
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物
群
が
ま
と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
、

官
衝
遺
構

（推
定
安
倍
郡
家
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

頼
名
遺
跡
の
発
掘
は
、
静
清

ハヾ
イ
パ
ス
建
設
工
事
に
伴
う
も
の
で
、　
一
九
八

六
を

一
九
九
〇
年
の
五
カ
年
間
現
地
調
査
し
、
現
在
は
資
料
整
理
中
で
あ
る
。

幅
約
六
〇
ｍ
、
延
長
約
九
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
調
査
対
象
地
を
現
道
路
を
境
に

一
〇
区
画

に
区
分
し
た
。
地
表
面
か
ら
の
深
さ
約
六
ｍ
ま
で
の
間
に
、
弥
生
時
代
中
期
ｉ

近
世
ま
で
の
度
重
な
る
洪
水
に
よ
り
埋
没
し
た
水
田
遺
構
を
主
体
に
、
各
調
査

区
八
ｉ

一
六
面
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
延
べ
調
査
面
積
は
約

一
六
万
∬
に
お

よ
ぶ
。
東
海
地
方
で
は
古
い
段
階
に
属
す
る
弥
生
中
期
の
水
田
跡
、
方
形
周
溝

墓
、
弥
生
後
期
の
掘
立
柱
建
物

・
栗
林

・
水
田

・
坤
構
造
船
、
古
墳
ｉ
奈
良
時

代
の
水
田

。
人
形
や
斎
串
を
伴
う
祭
祀
遺
構
、
「
五
百
原
」
「西
奈
」
の
地
名
の

み
え
る
木
簡

翁
木
簡
研
究
』
一
し
、
平
安
時
代
以
降
の
条
里
型
水
田

・
掘
立
柱

建
物

・
緑
釉
陶
器

・
墨
書
土
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

瀬
名
遺
跡

一
〇
区
か
ら
は
、
水
田
が

一
五
面
と
ピ
ッ
ト
状
遺
構

一
面
が
検
出

さ
れ
た
。
平
安
時
代
の
条
里
型
水
田
は
、　
一
〇
区
で
は
調
査
区
の
範
囲
が
坪
の

中
に
入
っ
て
し
ま
う
た
め
、
坪
界
線
の
位
置
か
ら
は
は
ず
れ
て
い
る
が
、
条
里

型
水
田
の
範
疇
に
お
さ
ま
る
区
画
が

一
四
ａ
層

・
一
四
ｂ
層

。
一
六
層

。
一
九

層
と
四
面
検
出
さ
れ
た
。
木
簡
が
出
上
し
た
の
は
上
下
を
水
田
に
換
ま
れ
た

一

五
層

（粘
質
砂
層
）
の
上
面
で
あ
る
。
文
字
面
が
下
に
な
っ
た
状
態
で
出
土
し
た
。

一
五
層
は
洪
水
に
よ
り
堆
積
し
た
土
層
で
あ
り
、
木
簡
は
上
流
か
ら
流
さ
れ
て

き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(清水・静岡)



川
合
遺
跡
は
旧
川
合
村
で
あ
り
安
倍
郡
に
属
す
る
が
、
瀬
名
遺
跡
の
所
属
す

る
旧
瀬
名
村
は
慮
原
郡
に
属
す
る
。
と
こ
ろ
が
瀬
名
遺
跡
九
区
か
ら
は
、
平
安

時
代
の
旧
長
尾
川
と
考
え
ら
れ
る
埋
没
河
道
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
河
道

が
安
倍

・
底
原
の
郡
境
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
木
簡
の
出
土
し
た
瀬
名
遺
跡

一

〇
区
は
安
倍
郡
に
属
す
る
ら
し
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
□
戸
主
奈
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

大
じ

大
こ

ｏ解

木
簡
は
、
文
字
の
あ
る
表
面
だ
け
が
残
存
し
て
お
り
、
左
右
は
年
輪
面
で
剣

離
し
、
上
下
端
も
折
損
、
裏
面
も
剣
離
し
て
い
る
。
表
面
は
柾
目
を
丁
寧
に
削

り
仕
上
げ
ち
れ
て
い
る
。
断
面
を
観
察
す
る
と
厚
手
の
追
柾
目
板
で
あ
る
。
表

面
に
五
文
字
み
ら
れ
る
が
、　
一
字
日
は
上
端
が
折
損
し
て
い
る
た
め
釈
読
が
難

し
い
。
二
字
日
と
三
字
目
を

「戸
主
」
と
す
る
と
、　
一
字
日
は

「郷
」
と
も
考

え
ら
れ
る

（向
坂
鋼
二
氏
教
一Φ
。　
一
字
目
を

「屋
」
と
解
釈
し
、　
二
字
目
と
三

宇
目
を
判
読
不
明
の
一
字
と
す
る
解
釈
も
あ
る

（原
秀
三
郎
氏
教
一０
。　
四
字
目

は

「奈
」
と
読
め
、
五
字
目
は

「成
」
あ
る
い
は

「戊
」
な
ど
の
読
み
方
が
考

え
ら
れ
る
「
通
常
、
戸
主
の
下
に
は
人
名
が
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、
確
定
で
き

な
い
。

「戸
主
」
の
用
例
は
平
安
時
代
初
め
頃
ま
で
で
あ
り
、
書
体
か
ら
考
え

て
も
こ
の
木
簡
の
年
代
観
は
、
平
安
時
代
前
期
頃
ま
で
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
つ
い
て
は
静
岡
大
学
原
秀
三
郎
氏
、
浜
松
市
博
物
館
向
坂
鋼

二
氏
の
ご
指
導
を
う
け
た
。

一

９
　
関
係
文
献

働
静
岡
県
埋
茂
文
化
財
調
査
研
究
所

『
頼
名
遺
跡
　
平
成
元
年
を
二
年
度
発

掘
調
査
概
報
』

Ⅳ
遺
構
の
概
要
６
ｏ
一
〇
区

（
一
九
九
一
年
）

栗
野
党
已

「静
岡

・
頼
名
遺
跡
」
翁
木
簡
研
究
』
一
一　

一
九
八
九
年
）

「瀬
名
遺
跡
最
近
発
見
の
文
字
資
料
」

（働
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

『
研
究
所
報
』
二
五
　
一
九
九
〇
年
）

原
秀
三
郎

。
出
中
敏
史

「静
岡
県
古
代
史
料
　
追
補

ご
　
（静
岡
県
教
育
委
員

会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
室
編

『静
岡
県
史
研
究
』
六
　
一
九
九
〇
年
）

（栗
野
克
己
）

・生



1990年出土の木簡

総
国
府
所
在
地
問
題
と
関
連
し

の
小
字
名
が
残
っ
て
お
り
、
上

「
一
ノ
坪
」

「
ニ
ノ
坪
」

木
簡
の
釈
文
・
内
容

「＜
口

□

米
五
斗
」

1
8
2
 X
 2
3
 x
 
7
 

0
3
2
 

木
簡
の
形
態
は
、
長
方
形
の
板
目
材
の
上
部
に
両
側
か
ら
切
り
込
み
を
入
れ

た
も
の
で
あ
る
。
文
字
は
片
面
の
み
書
か
れ
て
い
た
が
、
墨
痕
は
薄
く
赤
外
線

な
ど

(1) 

整
備
以
前
ま
で
、
明
瞭
な
条
里

8
 

こ
ま
‘

,
1
,
'
 

一
九
六

0
年
代
の
圃
場

分
尼
寺
が
あ
る
。
本
遣
跡
周
辺

台
地
上
に
は
上
総
国
分
寺
・
国

態
も
良
好
で
、
曲
物

・
下
駄
・
大
足
・

刀
子
形

・
漆
器
皿
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遣
跡
の
年
代

千
葉
県
市
原
市
市
原

一
九
九

0
年
度
調
査

九
九
一
年
三
月

水
田
跡
・
古
代
道
路
跡

古
代
・
中
世
・
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
九

0
年
（
平
2
)

四
月
!
-

市
原
条
里
制
遺
跡
は
、
市
原
市
北
西
部
に
広
が
る
標
高
約
五

m
の
沖
積
平
野

に
位
置
し
、
南
約
一
・
五
km
の

7
 

が
で
き
た
。

6
 
5
 
4
 

大
谷
弘
幸

調
査
は
東
関
東
自
動
車
道
の
建
設
に
伴
っ
て
行
な
わ
れ
、

試
掘
調
査
が
、

一
九
八
八
年
に
は

一
九
八
八
年

1
一
九
八
九
年
に
は
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
、
現

半
・
中
世
後
半
・
近
世
の
四
面
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
ず
れ
の
水
田
区

画
も
前
段
階
の
畦
畔
と
位
置
を
同
じ
く
し
て
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
条
里
的
土
地
区
画
に
先
行
し
て
造
ら
れ
た
、
幅
約
五

m

で
両
側
に
約
二

m
の
側
溝
を
有
す
る
古
道
跡
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
、
上
総
中
心

地
域
で
の
土
地
利
用
、
交
通
網
の
一
端
を
知
る
有
力
な
手
が
か
り
を
得
る
こ
と

遺
物
の
量
も
多
く
、
須
恵
器
・
土
師
器
・
灰
釉
陶
器
・
緑
釉
陶
器
・
青
磁
．

中
世
陶
器
な
ど
の
ほ
か
、
鉄
鏃
・
銅
銭
も
出
土
し
て
い
る
。
木
製
品
の
遣
存
状

木
簡
は
、
古
代
の
水
田
畦
畔
跡
（
幅
約
―

m
で
南
側
に
水
路
を
伴
う
）
の
南
側
よ

り
一
点
出
土
し
た
。

3

発

掘

機

関

勧

千

葉

県

文
化
財
セ
ン
タ
ー

2

調
査
期
間

J

れ
ま
で
の
調
査
の
結
果
、
条
里
的
土
地
区
画
の
水
田
跡
を
古
代
・
中
世
前

1

所
在
地

在
本
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

い
ち
は
ら

千
葉

・
市
原
条
里
制
遺
跡

て
古
く
か
ら
注

H
さ
れ
て
い
た
。

85 



゜
9

関
係
文
献

衛
「
関
東
地
方
の
条
里
」
（
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

博
物
館
平
川
南
氏
か
ら
多
大
の
ご
教
示
を
得
た
。

札
木
簡
と
推
測
さ
れ
る
。

テ
レ
ビ
で
観
察
し
た
結
果
五
文
字
確
認
で
き
、
そ
の
う
ち
下
部
の
「
米
五
斗
」

の
文
字
が
判
読
さ
れ
た
。
文
字
内
容
か
ら
こ
の
木
簡
は
、
米
の
移
動
に
伴
う
付

な
お
、
木
簡
釈
文
の
作
成
お
よ
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗

大
谷
弘
幸
・
笹
生

一
九
八
九
年
）

乙
玲
ふ
牙
土
ヤ

（
大
谷
弘
幸
）

86 



m
前
後
を
測
る
。
調
査
は
、
滋

m.illillillnl 

0 2 cm 
I I I 

て
立
地
し
て
お
り
、
標
高
九
〇

の
分
流
で
あ
る
天
神
川
に
接
し

じ
て
い
る
。
遺
跡
は
、
野
洲
川

遺
跡
の
年
代

古
墳
時
代
ー
乎
安
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遣
構
の
概
要

石
田
三
宅
遺
跡
は
、
琵
琶
湖
の
東
南
部
、
野
洲
川
下
流
の
沖
積
平
野
に
位
置

し
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
は
旧
近
江
国
野
洲
郡
明
見
郷
に
属
し
、
遣
跡
の
南
東

約
ニ
・
五
km
に
は
東
山
道
が
通

9

関
係
文
献

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
際
し
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
森
公
章
氏
・

渡
辺
晃
宏
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

滋
賀
県
教
育
委
員
会
・
闘
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
『
石
田
三
宅
遺
跡
発
掘

調
査
報
告
書
』
ー
、

II
（
一
九
八
八
、
一
九
九
一
年
）

7
 
6
 

（
平
井
美
典
）

年
代
は
、
伴
出
し
た
須
恵
器
甕
か
ら
一

0
世
紀
前
半
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

5
 
遺
跡
の
種
類

集
落
跡

滋
賀
•
石
田
三
宅
遺
跡

調
査
担
当
者

滋
賀
県
守
山
市
石
田
町
・
三
宅
町

木
簡
は
、
平
安
時
代
中
期
に
埋
没
し
た
自
然
流
路
跡
と
考
え
ら
れ
る
溝
状
遺

構
か
ら
出
土
し
た
。
当
遺
跡
か
ら
は
墨
書
土
器
も
五
点
出
土
し
て
お
り
、
判
読

木
簡
の
釈
文
・
内
容

(
7
3
)
 X
 2
2
 X
 5
 

0
5
9
 

「
付
」
の
後
に
続
く
二
文
字
は
人
名
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
の

4
 

森

格

也

3

発
掘
機
関
滋
賀
県
教
育
委
員
会
・
闘
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

(1) 

〔廣
ヵ
〕

x
付

□

口」

2

調
査
期
間

一
九
八
七
年
（
昭
62)
七
月
ー
一
九
八
八
年
三
月

1

所
在
地

8
 
る。 で
き
る
も
の
で
は

「
錦
口
」

「
口
之
」
が
あ
る
。

1
0世
紀
前
半
の
も
の
で
あ

90 



1990年出上の木簡

と

の
に

し

滋
賀
・斗
西
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
神
崎
郡
能
登
川
町
大
字
神
郷

・
佐
野

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
七
月
―

一
九
九
〇
年
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
能
登
川
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
植
田
文
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一二
を

一
二
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

斗
西
遺
跡
は
、
琵
琶
湖
東
岸
部
に
開
け
た
愛
知
川
左
岸
沖
積
地
に
所
在
す
る
。

独
立
山
塊
の
和
国
山
に
よ
り
、
度
重
な
る
氾
濫
か
ら
守
ら
れ
た
幅
約

一
血
、
長

さ
約
三
血
の
舌
状
微
高
地
に
位

置
し
、
隣
接
す
る
中
沢
遺
跡

・

法
堂
寺
遺
跡
を
含
め
る
と
、
総

面
積
約
二
八
ｈａ
以
上
に
も
及
ぶ

大
集
落
を
形
成
し
て
い
た
と
こ

＞

ろ
で
あ
る
。

部櫛

　

本
格
的
な
拠
点
集
落
の
生
成

鬱

は
弥
生
時
代
後
期
に
始
ま
り
、

古
墳
時
代
を
通
じ
て
こ
の
地
域

の
中
心
地
で
あ

っ
た
と
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

は
、
二
条
の
自
然
河
川
に
囲
ま
れ
た
微
高
地
上
に
、
七
ぞ
八
棟
を

一
単
位
と
し

た
小
集
団
が

一
時
期
に
十
数
集
団
形
成
さ
れ
て
お
り
、
平
地
の
前
方
後
円
墳
も

消
失
し
た
も
の
を
含
め
る
と
少
な
く
と
も
三
基
以
上
存
在
す
る
。
近
辺
は
、
在

地
豪
族
の
居
住
す
る
集
落
で
あ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

律
令
制
下
に
お
い
て
は
神
崎
郡
神
主
郷
に
比
定
さ
れ
る
。
当
遺
跡
の
約
四
血

南
方
の
五
個
荘
町
大
郡
遺
跡
で
は
、
近
年
東
山
道
沿
い
に
、
回
廊
と
目
さ
れ
る

柱
列
や
、
条
里
方
向
に
軸
を
も
つ
建
物
群
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ

こ
れ
を
神
崎
郡
家
に
比
定
す
る
意
見
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。　
た
だ
し
、
後

述
す
る
よ
う
に
当
遺
跡
で
は
多
数
の
墨
書
土
器
や
、
八
ｉ

一
〇
世
紀
の
建
物
群

も
検
出
さ
れ
て
お
り
、
古
代
の
役
所
と
拠
点
集
落
の
実
質
的
な
関
連
を
考
え
た

場
合
、
当
澄
跡
を
郡
家
に
比
定
す
る
余
地
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
遺
跡

の
標
高
は
九
五
ｍ
前
後
で
、
現
在
の
琵
琶
湖
の
平
均
水
面
高
よ
り
約

一
一
ｍ
高

い
。さ

て
、
木
簡
は
先
述
し
た
自
然
河
川
の
う
ち
南
か
ら
西
方
を
め
ぐ
る
河
川
か

ら
出
上
し
て
い
る
。
河
川
は
最
も
幅
の
広
い
と
こ
ろ
で
約
五
〇
ｍ
を
測
る
も
の

で
、
深
さ
は
検
出
面
か
ら
約
二
ｍ
を
測
る
。
こ
の
河
川
は
秀
生
時
代
後
期
ｉ
古

墳
時
代
に
か
け
て
、
言
わ
ば
環
濠
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
た
よ
う
で
、
こ

こ
か
ら
集
落
内
に
導
水
す
る
小
溝
は
、
集
団
の
区
画
と
さ
れ
て
い
た
と
想
定
で

き
る
。
河
川
の
下
層
は
古
墳
時
代
前
期
の
単
純
層
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
上
は

平
安
時
代
前
期
ま
で
の
混
在
土
層
で
あ
り
、
共
伴
上
器
か
ら
木
簡
の
時
期
を
特



定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
河
川
跡
か
ら
は
総
数

一
四
三
点

の
墨
書
土
器
や
、
風
字
硯
、
転
用
硯
な
ど
も
出
土
し
て
お
り
、
墨
書
土
器
の
上

器
型
式
か
ら
は
奈
良
時
代
末
ぞ
平
安
時
代
初
頭
が
中
心
時
期
と
判
断
で
き
る
。

墨
書
土
器
に
は

「知
万
呂
」
な
ど
人
名
や
、
「大
家
」
「厨
」
「厨
田
■
「椋
家
」

な
ど
官
衛
的
な
要
素
の
強
い
も
の
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
河
岸
の
数
地
点
で
は
手
づ
く
ね
土
器
の
一
括
投
棄
追
構
や
、
木
製

模
造
品
、
斎
串
等
多
く
の
祭
祀
遺
物
の
出
上
が
あ
っ
た
。
特
に
木
簡
の
検
出
さ

れ
た
付
近
で
は
祭
祀
遺
物
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
木
簡
は
河
川
の

中
央
部
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
直
接
祭
祀
遺
構
と
の
関
連
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
河
川
跡
か
ら
は
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
で
一
五
〇
〇
箱
以
上
の
上
器
、

一
〇
〇
〇
点
以
上
の
木
器
が
出
上
し
て
い
る
。
特
に
木
器
の
残
存
状
況
は
良
好

で
、
古
代
の
生
活
様
式
を
復
原
す
る
良
好
な
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

①

　

「
道
師
布
施
百
四
布
」
　

　

　

　

　

　

　

　

ド寓
赴
翼
ヽ
ｏＦ

木
簡
は
上
下
の
削
り
痕
を
残
す
完
形
品
で
あ
る
。
釈
文
か
ら
は
、
布
を
道
師

の
布
施
セ
し
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

「道
師
」

に
つ
い
て
は
、
道
教
と
関
わ

る

「道
士
」
説
と
、
仏
教
で
の

「導
師
」
説
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
道
教

が
古
代
史
上
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
た
例
は
極
め
て
少
な
く
、
古
代
仏
教
史
。
宗
毅

史
な
ど
関
連
諸
学
の
検
討
を
仰
ぎ
た
い
。

な
お
、
釈
読
に
つ
い
て
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
綾
村
宏
氏

・
館
野
和
己

氏
を
煩
わ
せ
た
。

９
　
関
係
文
献

植
田
文
雄

『
斗
西
遺
跡
』

ら
能
登
川
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』

一
〇
　
能
登

川
町
教
育
委
員
会
　
一
九
八
八
年
）

（植
田
文
雄
）

れ
了
冷
雅
移
ジ
ヤ



木

簡

研

究

第
一
留

巻
頭
言
―
―
木
簡
学
会
の
十
年
十
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
秀
三
郎

一
九
八
七
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
興
福
寺
勅
使
坊
門
跡
下
層
　
藤
原
官
跡
　
藤
原
京
跡

藤
原
京
左
京
九
条
三
坊
　
紀
寺
跡
　
長
岡
宮
跡
　
長
岡
宮

・
京
跡
　
鳥
羽
離
宮

跡
　
千
代
川
遺
跡
　
矢
谷
遺
跡
　
大
坂
城
跡
ω
　
大
坂
城
跡
②
　
梶
原
南
遺
跡

宅
原
遺
跡

（豊
浦
地
区
）

長
田
神
社
境
内
遺
跡
　
書
写
坂
本
城
跡
　
砂
入
遺

跡
　
杉
垣
内
遺
跡
　
清
洲
城
下
町
遺
跡
　
岩
倉
城
遺
跡
　
勝
川
遺
跡
　
苅
安
資

遺
跡
　
山
中
遺
跡
　
小
町

一
丁
目

一
〇
七
番
地
点
遺
跡
　
官
町
遺
跡
　
川
田
川

原
田
遺
跡
　
光
相
寺
遺
跡
　
妙
楽
寺
遺
跡
　
釜
測
遺
跡
　
南
古
舘
遺
跡
　
大
楯

遺
跡
　
手
取
清
水
遺
跡
　
角
谷
遺
跡
　
横
江
荘
遺
跡
　
白
芥
遺
跡
　
車
戸
千
軒

町
遺
跡
　
延
行
条
里
遺
跡
　
長
門
国
分
寺
跡
　
安
養
寺
遺
跡
　
金
光
寺
跡
推
定

地
　
博
多
遺
跡
群

（築
港
線
関
係
第
二
次
調
査
）

吉
野
ケ
里
遺
跡
群
　
本
告

牟
田
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
〇
）

平
城
宮
跡

（第
四
四
次
）

中
世
木
簡
の
一
形
態
―
―
山
札
・茅
札
に
つ
い
て
の
覚
書
―
―
　
　
　
　
石

井

雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡

「
日
書
」
よ
り
見
た
法
と
習
俗
　
　
　
　
　
工
藤

木
簡
の
保
存
処
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢

田

彙
報
『
木
簡
研
究
』
六
を

一
〇
号
総
目
次

研
究
集
会
報
告

一
覧

木
簡
出
土
遺
跡
報
告
書
等
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺

崎

録

広

木
簡
出
土
遺
跡

一
覧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺

崎

保

広

頒
価
　
一二
八
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円

正 元

昭 男 進



1990年出上の木簡

か
み
あ
ら

や

石
川
。
上
荒
屋
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
上
荒
屋
六
丁
目

２
　
一調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
を

一
九
九
〇
年

（平
２
）
〓

一月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

４
　
調
査
担
当
者
　
出
越
茂
和

・
小
西
昌
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
墓
域

・
集
落
跡

，
荘
園
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
中
期

。
古
墳
前
期

・
奈
良

。
平
安

・
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

・上
荒
屋
遺
跡
は
、
手
取
川
扇
状
地
の
扇
端
、
安
原
川
流
域
の
微
高
地

（遺
構

面
標
高
約
八
じ

に
立
地
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
ま
で
は
上
荒
屋
の
集
落
ま
で
安

原
川
を
使

っ
て
荷
揚
げ
が
さ
れ

る
な
ど
水
運
の
便
が
良
い
所
で

も
あ
る
。

木
簡
は
、　
一
九
九
〇
年
の
調

査
で
五
三
点
出
上
し
た
が
、
そ

の
全
て
が
幅
約
八
ｍ
、
深
さ
約

二
ｍ
の
河
川

（ｓ
Ｄ
四
〇
）
か
ら

の
も
の
で
あ
る
。
奈
良

。
平
安

時
代
の
遺
構
は
、
束
西

。
南
北

方
向
に
走
る
二
本
の
条
里
溝

（幅
約
一
ｍ
、
深
さ
一
〇
ｔ
二
五
Ｊ

と
東
西
方
向
か

ら
南
北
方
向
に
直
角
に
曲
が
る
Ｓ
Ｄ
四
〇
に
囲
ま
れ
た
ほ
ぼ

一
町
四
方
内
に
建

物
群
が
展
開
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
四
〇
に
は
数
力
所
の
船
着
場
状
遺
構
が
確
認
さ

れ
、
近
接
し
て
二
間
×
五
間
西
庇
付
の
大
型
掘
立
柱
建
物
も
二
棟
確
認
し
て
い

る
。
Ｓ
Ｄ
四
〇
の
遺
物
の
中
心
は
八

。
九
世
紀
で
あ
る
が
、
上
層
に
は

一
〇
世

紀
お
よ
び

一
二
を

一
三
世
紀
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
木
衝
の
時
期
は
、
八

・
九
世
紀
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
内
容
や
周
辺
の
遺
構

・
遺
物
の
出
土
状

況
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
四
〇
か
ら
は
木
簡
の
他
に
も
文
字
資
料
と
し
て
、
破
片
も
含
め
て
五
〇

〇
点
以
上
も
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
当
遺
跡
が
八

・
九

世
紀
の
荘
園
跡
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
八
世
紀
の
墨
書
土
器
は
、　
一
ｉ

三
割
で
あ
る
が
、
「庄
」
全

七
点
）
や

「綾
庄
」
盆
点
）
が
あ
る
。
ま
た
九
世

紀
の
墨
書
土
器
で
は
六
割
以
上
が

「東
庄
」
０
一〇
〇
点
以
上
）
で
あ
る
。
便
宜
的

に
前
者
を

「綾
庄
■
段
階
、
後
者
を

「東
庄
」
段
階
と
呼
ぶ
。
二
段
階
を
設
定

し
た
の
は
、
固
有
名
詞
的
な

「綾
庄
」
や

「庄
」

一
文
字
墨
書
か
ら
、
相
対
的

位
置
関
係
を
示
す

「東
庄
」
に
変
化
し
、
そ
の
量
が
格
段
に
増
加
す
る
な
ど
、

単
純
に
連
続
し
て
い
る
と
は
考
え
難
く
、
大
き
な
転
換
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。　
ま
た

「東
庄
」
段
階
の
墨
書
土
器
の
中
に
は
少
数
で
は
あ
な
が
、

「西

庄
」
「南
庄
」
「北
庄
」
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
当
遺
跡
周
辺
に
そ
れ
ら
が
存
在

す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

奈
良

。
平
安
時
代
の
建
物
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、　
一
九
九
〇
年
ま
で
の
調

(金 沢)



査
で
、
建
て
替
え
を
含
め
て
二
二
棟
の
掘
立
柱
建
物
を
検
出
し
て
い
る
。
建
物

の
軸
線
方
向
は
大
き
く
Ｎ
一
度
ｗ
、
民
六
ｉ
七
度
Ｅ
、
Ｎ
九
度
Ｅ
、
Ｎ
一
三
度

Ｅ
の
四
群
に
分
け
ら
れ
る
。
軸
線
方
向
の
違
い
は
時
期
差
と
考
え
て
い
る
が
、

Ｎ
一
度
Ｗ
の
建
物
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｄ
四
〇
沿
い
に
二
間
×
五
間
西
庇
付
の
大
型

掘
立
柱
建
物

（ｓ
Ｂ
一
一
〇
）
が
あ
り
、
船
着
場
お
よ
び
付
属
棟
を
伴

っ
て
い
る
。

こ
の
Ｓ
Ｂ
一
一
〇
の
柱
穴
か
ら
は
八
世
紀
後
半
の
上
器
が
出
上
し
、
前
面
の
Ｓ

Ｄ
四
〇
か
ら
は

「東
庄
」
墨
書
土
器
が
数
％
し
か
出
上
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

「綾
庄
」
段
階
の
荘
家
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
別
地
区
で
Ｎ
九

度
Ｅ
の
建
物
、
二
間
×
五
間
西
庇
付
の
大
型
掘
立
柱
建
物

（ｓ
Ｂ
〓
一〇
）
を
未

掘
で
は
あ
る
が
確
認
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｂ
一
一
〇
と
同
様
に
付
属
棟
と
船
着
場
を

伴

っ
て
い
る
。

隣
接
す
る
Ｓ
Ｄ
四
〇
か
ら
、

「東
庄
」
墨
書
土
器
の
七
〇
％
以

上
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら

「東
庄
」
段
階
の
荘
家
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
Ｎ
一
三
度
Ｅ
の
建
物
と
し
て
は
、
庇
を
持
た
な
い
二
間
×
五
間
の
Ｓ
Ｂ

五
〇
が
あ
り
、
柱
穴
か
ら
九
世
紀
半
ば
以
降
の
上
器
に

「東
□
」
と
書
か
れ
た

も
の
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
四
〇
か
ら
は
木
筒

・
墨
書
土
器
の
他
に
、
斎
串
が
六
五
点
、
人
形
が
二

五
点
、
馬
形
そ
の
他
形
代
な
ど
の
木
製
品
や
、
帯
金
具

。
銅
鈴

・
儀
鏡
な
ど
の

金
属
製
品
が
出
上
し
て
い
る
。

調
査
は

一
九
九

一
年
度
に
約
三
〇
〇
〇
ポ
の
調
査
を
以
て
終
了
し
、　
一
町
四

方
内
の
建
物
群
の
配
置
が
全
面
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
周
辺
の
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
上
荒
屋
遺
跡
の
南

西
約
八
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
は
、
史
跡
東
大
寺
領
横
江
荘
荘
家
跡
が
あ
る
。　
一
九
七
〇
年

の
調
査
で
は
、
二
間
×
五
間
に
庇
を
持
つ
掘
立
柱
建
物
を
中
心
に
両
脇
に
付
属

棟
を
配
置
し
た
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
横
江
と
い
う
地
名
と

「三
宅
」
と
書
か

れ
た
墨
書
土
器
か
ら
、
そ
の
建
物
群
は
横
江
荘
の
荘
家
跡
と
推
定
さ
れ
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
そ
の
後
断
続
的
に
調
査
が
な
さ
れ
、　
一
九
八
五
年
に
は
、
上
荒

屋
遺
跡
と
の
ほ
ぼ
中
間
で
倉
庫
群
が
検
出
さ
れ
た
。
規
模
は
、
二
間
×
二
間
と

三
間
×
三
間
の
も
の
が
数
棟
確
認
で
き
、
炭
化
米
や
焼
土
粒
を
伴
出
し
て
い
る
。

上
荒
屋
遺
跡
の
調
査
成
果
を
も
と
に
横
江
荘
∫
含
め
て
気
付
い
た
点
を
い
く
つ

か
あ
げ
て
お
く
。

第

一
に
、
荘
家
の
中
心
的
建
物
は
い
ず
れ
ヽ
桁
行
五
間
に
庇
を
持
ち
、　
一
ｉ

二
棟
の
付
属
棟
を
有
す
る
が
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な

「
コ
」
の
字
型
配

置
を
必
ず
し
も
採
用
し
て
い
な
い
点
に
注
意
し
た
い
。

第
二
に
、
半
径
数
百
ｍ
の
範
囲
内
に
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
遺
跡
が
存
在
し
、
そ
れ

ら
の
建
物
方
位
に
規
則
性
が
認
め
ら
れ
る
。
上
荒
屋
遺
跡
で
は
、
八
世
紀
後
葉

の
建
物
が
西
へ
振
れ
る
の
に
対
し
、
九
世
紀
代
の
建
物
は
東

へ
振
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
上
荒
屋
遺
跡
の
方
約

一
町
弱
の
区
画
内
に
は
、
確
実
な
倉
庫
建
築

を
確
認
で
き
な
い
。

第
四
に
、
墨
書
土
器
の
構
成
と
量
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
横
江
荘
荘
家
跡
で

は
、

「内
」
を
代
表
と
す
る
意
味
不
明
の
一
宇
墨
書
が
顕
著
で
あ
る
。　
上
荒
屋

遺
跡

「綾
庄
」
段
階
で
は

「庄
」
「宅
」
が
、
「東
庄
」
段
階
で
は
施
設
名
が
多

く
、
か
つ
ま
た
そ
の
量
が
格
段
に
増
加
し
て
い
る
。



８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容
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「
品
治
部
君
足
黒
五
斗
二
升
」

「
荒
木
佐

ツ
麻
昌
黒
五
斗
二
」

【五
ヵ
〕

。
日
Ｈ

日
□
□
□
□

〔巻
≧

□
□
　
　
五
日
回

口

回

。
日

回

口

□□【剛酔ヵ十団団側』

。
「
＜
酒
人
月
朔
　
」

。
「
＜
　
奉
　
　
　
」

「
＜
大
根
子
籾
種

一
石
二
斗
」

〔大
〕

「
秦
於
政
□
神
山
人
進
上
」

「
＜
封
　
四
人
料

犀
ヵ
〕

「
＜
調
口

一
石
二
斗
」

「
度
津
日
佐
万
呂
黒
五
斗
二
升
」

こつ l101

μ
】
〇
×

μ
］
×

卜
　

〇
］
μ

Ｐ
Ｎ
卜
Ｘ

μ
∽
×

∽
　

Ｏ
ｍ
Ｈ

台

Φ
９

×

∞
μ
×

卜
　

ｏ
驚

μ
ド
Φ
×

］
〇
×

枷
　

〇
∞
∞

ド
『
い
×

ド
∞
×

伽
　

⇔
∞
∞

〕
Φ
卜
Ｘ

中
伽
Ｘ

枷

　

〇
い
ド

（
μ
］
『
）
×

∞
〇
×

〕
　

〇
∞
Φ

μ
嗅
∞
×

〕
〇
×

ｍ
　

ｏ
∞
〕

μ
ヽ
い
×

】
ｏ
Ｘ

∞
　

Ｏ
ｍ
μ

。
今
日
受
二
斗
三
升

□
□
同
日
日
回

「
＜
富
子

一
石
二
斗

日

Ｈ

一

「春
日
千
麻
呂
黒
五
斗
二
升
」

「
津
守
久
万
呂
五
斗
」

合
ｅ

ｘ
薔
×
∞

寓
ド

６

じ

×

Φ
×

∞
　

ｏ
盟

（
騨
⇔
⇔
）
×
ド
⇔
Ｘ
∞
　
ｏ
∞
∞

（
Ｓ

じ

×
留

×
∞
　

ｏ
留

⑭  lle （
？
ｈ
撃

□
可
進
上
交
易
布

〔一一ヵ
〕

・
口
□
□
□
　
　
□

□
八
石
六
斗
三
升

〔斗
ヵ
〕

日
Ｈ
回
□
□

　
　

　
　

　
　

　

（置
∀
０

溢

Φ驚

晰

鸞

十

一
一大

　
像

解

口

Ш

馴

聴

顧

剛

　
　
（μΦ『）
Ｘ
〕∞
×
ト

（ヽ
や）
×
ド∞
×
〕

「
諸
上
白
米
五

束

・〔剛
□
万
呂
十

一
束
　
　
　
石
勝
十

一

【悪
都
ヵ
〕
　
　
　
　
　
　
足
羽
家
十

一
束

□
回
十

一
束

上

束

黒
子
女
ヰ

ロ
国
十

一
束

６

９

×

ｃ

ｅ

×

∞
　

ｏ
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∞
ド

騨
ド
∞
×

ド
⇔
×

〕

〇
い
い

ド
〕
卜
×

騨
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い
　

〇
い
庫
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口
回
酒
人
黒
米
五
斗

一
升
」
　
　
　
　
　
（ドこ
溢
貿
∞
ｏ毬

酌
評
諫
許
ｒ

昨
昨
一□
□
為
進
上
回
怠
有
□

・
□
剛

ロ
ロ
上
ｆ

召
枚
□

ド
ト
時
×
洋
∞
×
卜
　
〇
∞
Ｐ

ヽ
国
寛
八
千
万
呂
」

（Ｎヽ
『）
×
μＯ
×
『
　
Φ
岸Φ

「
宮
万
呂

日
日

「
秋
万
上
白
米
五
斗
」
　

●

春
日
千
万
呂
　
ヽ
坂
本
吉
人

注
事
状
以
解
　
天
安
元
年
一一月
十
五
日
丈
部
同
日
　
　
」

。
一
　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞
Φ
φ
×
］
Ｎ
×
∞

働
　
。
「
八
作
万
呂
五
斗
」

。
「
二

月

十

五

日

□

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

〕
ド
受

∞
契

伽

．『繕確

建
　『隆
鞘鞘剤釧鶏奉剤
鞘』」

ω
　
。
「
井
口
東
稲
□

一Ｈ

Ｈ

一

名
道
道
通
遣
追

菫
陥
祀

④⑫

□
二
把

口
遺
違
迪

詐
計
辞
計
　
（霊
古
こ
溢
巽
〕

『日
□
』

□
観
為
為
為
為
為

『
日
□
十
』

γ

望

望

髯

同
国
別
在
□

一＝

＝

一

〔養
≧
□

．
養
　
養
　
口

□
同
国
口
口
国

・
国
人

大
宅
針
真
□
□

・
□

誂

□

計

「
山
人
上
黒
米
五

「
山
人
上
黒
米
五
斗
」

名
浄
公
上
白
米
五
斗
」

・
「
　
『
欠
二
升
』
　
」

（
ド
φ
Φ
）
×
卜
〇
×
コ
　
〇
∞
ト

（
∞
∽
）
×
μ
Φ
×
卜
　
ｏ
ド
Φ

Ｃ

∞
９

×

Ｏ

じ

×

ト

俗
じ

ｘ
３

×
い

（騨〇〇）
×
やΦ
×
卜
　
Φ∞
騨

（
諄

ｅ

×

ｃ

じ

×

卜
　
ｏ
∞
ド

（
∞
『
）
×

中
〇
×

卜
　
Ｏ
μ
Φ

ド
∽
Φ
×

ド
Φ
×

Φ
　

Φ
い
μ

瑯

・
□
　
日
申
申
申

日
　
兵
□
上
　
　
　
」

。
生
生
生
生
　
束
　
西
北
北
比
比
比
比
」
　

（翠Ｓ

差
を
ヽ

歩
』

．

『
四
段
三
百
升
二
　
庄
　
五
条
十
九
町
三
段
三
□

・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

含

『
じ

×
導

×
¨

一
ド
ド

〇
伽
μ

Ｏ
μ
Φ

1301 99 ⑭139 130e61   eD   eO

ド
ト
〇
×

騨
ヽ
×

卜
　

〇
い
μ

100

寓  自
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⑮  ①  ④  ⑭  ①  ⑩  139J 99 13D

621   611   150J

14914810141

〔忍
己

「
＜
福

マ
仁
加
□

一
石
」

一＝

＝

一

□
　
□
朝
□
□
回

「
□
月
八
日
蒔
料
蓮
花
種

「
国
人
五
斗
」

「
汁江
」

「
＜
鴨
御
神

『
不
』
」

安
長
呼

呼呼「
＜
四
石
四
斗
五
升
」

「
法
師
万
呂
米
五
斗
」

火
大
火
□
□
□
奉

〔徴
ヵ
〕

Ｐ
ω
Φ
ｘ

８

×

『
　

⇔
∞
∞

（
μ
∞
〇
）
×

μ
∞

×

］

　

〇
∞
μ

（
ド
ド
Φ
）
×

⇔
×

『

　

⇔
∞
μ

一
　
一Ａ
御
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
］
∞
〇
）
〉
〈
μ
∞

〉〈
Φ
　
　
⇔
μ
Φ

μ
卜
ヽ
×

μ
卜
Ｘ

ヽ
　

〇
り
μ

μ
Ｏ
Φ
×

ド
∞
×

］
　

〇
伽
μ

μ
Ｏ
Φ
×

】
伽
×

卜
　
一
∞
∞

（
で
Ｓ
）
×

］
∞
×

μ
　

ｏ
ω
岸

（
Ｓ

じ

×

〕
∞
×

μ
　

ｏ
露

Ｆ
ｍ
〕
Ｘ

］
卜
×

ヽ
　
〇
∞
∞

騨
伽
μ
×

騨
卜
×

枷
　

〇
い
μ

命

『
９

×

］
ω
×

⇔
　

一冨

ド

含

工

＋
〕
じ

×
５

×
∞
　
Φ
盟

。
「
　
　
十
二

十

一
十
　
九
　
八

一
　
一
一　
二
一　
四
　
五

名
十
二

十

一

十

九

八

七

「同
―‐
日
旧
――
日
五
斗
」

七一ハ
」‐

一　
　
　
『
い
〉〈
（
解⇔
）
〉〈
中
　
　
〇
岸
騨

畔
伽
ミ
×
ド∞
×
⇔
　
〇
¨
Ｈ

「
酉
戊
是
国
産
業
　
・‥

「
産

業

幸

華

‥
・

□
ヒ   1_

「針
真
黒
五
斗
二
升
」
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞受
μ受
い
目

□
□
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（甍
Ｘ
岸貿
⇔
ｏ超

付
札
木
簡
が
二
五
点
あ
り
、
全
体
の
約
半
荻
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

大
半
は
白
米

・
黒
米
の
付
札
で
、
そ
の
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　
基
本
的
な
書
式
は
、
「貢
進
者
＋
黒

（米
）
ま
た
は
白
米
＋
量
目
」
で
あ
る
。

②
　
そ
の
形
状
は
、
長
岡
京
木
簡
に
多
く
み
ら
れ
る
上
端
を
山
形
と
し
て
、
下

端
を
両
側
面
か
ら
削
り
尖
ら
せ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
∝
長
岡
京
木
簡
も
そ
の

形
状
の
も
の
は
近
江

・
美
濃

。
越
前
な
ど
の
国
か
ら
の
自
米
付
札
に
多
用
さ

れ
て
い
る
。

③
　
ほ
ぼ
同
時
期
の
長
岡
京
木
簡
と
比
較
し
て
小
型
で
あ
る

（別
表
宏
照
）。

④
　
郡
郷
名
の
記
載
が
な
い
。

⑤
　
木
簡
の
裏
面
に
記
載
が
な
い
。

③
　
年
月
日
の
記
載
が
な
い
。

⑦
　
白
米
五
斗
に
対
し
て
、
黒
米
の
場
合

「
五
斗
二
升
」

（
一
例
の
み
一
升
）
と
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記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
精
白
代
を
プ
ラ
ス
し
て
貢
進
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。　
正
倉
院
文
書
に
よ
れ
ば
、
造
石
山
寺
所
に
関
し
て
、
「黒

一

石
、
但

一
斗
米
加
入
精
代
」
翁
大
日
本
古
文
書
（編
年
送

五
巻
二
四
七
頁
）
と
、

黒
米
で
納
入
す
る
場
合
は
十
分
の
一
の
精
白
代
が
余
分
に
徴
収
さ
れ
て
い
る
。

③
　
人
名
は
ウ
ジ
名
を
略
す
る
も
の
も
あ
る
。

③
　
ω

「浄
公
上
自
米
五
斗
」
の
よ
う
に

「上
」

（た
て
ま
つ
る
）
と
記
さ
れ
て

い
る
点
は
、
同
じ
初
期
荘
園
遺
跡
の
じ
ょ
う
べ
の
ま
遺
跡

（富
山
県
）
の
付
札

と
そ
の
形
状
（頭
部
を
山
形
と
し
、
下
端
を
尖
ら
せ
る
）
と
と
も
に
共
通
す
る

（入

善
町
教
育
委
員
会

『
入
善
町
じ
ょ
う
べ
の
ま
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
③
　
一
九
七
五

年
）。　
な
お
、　
い
の
裏
面
墨
書

『
欠
二
升
』
の
書
き
込
み
は
、
自
米
五
斗
を

検
収
し
た
際
の
不
足
分
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

Ｏ
①
⑭
は
、
と
も
に
両
側
面
か
ら
切
り
込
み
の
あ
る
点
、
き
き
の
白
米

・
黒

米
の
付
札
と
異
な
る
。
０
は

「粗
種

一
石
二
斗
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
⑮
も

「
一
石
二
斗
」
と
あ
る
が
、
０
と
同

一
地
点

。
同

一
層
位
ゆ
え
に
糎
種
と
み
な

し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
①
は
層
位
が
異
な
る
が
、
量
目

「
一
石
二
斗
」
と
み
え

る
。
な
お
、　
一
石
二
斗
は
種
粗
段
別
二
東
か
ら
い
え
ば
、
六
段
分
に
相
当
す
る
。

①
は
、
い
わ
ゆ
る
封
絨
木
簡
で
上
端
か
ら

一
・
七
∽
の
位
置
の
左
側
面
に
切

り
込
み
が
あ
る
。　
仙
台
市
郡
山
遺
跡
の
一
号
木
簡

Ｇ
木
簡
研
究
』
四
）
と
法
量

が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

只
一
〇
四
）
五

一九
×
一舌
。　
郡
山
木
簡
と
木
木
簡
は
、
切

り
込
み
と

「封
」
の
文
字
の
位
置
が

一
致
し
な
い
点
も
共
通
し
て
い
る
。
⑭
は
、

人
名
を
列
記
し
、
す
べ
て
十

一
束
と
記
さ
れ
て
お
り
、
出
挙
関
係
木
簡
と
考
え

ら
れ
る
。
②
は
、
断
面
が
ほ
ぼ
真
四
角
な
棒
状
木
簡
に
人
名
を
列
記
し
、
各
自

の
上
部
に
墨
点
を
施
し
て
い
る
が
、
何
ら
か
の
勘
倹
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
⑫
は
と
も
に

「庄
」
の
表
記
が
、
本
遺
跡
の
性
格
と
の
関
連
か
ら
注
目
さ
れ

る
。
⑩
は
、
召
喚
状
木
簡
と
思
わ
れ
、
一異
面
に
は
日
下
に

「有
澤
」
と
み
え
る
。

「有
津
」
を
僧
侶
と
す
る
と
、
本
遺
跡
の
性
格
と
も
深
く
関
わ
り
、
庄
経
営
に

僧
侶
が
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

④
の

「鴨
御
神
」
と
本
遺
跡
と
の
関
連
は
、
延
喜
式
内
社
と
し
て
加
賀
郡
に

「賀
茂
神
社
」
、
『
白
山
之
記
』
（長
寛
元
年

〔
一
三
全
芭
成
工こ

に
よ
れ
ば
、
安

宅

（現
小
松
市
安
宅
町
）
に

「加
茂
社
」
が
存
す
る
。
追
筆

「不
」
に
つ
い
て
は
、

字
体
と
し
て
は

「束
」
と
も
読
み
と
れ
る
が
、
正
倉
院
文
書
や
木
簡
の
追
筆
の

用
例

「
不
」
「不
用
」
「不
仕
」
な
ど
の
よ
う
に
、　
こ
の
付
札
の
追
筆
も
、

「
不

用
」
を
意
味
す
る

「不
」
と
す
る
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

形
状
の
点
で
類
似
す
る
④

「
＜
酒
人
月
朔
」

「
＜
　
奉
　
」
も
祭
祀
関
連
の
付

札
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
②
は
、
左
側
面
が
欠
損
す
る
が
、
復
原
す
る
と
、

お
そ
ら
く
長
さ
二
寸
五
分
、
幅
七
分
、
中
央
三
分
五
厘
の
位
置
に
維
の
刻
線
を

引
い
て
い
る
。
表
の
綻

・
横
線
は
釘
状
の
も
の
に
よ
る
刻
線
、
一暴
の
横
線
は
釘

状
の
も
の
の
先
で
突
き
刺
し
浮
か
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
表
裏
異
な
る
刻
線
で

表
現
し
て
い
る
。
こ
の
木
簡
は

一
ｉ
十
二
ま
で
の
数
値
お
よ
び
千
蔦
式
の
並
び

か
ら
判
断
す
る
と
、
条
里
の
坪
並
を
表
現
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ

う
な
小
型
な
軽
便
さ
か
ら
木
街
の
用
途
を
推
測
す
る
な
ら
ば
、
条
里
の
坪
並
の

読
み
と
り
に
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

④
Ｏ
は
、

「安
長
」
を
人
箸
と
み



付 札 木 簡

木簡番号 長さ(allll) 幅 (llull) 厚さ(mull) 出土地点 。層位 備 考

*1号
* 2

6

*  9

13

(*)18

19

20

* 22

24

* 34

* 35

* 36

* 41

* 47

* 50

* 53

120

124

294

145

(72)

113

124

142

(110)

211

(87)

150

140

144

151

130

157

15

15

25

20

18

16

17

18

18

25

20

19

14

14

14

16

18

4

5

5

2

2

2

5

4

3

5

4

9

4

4

5

5

6

E-8

E-8

E-7

E-8

E-8

E-7

E-7

E-7

E-7

D-9

D-9

D-9

D-9

D-9

D-9

D-9

D-9

下

下

上

下

下

下

下

下

下

上

下

下

下

下

下

下

下

裏に日付あり

*は頭部
が圭頭状
のもの

6。 24号 を
除く12点 の
平均 13711111

6・ 24号を
除く17点の
平均 1811111

付 札 木 簡 (上端の左右に切り込みあり)

4号

5

8

16

37

43

46

110

175

178

(106)

160

109

152

20

18

20

16

30

25

24

6点の平均
1474皿
7点の平均
22m五

聴 摺綿犀重P映―靱慈野瞭Y泳 '〕
67'〕

76

77

78

85

86

87

88

(165)

195

187

180

142

154

165

171

24

22

19

23

18

15

13

17

2

4

5

4

4

5

4

4

7点の平均
171mull

8点の平均
19mm
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る
と
、

「呼
」

と
い
う
表
記
が
こ
れ
ま
で
の
木
簡
に
類
例
が
な
い
が
、
こ
の
木

簡
の
性
格
を
推
測
す
る
上
で
そ
の
形
状
が
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

非
常
に
薄
い
柾
目
材
を
用
い
、
二
点
を
合
わ
せ
る
と
人
形
の
胴
か
ら
足
の
部
分

の
よ
う
な
形
状
と
な
る
。
そ
の
出
土
状
況
も
文
字
面
を
貼
り
合
わ
せ
る
よ
う
に

投
棄
さ
れ
て
い
た
。　
通
常
の
召
喚
状
の

「召
」
で
は
な
く
、

「呼
」
と
し
て
い

る
点
に
も
、
そ
の
形
状
な
ど
と
考
え
合
わ
せ
て
、
祭
祀
の
よ
う
な
特
殊
な
用
途

が
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
①
は
墨
痕
が
な
く
、
字
画
部
分
が
わ
ず
か
に
盛
り

上
が
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
上
荒
屋
木
簡
は
付
札
が
全
体
の
約
半
数
を
占
め
る
が
、
そ

れ
は
、
出
土
遺
構
が
荘
園
に
お
け
る
物
資
輸
送
の
た
め
の
運
河
の
舟
着
場
付
近

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
八
世
紀
後
半
の

「綾
庄
」
段
階
と
九

世
紀
半
ば
の

「吏
庄
」
段
階
で
、
木
衝
の
形
状
も
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
点
、

注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
八
世
紀
後
半
段
階
の
付
札
は
形
が
小
型
で
、
ほ
ぼ
統

一
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
九
世
紀
半
ば
段
階
の
も
の
は
や
や
大
型
化
し
、

全
体
的
に
多
様
な
形
状
を
呈
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
記
載
様
式
も
従
来
の
都

城
に
お
け
る
貢
進
物
付
札
七
異
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
上
荒
屋
木
簡
は
荘

園
の
現
地
管
理

・
運
営
の
実
情
を
も
の
が
た
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
で
あ
ろ

いつ
。

０
　
関
係
文
献

松
任
市
教
育
委
員
会

・
石
川
考
古
学
研
究
会

『
東
大
寺
領
横
江
庄
遺
跡
』

（
一
九
八
三
年
）

同

『
松
任
市
横
江
荘
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
全

九
九
〇
年
）

同

『
横
江
荘
遺
跡
―
倉
庫
群
の
発
見
―
』
盆
九
九
〇
年
）

8  7  1
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新
潟
。
八
幡
林
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
三
島
郡
和
島
村
大
字
両
高

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
八
月
ぞ

一
九
九

一
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
和
島
村
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
田
中
　
靖

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
行
跡
か

６
　
遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
前
半

。
九
世
紀
後
半
を

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

八
幡
林
遺
跡
は
、
島
崎
川
左
岸
に
半
島
状
に
突
出
し
た
丘
陵
上
に
位
置
し
、

そ
の
先
端
部
に
は
現
在
の
島
崎
の
集
落
が
あ
る
。
島
崎
川
流
域
に
は
、
古
代
の

遺
跡
が
多
く
分
布
し
て
お
り
、

特
に
製
鉄
遺
跡
や
須
恵
器

・
瓦

を
焼
い
た
生
産
遺
跡
が
集
中
し

て
い
る
。
ま
た
八
世
紀
前
後
に

創
建
さ
れ
た
横
滝
山
廃
寺
や
、

延
喜
式
内
社
古
志
郡
六
座
の
う

ち
三
座
が
本
流
域
に
位
置
す
る

な
ど
、
古
志
郡
で
も
中
心
的
な

地
域
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
九
九
〇
年
度
の
調
査
は
、
国
道

一
一
六
号
線
バ
イ
パ
ス
建
設
に
先
だ
つ
も

の
で
、
丘
陵
南
斜
面
か
ら
丘
陵
裾
の
谷
地
に
あ
る
Ａ
地
区
、
丘
陵
頂
部
の
Ｂ
地

区
、
丘
陵
北
斜
面
に
あ
る
Ｂ
地
区
の
三
地
点
に
つ
い
て
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
遺
跡
は
奈
良
時
代
前
半
と
平
安
時
代
前
半
の
二
時
期
に
形
成

さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
奈
良
時
代
前
半
の
Ｂ
地
区
に
は
、
土
塁

・
堀
を
伴

う
掘
立
柱
を
主
体
と
し
た
建
物
群
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら

一
般

集
落
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
官
衛
的
色
彩
が
濃
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

堀
に
沿

っ
て
道
路
状
の
遺
構
が
見
ら
れ
、
当
時
の
官
道
で
あ

っ
た
北
陸
道
の
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
当
該
期
の
Ａ
地
区
は
、
居
住
区
と
し
て
は
利
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
Ｂ
地
区
に
関
連
し
た
水
場

。
廃
棄
場

。
祭
祀
の
場

な
ど
、
付
属
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
た
エ
リ
ア
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
構
と
し
て

は
、
井
戸

。
溝
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
前
半
の
時
期
は
、
Ａ

・
Ｂ
・
Ｂ
の
各
地
区
で
鉄
生
産
に
関
わ
る
遺

構
が
築
か
れ
る
が
、
前
代
の
よ
う
な
官
衝
的
色
彩
は
消
失
し
て
し
ま
う
。

出
上
し
た
遺
物
は
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
で
約
二
〇
箱
で
、
大
半
は
Ａ
地
区
の

低
地
部
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
奈
良
時
代
前
半
の
資
料
に
つ
い

て
の
み
記
述
す
る
。
内
容
的
に
は
須
恵
器

・
土
師
器
が
大
半
を
占
め
て
い
る
が
、

奈
良
三
彩
の
稜
椀
の
蓋
が

一
点
出
上
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
木
製
品
で
は
木

簡
三
点

。
人
形

一
点

・
斎
串
二
点
な
ど
が
あ
り
、
す
べ
て
三
七
号
溝
か
ら
出
土

し
て
い
る
。
三
七
号
溝
は
、
幅
五
〇

伽
、
深
さ
三
〇

伽
を
測
る
小
規
模
な
も
の

で
、
Ａ
地
区
を
東
西
に
斜
め
に
横
切
る
形
で
掘
削
さ
れ
て
い
る
。
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1990年出上の木簡

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

木
衝
は
三
点
出
上
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
詳
細
の
判
明
し
て
い
る
二
点
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

①
　
。
「
郡
司
符
　
圭目
海
郷
事
少
丁
高
志
君
大
虫
　
右
人
其
正
身
率
日
□

。
「
虫
大
郡
向
参
朔
告
司
〔酢
平
申
賜
　
符
到
奉
行

火
急
使
高
志
君
五
百
鳴

九
月
十
八
日
主
帳
丈
部
日
国
　
」

②
　
。
十
八
日
解
所
請
養
老

×

・
□
祝
　
沼
垂
城

ω
は
三
つ
に
大
き
く
切
断
さ
れ
て
お
り
、
破
断
面
の
観
察
か
ら
、
鋭
い
刃
物

で
切
り
込
み
を
入
れ
た
後
、
ね
じ
り
折

っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
切
断
位
置

が
い
ず
れ
も
文
の
切
れ
目
に
く
る
点
は
、
当
時
の
公
文
書
の
処
分
方
法
を
考
え

る
上
で
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
内
容
は
蒲
原
郡
司
が
青
海
郷
に
あ
て
た
文
書

で
、
高
志
君
大
虫
に
越
後
国
府
に
参
向
し
て
、　
一
〇
月

一
日
に
行
な
わ
れ
る
告

朔
の
儀
式
に
出
席
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
長
大
な
形
状
を

と
る
点
は
、
単
な
る
召
喚
状
で
は
な
く
、
過
所
木
筒
と
し
て
の
性
格
も
兼
ね
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

②
は
上
下
両
端
を
欠
損
し
て
い
る
た
め
詳
細
は
不
明
だ
が
、
「沼
垂
城
」
は
、

『
日
本
書
紀
』
の
大
化
三
年

（一ハ
四
七
）
と
斉
明
四
年

（一ハ
五
八
）
条
に
見
え
る

「淳
足
柵
」
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
同
城
柵
が
養
老
年
間

（七
一
七
ぞ
七
二

∞
∞
い
×

∞
ヽ
Ｘ

枷
　

Φ
μ
騨

（Φ
Ｏ）
×
］
ω
×
］
　
Φ∞
Ｐ

四
）
前
後
の
時
点
ま
で
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
と
な

っ
た
。

一
九
九
〇
年
度
の
調
査
は
、
バ
イ
パ
ス
敷
地
内
の
み
で
あ
り
、
遺
跡
の
ご
く

一
部
を
調
査
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
地
方
支
配
に
関
わ
る
何
ら
か
の
官
衛
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
官
行
は
、
七
二
〇
年
前
後

に
無
人
の
山
上
に
突
如
と
し
て
出
現
し
、
七
五
〇
年
頃
に
は
機
能
し
な
く
な

っ

て
い
た
こ
と
が
伴
出
遺
物
か
ら
窺
え
、
そ
の
短
命
さ
は
政
治
と
の
関
わ
り
の
強

さ
を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
。
具
体
的
な
性
格
の
解
明
に
は
、
今
後
の
調
査
結

果
を
倹
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
道
路
状
の
遺
構
を
伴

っ
て
い
る
点
や
、
古

志
郡
内
に
あ
り
な
が
ら
、
他
地
域
の
内
容
を
記
載
し
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
交
通
に
関
係
し
、
物
品
や
人
の
移
動
に
関
わ
る
官
衛
で
あ

っ
た
可

能
性
が
強
い
。



な
お
、
木
筒
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
平
川
南
氏
、
新
潟
大
学

小
林
昌
二
氏
に
赤
外
線
カ
メ
ラ
を
使

っ
て
判
読
し
て
い
た
だ
い
た
。
木
簡
の
意

義
に
つ
い
て
も
、
両
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

和
島
村
教
育
委
員
会

「新
潟
県
和
島
村
八
幡
林
遺
跡
調
査
の
概
要
」
翁
第
一

七
回
古
代
城
柵
官
衛
遺
跡
検
討
会
』
　

一
九
九
一
年
）

（田
中
　
靖
）

唐

ち

命
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お

た

て

新
潟
・緒
立
Ｃ
遺
跡

所
在
地
　
　
　
新
潟
県
西
蒲
原
郡
黒
埼
町
大
字
黒
鳥
字
川
根
潟

調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
九
月
ぞ

一
二
月
、　
一
九
九
〇
年
四

月

を

一

一
月

発
掘
機
関
　
　
黒
埼
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
渡
辺
ま
す
み

遺
跡
の
種
類
　
集
落

・
官
衛
跡
か

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
晩
期
、
古
墳
時
代
前
期
（四
世
紀
末
ど
五
世
紀
初
）
、

奈
良

・
平
安
時
代

（八
ど
九
世
紀
）
、
中
世

（
一
四
世
紀
，
じ

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

緒
立
Ｃ
遺
跡
は
信
濃
川
河
口

か
ら

一
・
三
臨
南
南
西
の
新
潟

平
野
最
低
地
帯
に
位
置
し
て
い

る
。
こ
の
あ
た
り
は
海
抜
Ｏ
ｍ

以
下
で
、
最
近
ま
で
数
多
く
の

紹

潟
湖
が
点
在
し
て
い
た
。

野
　

迫退
跡
は
低
湿
地
の
微
高
地
、

∽

埋
没
砂
丘
上
に
立
地
し
て
お
り
、

南
西
に
は
緒
立
Ａ

（古
墳
時
代
）

・
緒
立
Ｂ
（縄
文
晩
期
ｔ
平
安
時
代
、
集
落
跡
）
遺
跡
が
隣
接
し
て
存
在
す
る
。

今
回
の
緒
立
Ｃ
遺
跡
の
調
査
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
も
の
で
、
調

査
対
象
面
積
は
約
四
五
〇
〇
ド
で
あ
る
。
ほ
ぼ
全
域
か
ら
遺
物
が
出
上
し
て
い

る
。
遺
構
検
出
面
は
二
面
あ
り
、
上
の
面
で
は
中
世
の
遺
構
が
、
下
の
面
で
は

縄
文
時
代
、
古
墳
時
代
、
奈
良

。
平
安
時
代
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。

紹
介
す
る
木
簡
は
、　
奈
良

。
平
安
時
代
と
中
世

（現
在
資
料
を
整
理
中
で
細
か

く
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
の
も
の
で
あ
り
、
以
下
、
時
代
を
絞

っ
て

遺
構
の
内
容
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

奈
良

・
平
安
時
代
の
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
四
棟
、
井
戸

一
基
、

土
坑
数
基
、
杭
列
な
ど
で
あ
る
。
掘
立
柱
建
物
は
す
べ
て
総
柱
で
倉
庫
と
思
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
桁
行
三
間
ｉ
五
間
、
梁
行
二
間
、
柱
間
が
三
ｍ
以
上
と

い
う
規
模
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
建
物
の
北
の
砂
丘
斜
面
裾
に
は
、
水
辺
の

祭
祀
を
思
わ
せ
る
木
製
品
の
集
中
地
点
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
遺
物
は
出

土
量
が
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
一
五
〇
を

一
六
〇
箱
ほ
ど
で
、
総
出
土
量
の
約
五
分

の
二
を
占
め
る
。
大
部
分
は
土
師
器
、
須
恵
器
で
あ
る
が
、
他
に
木
簡
、
曲
物
、

下
駄
、
斎
串
、
箸
状
木
製
品
、
琴
柱
、
建
築
部
材
と
い
っ
た
木
製
品
も
二
五

箱
ほ
ど
出
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
注
目
さ
れ
る
遺
物
と
し
て
和
同
開
弥
、
鉾
帯

（巡
方
）
、　
サ
イ
コ
ロ

（
一
辺
○
・
五
ｔ
Ｏ

・
六
伽
、
骨
か
角
製
）、　
人
面
墨
書
土
器

が
出
上
し
て
お
り
、
遺
跡
の
性
格
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

一
方
、
中
世
の
遺
構
は
二
〇
数
基
の
上
坑
が
頂
部
付
近
に
集
中
し
て
お
り
、

墓
域
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
遺
物
は
木
簡
、
折
敷
、
下
駄
、
箸
状
木
製
品

=衣

盗柊鞍



な
ど
が
少
量
出
土
し
て
い
る
だ
け
で
、
時
期
を
特
定
で
き
る
も
の
は
な
い
が
、

一
九
八
六
年
の
確
認
調
査
の
際
に

一
四
世
紀
の
青
磁
椀
が
出
土
し
て
お
り
、
現

時
点
で
は
そ
の
時
期
の
も
の
と
考
え
て
い
る
。

８
　
木
衝
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
「
薩

一
醒
六
水
戸
四
則
二

日

回

□
□
日
国

酒
杯
九
十

「□
□
□
□
日
日
日
日
日
日
日
日
日
一

ω
は
奈
良

・
平
安
時
代
。
前
述
の
祭
祀
を
思
わ
せ
る
遺
物
集
中
部
の
縁
辺
部

か
ら
出
土
し
て
い
る
。
両
側
面
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
上
下
端
部
は
原
形
を
保

つ
。
上
器
名
と
数
量
が
列
記
さ
れ
た
も
の
で
、
物
品
請
求
木
簡
と
思
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
土
器
名
の

「睡
」
「醒
」
「水
戸
」
は
醸
造
用
、
あ
る
い
は
水
貯
蔵

用
の
容
器
を
表
わ
し
て
お
り
、
須
恵
器
の
大
型

。
中
型
甕
が
該
当
す
る
よ
う
で

あ
る
。

紳

鞠 |

I_  咀

∞
μ∞
×
（∞
∞）
×
μＯ
　
Ｏ
∞
岸
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買
符
纂
）
急
々
如
律
令
」

買
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）
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々
如
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∞
∞



1990年出上の木簡

②
⑥
は
中
世
の
も
の
で
あ
る
。
の
は
土
坑
群
の
一
つ
か
ら
、
⑤
は
中
世
包
含

層
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
上
部
に
多
数
の
「鬼
」
、
そ
の
下
に
「急
々

如
律
令
」
と
書
か
れ
た
呪
符
木
簡
で
あ
る
。

本
遺
跡
は
多
時
期
に
わ
た
る
営
み
の
中
で
、
地
方
の
要
地
と
し
て
繁
栄
し
て

き
た
。
特
に
律
令
期
に
お
い
て
は
、
中
央
と
変
わ
ら
ぬ
遺
物
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
地
理
的
に
も
交
通

・
流
通
の
中
心
地
と
な
り
得
る
地
域
で
あ
り
、
中
央

と
近
い
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
官
衛
と
す
る
に
は
早
急
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
、
さ
ら
に
は

『
延
喜
式
』
に
み
え

る

「蒲
原
津
」
と
の
関
係
も
今
後
の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
釈
文
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

関
連
資
料
に
つ
い
て
も
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（渡
辺
ま
す
み
）



モ
な
ど
が
繁
茂
す
る
低
湿
な
環
境
で
あ

っ
た
こ
と
が
調
査
に
よ
り
確
認
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
地
盤
沈
下
に
よ
り
、
砂
丘
頂
部

（標
高
一
ｍ
強
）
以
外
は
標
高

マ
イ
ナ
ス
一
・
五
ｍ
前
後
の
湿
地
と
な

っ
て
い
た
。

的
場
遺
跡
の
調
査
は
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
も
の
で
、
事
前
の
試
掘
調

査
に
よ
る
遺
跡
推
定
範
囲

一
三

一
〇
〇
ポ
の
う
ち
、
遺
跡
の
西
側
部
分
四
五
三

〇
∬
を
調
査
し
た
。
調
査
範
囲
の
標
高
は
Ｏ
ｍ
ｉ
マ
イ
ナ
ス
五
ｍ
で
あ
る
。

遺
構
は
、
大
型
の
掘
立
柱
建
物
、
土
坑
、
杭
列
な
ど
が
砂
丘
北
斜
面
の
標
高

マ
イ
ナ
ス
三
ｍ
前
後
の
平
坦
面
よ
り
集
中
し
て
検
出
さ
れ
た
。

遺
物
に
は
、
須
恵
器

・
土
師
器

・
灰
釉
陶
器

・
緑
釉
陶
器

・
製
塩
土
器
な
ど

整
理
用
コ
ン
テ
ナ
約
七
〇
〇
箱
の
ほ
か
、
本
遺
跡
の
性
格
を
示
唆
す
る
遺
物
と

し
て
、
八
〇
〇
〇
点
を
越
え
る
管
状
土
錘
や
木
製
浮
子
、
大
形
石
錘
、
木
製
網

針
な
ど
の
漁
務
関
連
遺
物
、
鉾
帯
金
具
（丸
輌
・
巡
方
・
錐
尾
・
刺
金
・
弦
状
金
具
）
、

銅
製
大
刀
足
金
物
、
鋼
鈴
、
和
同
開
弥
三
二
点
、
神
功
開
宝

一
点
、
紡
錘
車
、

手
斧
、
刀
子
な
ど
の
金
属
製
品
、
木
製
祭
祀
具
（人
形
。
馬
形
・
舟
形
・
刀
形
。
刀

子
形
・
斎
串
・
箸
形
な
ど
）
、
椀
櫛
、
檜
扇
、
木
沓
、
下
駄
、
独
楽
、
琴
柱
、
櫂

な
ど
が
あ
る
。

文
字
資
料
に
は
、
木
簡
五
点
、
墨
書
土
器
約
三
〇
〇
点
の
他
、
漆
で
杯
底
部

な
ど
に
単
純
な
記
号
を
施
し
た
も
の
や
、
管
状
土
錘
に

「大
」

「
×
」
と
刻
書

し
た
も
の
が
数
点
あ
る
が
、
地
名

・
官
行
名
を
記
し
た
も
の
は
な
い
。

木
街
は
全
て
遺
跡
西
端
に
あ
る
沢
部
の
腐
植
層
中
よ
り
、
前
述
の
木
製
祭
祀

具
、
木
沓
、
下
駄
、
独
楽
、
和
同
開
弥
、
神
功
開
宝
、
劣
帯
金
具
、
大
刀
足
金

物
、
墨
書
土
器
な
ど
と
と
も
に
出
上
し
て
い
る
。

木
簡
の
年
代
は
腐
植
層
出
土
土
器
の
年
代
観
か
ら
、
八
世
紀
前
半
か
ら
九
世

紀
中
棄
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

本
遺
跡
は
古
墳
時
代
初
頭
に
短
期
間
存
続
し
た
あ
と
、
四
世
紀
以
上
に
わ
た

る
途
絶
期
間
を

へ
、
八
世
紀
前
半
に
再
び
成
立
す
る
。
遺
跡
周
囲
の
環
境
と
漁

具
の
量
、
農
耕
呉
と
み
ら
れ
る
遺
物
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、　
一
般
的
な
農
耕

を
基
盤
と
し
た
集
落
と
は
考
え
に
く
い
。
水
産
業
を
中
心
と
し
、
関
連
す
る
物

資
管
理
の
遺
跡
の
可
能
性
が
高
く
、
後
掲
の
木
簡
②
か
ら
対
エ
ミ
ツ
政
策
と
の

関
連
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
律
令
祭
祀
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え

あ
わ
せ
、
本
遺
跡
の
成
立
及
び
運
営

へ
の
官
人
の
強
い
関
与
が
想
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

文
字

・
墨
痕
の
認
め
ら
れ
た
も
の
は
五
点
あ
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
判
読
で
き

た
四
点
に
つ
い
て
記
す
。

①

　
　
「
激
↑
今
鮭

［
円
‐‐‐‐
円
蜘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（庶
じ
ｘ
合
じ
ｘ
い　
ｏ‘

②

　

狭
食
　
荻
食
　
狭
食
　
狭
食
　
　
　
　
　
（霞
∀
∞叉
『
霞

０

　

「
□
□
町
九
百
五
十
六
文
　
□
町
七
□
六
百
×

□
町
一一一醒
紀
百
廿
〔臣
が
　
一日
日
日
日
日
□（μ］
μ）
×
〕
中
×
ＰＯ
　
Ｏ
μΦ



1990年出上の木簡

【汁
力
〕

①
　
・
・□
口
□
□
□
□
□
酪
分
二
千
三
百
八
十
八
隻

・
□
□
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
□
□
□

（怒
υ
×
含
じ
×
い
　
０
留

①
の

「核
」
は

「杉
」
の
具
体
字
で
秋
人
と
い
う
人
の
鮭
と
い
う
意
味
と
み

ら
れ
る
。
『
延
喜
式
』
に
は
、
越
後
国
が
庸

。
調

。
中
昇
作
物

・
諸
国
貢
進
御

贄
年
料
と
し
て
鮭
及
び
鮭
の
加
工
品
を
納
め
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
本

木
簡
に
よ
り
九
世
紀
中
葉
に
は
越
後
で
鮭
漁
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
な
お
、
木
製
浮
子
の
う
ち
大
型
の
も
の
は
、
こ
れ
が
内
水
面
で
用
い

ら
れ
た
も
の
と
す
る
と
、
そ
の
形
態

。
寸
法
の
民
具
例
と
の
一
致
か
ら
、
鮭
網

の
浮
子
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
②
は
夷
秋
に
与
え
る
食
糧
と
い
う
意
味
と
見

ら
れ
る
。
越
後
国
司
は
、
陸
奥

。
出
羽
両
国
司
と
と
も
に
夷
秋
に
対
し
て

「饗

給
」
を
行
な
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（養
老
職
員
令
大
国
条
）。
ま
た
陸
奥
で
は
正

月
と
二
月
の
二
節
に

「停
饗
」
に
用
い
る
食
料
を
獲
得
す
る
た
め
、
し
ば
し
ば

「狩
漁
之
類
」

Ｇ
類
乗
三
代
格
』
貞
観

一
八
年
六
月
一
九
日
太
政
官
符
）
を
行
な

つ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
①
及
び
魚
の
数
量
を
記
し
た
と
見
ら
れ
る
④
と
関
連
づ
け

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

③
は
何
か
の
値
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
町
」

が
田
畑
の
面
積
の
単
位
で
あ

っ
た
場
合
、
②
と
関
連
づ
け
て
秋
停
の
た
め
の
佃

な
ど
の
賃
租
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

な
お
、
木
筒
の
判
読
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
、
新
潟
大
学

の
小
林
昌
二

・
熊
田
亮
介
氏
に
依
頼
し
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
赤
外
線
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
に
よ

っ
て
行
な

っ
た
。

９
　
関
係
文
献

新
潟
市
教
育
委
員
会

「的
場
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
」

翁
一
九
八
九
年
度
埋
蔵
文

化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』
　

一
九
九
一
年
）

（本
間
桂
吉
）

疏



あ

ら

た

　

め

福
島
・荒
田
目
条
里
制
遺
構

１
　
所
在
地
　
　
　
福
島
県
い
わ
き
市
平
菅
波

・
荒
田
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
五
月
ｉ

一
九
九
〇
年

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
い
わ
き
市
荻
育
文
化
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
樫
村
友
延

・
吉
田
生
哉
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

（官
衡
関
連
か
）
・
古
墳
群

。
条
里
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
江
戸
時
代

（中
心
は
八
を
一
〇
世
紀
）

７
　
遺
跡
お
よ
び
木
衛
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
、
福
島
県
の
太
平
洋
岸
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
平
駅
の
東
方
四
血
の
夏
井
川

下
流
域
に
発
達
し
た
平
低
平
地
上
に
立
地
し
て
い
る
。
汀
線
か
ら
約

一
血
を
測

る
沖
積
地
上
に
荒
田
目
条
里
制

遺
構
が
、
ま
た
こ
の
奥
の
浜
堤

上
と
砂
丘
上
に
砂
畑
遺
跡

（漆

紙
文
書
が
出
土
。
後
述
）
が
所
在

し
て
い
る
。
標
高
は
、
前
者
が

約
四
ｍ
、
後
者
が
約
五
ｍ
を
測

る
。
調
査
は
両
遺
跡
と
も
常
磐

バ
イ
パ
ス
改
良
工
事
に
か
か
る

も
の
で
、
対
象
面
積
は
約
六
万

∬
で
あ
る
。

な
お
周
辺
は
、
古
代
磐
城
郡
磐
城
郷
の
中
心
地
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
根
岸

遺
跡

（郡
家
比
定
地
）
・
夏
井
廃
寺
跡
な
ど
原
始
か
ら
古
代
に
か
け
て
の
多
く
の

遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
沖
積
地
上
の
荒
田
目
条
里
制
遺
構
か
ら
は
、
近
世

。
中
世

・

古
墳
時
代
各

一
面
、
平
安
時
代
二
面
の
計
五
面
の
水
田
跡
が
重
層
検
出
さ
れ
た
。

木
簡
を
含
む
多
数
の
遺
物
が
出
上
し
た
第
二
六
五
号
溝
は
、
二
面
の
平
安
水
田

面
の
う
ち
上
部
水
田
面
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
長
さ
約
六
〇
ｍ
。
幅
約
五
ｍ
・
深

さ
約

一
ｍ
を
測
り
、
南
西
か
ら
北
東
方
に
走
る
。
溝
の
両
側
に
は
大
畦
畔
と
堰

が
認
め
ち
れ
、
小
畦
畔
に
よ
る

一
六
枚
の
水
田
区
画
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

溝
内
か
ら
は
、

多
く
の
完
形
品
を
含
む
土
師
器

・
須
恵
器

（「大
企
屋

「郡
」

「未
」
「廣
」
「相
井
」
「費
主
」
な
ど
二
〇
〇
点
を
こ
え
る
墨
書
土
器
を
含
む
）
、
約

一

〇
〇
点
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
手
捏
ね
土
器
、
約
九
〇
点
の
舟

・
鏡

・
動
物
な
ど
の

上
製
品
、
約
四
五
〇
点
に
お
よ
ぶ
刀
子
の
柄

・
鋤

・
鍬

・
鎌

・
田
下
駄

・
櫛

・

挽
物
皿

。
到
物
漆
塗
鉢

。
円
形
曲
物

・
斎
串

・
刀
形

（一一百
中
の
一
日
は
、
長
さ

六
〇
伽
で
表
裏
と
も
全
面
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
解
読
不
能
）
・
木
簡

・
題
鍛

（墨

痕
な
し
。
長
さ
一一一一一一四
血
、
幅
五
六
剛
、
厚
さ
一
〇
ｕ

・
舟
形

・
仏
像

（総
高
九
・

二
伽
の
小
形
の
木
造
菩
薩
坐
像
で
、
舟
形
光
背
と
蓮
華
台
座
と
も
に
杉
材
に
よ
る
一
木

造
り
）
な
ど
の
木
製
品
が
出
上
し
て
い
る
。

次
に
、　
一
連
の
調
査
に
か
か
る
砂
畑
遺
跡
の
遺
構
と
遺
物
を
紹
介
し
て
お
く
。

ま
ず
、
砂
丘
上
か
ら
は
、
縄
文
時
代
前
期

・
弥
生
時
代
前
期
の
土
器
群
、
奈
良

(平 )



1990年出上の木簡

！
平
安
時
代
に
か
け
て
の
一
〇
四
棟
の
掘
立
柱
建
物

・
土
九

・
井
戸
な
ど
の
遺

構
と
土
師
器

。
須
恵
器

。
円
面
硯

。
韓
竃

・
漆
紙
文
書

・
墨
書
土
器

・
線
刻
土

器
、
中
世
ｉ
近
世
の
上
坑
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。

同
遺
跡
の
浜
堤
上
か
ら
は
、
弥
生
時
代
中
期
の
上
器
棺
墓
や
後
期
の
竪
穴
住

居
、
古
墳
時
代
前
期
の
竪
穴
住
居
と
畿
内

。
東
海

・
北
隆
系
の
非
在
地
系
土
器

を
多
く
含
む
古
式
土
師
器
群
、
同
中
ｉ
後
期
に
か
け
て
の
九
基
の
円
墳
周
濠
、

平
安
後
期
の
竪
穴
住
居

・
土
坑

・
井
戸
な
ど
の
遺
構
と
墨
書
土
器
を
含
む
土
師

器
や
須
恵
器

・
蚕
型
土
製
品

。
青
銅
製
飾
帯
金
具
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

の
陶
磁
器
が
検
出
さ
れ
た
。

漆
紙
文
書
は

「□
受
支
」
の
文
字
が
残
り
、
掘
立
柱
建
物
群
付
近
か
ら
遺
構

に
伴
わ
ず
に
出
上
し
た
。
須
恵
器
に
い
れ
た
漆
を
保
存
す
る
た
め
の
紙
蓋
に
使

用
さ
れ
た
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
を
ま
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
掘
立
柱
建
物
の
柱
掘
形
に
埋
納
さ
れ
た
土
器
な
ど
か
ら
、

八
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
そ
の
所
属
時
期
を
あ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔郷
巫
己

ω

　

「
山
口
□
□
□
子
鷹
取
九
斗

付
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

『
和
名
抄
』

の
磐
城
郡

・
菊
多
郡
に
は
山
口
□

郷

（郷
名
が
三
文
字
）
は
認
め
ら
れ
な
い
。
第
二
六
五
号
溝
内
出
上
の
遺
物
は
、

須
恵
器
は
九
世
紀
後
半
の
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
土
師
器
は
お
お
む
ね

一
〇
世

紀
前
半
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
木
筒
も
同
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

荒
田
目
条
里
制
遺
構

・
砂
畑
遺
跡
の
吉
代
に
か
か
る
年
代
は
八
ぞ

一
〇
世
紀

と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
周
辺
に
は
郡
家
や
廃
寺
に
比
定
さ
れ
て
い

る
遺
跡
が
、
ま
た
遺
跡
の
す
ぐ
北
西
方
に
は
、
延
喜
式
内
社
大
国
魂
神
社
が
所

在
し
て
お
り
、　
一
〇
四
棟
の
掘
立
柱
建
物
や
、
多
く
の
貴
重
な
遺
物
が
出
上
し

た
第
二
六
五
号
溝
の
存
在
意
義

・
性
格
は
、
こ
れ
ら
と
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（樫
村
友
延
）

（］
〇
〇）
×
〕
〕
×
枷
　
Ｏ
μΦ

漆紙文書(部分)



1990年出上の木簡

福
岡

・
十
往
≡
府
謙
明
（不
丁
地
区
）

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
県
太
宰
府
市
大
字
観
世
音
寺
字
不
丁

２
　
調
査
期
間

・
『第

一
二
四
次
調
査
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
九
州
歴
史
資
料
館

４
　
調
査
担
当
者
　
栗
原
和
彦
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ｉ
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
宰
府
お
よ
び
大
学
府
史
跡
の
性
格
に
つ
い
て
は
す
で
に
周
知
の
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
し
、
こ
と
で
は
省
略
す
る
。
不
丁
地
区
は
、
そ
の
字
名
が
府
庁
に
音
通

す
る
こ
と
か
ち
政
庁
関
係
施
設

の
存
在
が
予
想
さ
れ
、　
一
九
七

・　

一
年
度
の
第

一
七
次
調
査
に
続

き
、

一
九
八
二
年
度
か
ら
八
五

年
度
に
か
け
て
太
宰
府
市
の
観

世
音
寺
地
区
土
地
区
画
整
理
事

卸
業
に
伴
い
、
の
べ
七
次
に
わ
た

伏

る
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
こ

の
調
査
で
は
合
計

一
七
二
点
の

木
簡
を
検
出
し
た
が
、
そ
の
概
要
や
不
丁
地
区
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て
は
本
誌

の
第
六

・
八

・
九
の
各
号
に
お
い
て
報
告
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ

た
い
。

今
回
の
調
査
は
住
宅
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
第
八
五
次
調
査
区
に
南
接
す
る

地
域
の
約

一
二
〇
∬
に
つ
い
て
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
発
掘
区
の
西
寄
ヶ
で
、

本
調
査
区
よ
り
北
の
調
査
で
既
に
知
ら
れ
て
い
る
南
北
溝
ｓ
Ｄ
二
三
四
〇
の
南

へ
の
延
長
部
約
七
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
こ
れ
で
総
延
長
は
約

一
四

一
血
を
確
認

し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
さ
ら
に
発
掘
区
外
の
南
方
に
伸
び
て
い
る
。
西

側
は
発
掘
区
外
に
あ
た
り
、
そ
の
端
部
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
本
来
の
幅
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
現
状
で
は
約
五

・
二
ｍ
、
深
さ
は
約

一

・
五
ｍ
を
測
り
、
規
模
的
に
は
既
検
出
部
と
大
差
な
い
。
発
掘
区
の
面
積
が
限

ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
検
出
遺
構
は
こ
れ
の
み
で
、
と
く
に
濤
の
東
側

で
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
事
実
は
当
該
地
が
広
場
で
あ

っ
た
と
判
断
し

た
過
去
の
調
査
結
果
を
追
認
し
た
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
た
め
か
、
出
土
遺
物
は
比
較
的
少
な
ぐ
、
木
簡
を
除
け
ば
、
特
記
す
べ

き
も
の
は
見
ら
れ
な
い
”
土
器
は
細
片
が
大
半
を
占
め
て
い
た
が
ハ
既
出
の
木

簡
で
も
水
申
を
流
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
受
け
た
と
思
わ
れ
る
損
傷
が
多
ぐ
見

ら
れ
た
よ
う
に
、
廃
棄
の
理
由
や
場
所
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
れ
は
溝
中
を

流
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
損
う
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

溝
の
埋
土
は
大
き
く
四
層
に
分
け
ら
れ
、
木
街
は
最
下
層
か
ら

一
二
点
、
下

層
か
ら
二
点
の
合
計

一
四
点
を
検
出
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
本
来
は
木
簡
の
一



部
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
多
数
の
木
片
が
見
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も

原
形
を
と
ど
め
て
い
な
い
し
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
に
よ
る
観
察
で
ヽ
全
く
墨
痕
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
除
外
し
た
。

木
簡

一
四
点
の
う
ち
、
四
点
は
〇
三
二
型
式
、
六
点
が
〇
三
九
型
式
、
四
点

が
〇
八

一
型
式
に
分
類
で
き
る
が
、
後
者
の
一
点
は
そ
の
記
載
内
容
か
ら
本
来

は
〇

一
一
型
式
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
墨
書
さ
れ

た
文
字
か
ら
い
え
ば
、
判
読
で
き
る
も
の
は
少
な
く
、
釈
文
の
体
裁
を
な
し
う

る
も
の
は
後
掲
の
七
点
に
す
ぎ
な
い
。
判
読
で
き
な
い
も
の
を
含
め
、
い
ず
れ

も
何
ら
か
の
損
傷
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
前
述
の
よ
う
な
溝
中
か
ら

出
上
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

３
■
木
簡
の
釈
文

一
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・

〔鳥
鳥
≧

【夫
己

ω
　
。
□
□
□

□
□
□
□
□
□
」

０
　
。
「
＜
石
□
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

〔籠
≧

一　「，ノく、　一
［日］　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Φ枷
×
∞μ）〈Φ　　Φ∞］

⑦

　

「
＜
□
□
□
七
斤
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

］］援
］寮
∞
ｏ駕

①
は
表
一異
と
も
ほ
ぼ
全
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
墨
痕
の
濃
き
に
反
し
て

全
体
的
に
判
読
し
が
た
い
。
第

一
面
の
第
二
、
三
字
は

「蔦
」
と
推
定
さ
れ
、

ま
た
各
文
字
の
形
状
か
ら
し
て
習
書
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、

こ
れ
の
原
形
は
〇

一
一
型
式
に
属
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
０
は
下
端
部
を
欠
く
が
、
他
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
。
腐
蝕
の
た
め
、
文

字
を
確
認
で
き
た
の
は
前
掲
の
釈
文
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
残
存
の
墨
痕
な
ど

か
ら
本
来
は

「肥
後
国
飽
田
郡
調
綿
壱
栢
屯

□
□
□
□
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
平
城
官
跡
で
は
西
海
道
諸
国
か
ら
納
め
ら
れ
た
調
綿
の
荷
札
が

多
数
出
上
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
は
書
式
、
材
質
、
形
態
、
書
風
な
ど
の
点

で
国
と
年
次
を
こ
え
た
共
通
性
が
見
ら
れ
、
大
宰
府
で

一
括
し
て
作
成
さ
れ
た

も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
想
定
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
こ
れ
は
大
宰
府
に

お
け
る
調
綿
関
係
木
衝
と
し
て
は
初
見
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
平

城
官
跡
出
土
木
簡
で
は
お
お
む
ね

「英
国
某
郡
調
綿
壱
幅
屯
」
の
下
に

「
四
両
」

及
び
年
紀
を
双
行
に
記
す
の
が

一
般
的
で
あ
る
が
、
①
の
場
合
最
下
段
の
右
側

に
四
文
字
程
度
の
墨
痕
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
左
側
に
は
全
く
墨
痕
が
認
め
ら

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
書
式
な
ど
、
こ
の
木
筒
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
点

が
少
な
く
な
い
し
、
ま
た
と
く
に
Ｓ
Ｄ
二
三
四
〇
出
土
木
簡
は
い
ず
れ
も
大
宰

。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
」

②

　̈

□
□
□

〔郡
≧

「
＜
肥
後
国
飽
日
□
□
□
壱
□
□

回
□
□
□

14)

「
＜
□
□
□
□
五
斤
」

八
年
己

「
＜
乾
回
魚
七
斤
」

（
μ
卜
『
）
×

Ｎ
∞
×

∞
　

Φ
∞
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1990年出上の木簡

府
で
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
が
調
綿
に
関
す
る
も
の
と
す
れ

ば
、
そ
の
出
上
の
意
味
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
ｌ
⑦
の
四
点
は
い
ず
れ
も
何
ら
か
の
物
品
の
量
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
⑥
の
乾
年
魚
を
除
き
、
品
名
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

９
　
関
係
文
献
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一九
州
歴
史
資
料
館

『
大
宰
府
史
跡
　
平
成
二
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
盆

九
九

一
年
）

（倉
住
靖
彦
）



か
み
た
か
は
じ
こ
う

だ

熊
本
・
上
高
橋
高
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
熊
本
市
上
高
橋
町

２
　
一調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
二
月
ｉ

一
九
九

一
年
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
熊
本
市
教
育
委
員
会

４

・調
査
担
当
者
　
網
田
龍
生

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
後
期
ｉ
鎌
倉
時
代
前
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

上
高
橋
高
田
遺
跡
は
、
熊
本
平
野
北
部
を
流
れ
る
井
芹
川

・
坪
井
川
の
合
流

地
点
の
東
側
に
位
置
す
る
。
両
河
川
と
も
後
世
の
流
路
で
あ
る
。
三
方
を
山
で

！ぎ
　
　
囲
ま
れ
た
低
湿
地
で
、
標
高
三

ｍ
前
後
で
あ
る
。
調
査
区
の
東

は
独
鈷
山
と
呼
ば
れ
る
標
高

一

一
八
ｍ
の
山
に
接
し
、
こ
の
山

は
名
が
示
す
と
お
り
宗
教
色
の

濃
い
山
で
、
経
筒
な
ど
も
発
見

さ
れ
て
い
る
。
調
査
区
北
側
は
、

金
峰
山
山
系
の
山
々
が
連
な
り
、

そ
こ
で
は
古
代
か
ら
修
験
道
が

1990年出上の木簡

(熊 本)

盛
ん
で
あ

っ
た
。
そ
の
山
中
に
は
、
古
代
山
岳
密
教
寺
院
で
あ
る
池
辺
寺
址
も

存
在
す
る
。
西
側
の
高
橋
町
は
、
古
代
か
ら
貿
易
港
と
し
て
栄
え
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
上
高
橋
高
田
遺
跡
周
辺
は
、
肥
後
に
お
け

る
貿
易
の
拠
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
修
験
道
ル
ー
ト
の
入
口
に
も
あ
た
り
、
池

辺
寺

。
独
鈷
山
な
ど
当
時
の
宗
教
上
の
拠
点
で
も
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

今
回
の
調
査
は
、
市
営
団
地
建
設
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
発
掘
調
査
の
結
果
、

弥
生
時
代
中
期
、
古
墳
時
代
前
期
、
平
安
時
代
前
期
、
平
安
時
代
末
に
住
居

・

墓
が
営
ま
れ
た
地
域
を
、

三
二
世
紀
後
半
に
洪
水
が
襲

っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
の
堆
積
上
の
中
に
は
縄
文
時
代
後
期
か
ら

一
三
世
紀
後
半
ま
で
の
大
量
の
遺

物
が
含
ま
れ
る
。
木
簡
は
、
そ
の
堆
積
土
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
ま
っ
て
土
層

か
ら
木
簡
の
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
内
容
か
ら

一
三
世
紀
後

半
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
遺
物
で
は
、
他
に
青
磁

・
白
磁
、

漆
器

。
曲
物
な
ど
の
木
製
品
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「

（符
篠
）
急

ヽ
如
律
令
」
　
　
　
　
　
　
〕伽巽
奮
ｙ
卜
霞

こ
の
木
簡
は
前
述
の
と
お
り
、
洪
水
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
堆
積
土
か
ら
出
土

し
た
も
の
で
あ
る
。
左
側
を
欠
損
し
て
お
り
、
全
体
の
字
数
は
つ
か
め
な
い
。

地
表
下
約
二
〇

側
と
浅
い
位
置
に
あ

っ
た
た
め
傷
み
が
ひ
ど
い
の
で
あ
ろ
う
。

文
字
は
上
部
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
下
部
は
か
ろ
う
じ
て
読
め
る
程
度
で
あ
る
。

裏
面
に
は
墨
書
は
な
い
。
上
部
は

「
口
」
を
線
で
結
び
、
そ
の
下
に

「月
」
を



横
に
並
べ
、
さ
ら
に

「鬼
」
を
書
く
符
録
で
あ
る
。

電
，

一
点
、
窪
書
は
確
認
で
き
な
い
が
、
木
筒
状
木
製
品
が
あ
る
。
長
さ
二

五
〇
剛
、
幅

一
五
？
二
八
硼
で
、　
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
り
、
墨
書
は

な
い
。
・出
．土
状
況
は
⑪
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

一他
に
も
墨
書
を
も
つ
木
製
品
と
し
て
、
曲
物
な
ど
数
点
が
あ
る
が
、
整
理
中

の
た
め
、
現
段
階
で
の
報
告
は
右
記
の
み
に
と
ど
め
た
い
。

「　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（網
田
龍
生
）



『
木
簡
研
究
』

第
三
号
を
第
六
号

第
七
号
ぞ
第

一

（第

一
、
二
号
は
品
切
。
第
三
号
は
残
部
僅
少
）

頒
価
　
一二
八
〇
〇
円

送
料
　
各
号
と
も

一
冊
に
つ
き
四
〇
〇
円

五
冊
以
上
　
　
一
一〇
〇
〇
円

二
〇
冊
以
上
　
一二
〇
〇
〇
円

申
込
方
法

郵
便
振
替

（京
都
○
十

一
五
二
七
　
木
簡
学
会
）
で
号
数
と
冊
数
を

明
記
の
上
お
申
込
下
さ
い
。
公
費
で
お
求
め
の
場
合
は
事
前
に
ご
相

談
下
さ
い
。

バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内



埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
編

『
埋
文
写
真
研
究
』

第
二
号

文
化
財
写
真
の
研
究
、
技
術
、
情
報
な
ど
、
写
真
を
撮
る
人
だ
け
で
な

く
、
写
真
を
使

っ
て
報
告
書
を
作
る
人
、
こ
れ
を
読
ん
で
情
報
を
得
る
人

ま
で
、
文
化
財
調
査
に
関
わ
る
人
々
に
必
携
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
書
。
年
刊
で

現
在
二
号
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る

（第

一
号
は
品
切
）
。

Ｂ
５
判
　
カ
ラ
ー
図
版
多
数
　
一
七
〇
頁

定
価
三
〇
〇
〇
円
　
送
料
四
冊
ま
で
五
〇
〇
円

・
五
冊
以
上
無
料

申
込
先

・
〒
六
三
〇
奈
良
市
二
条
町
二
十
九
十

一

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
内

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
　
佃
　
幹
雄
　
宛

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
四
二
十
三
四
十
三
九
三

一

郵
便
振
替
　
一爪
都
五
十
九
九
三
〇
　
埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会

1977年以前出上の木簡
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彙

報

第

一
三
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第

一
二
回
総
会
と
研
究
集
会
は
、　
一
九
九
〇
年

一
二
月

一
日
、
二

酢
の
両
日
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
資
料
館
講
堂
に
お
い
て
、
会

員
約

一
五
〇
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、
平
城
京
跡
東
二
坊
坊

間
路
西
側
濤
出
土
木
簡
、
長
屋
王
邸
宅
跡
出
土
木
筒
、
藤
原
官
跡

・
山
田
道
跡

・
山
田
寺
跡
出
土
木
簡

（以
上
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
）
、
長
岡
京
跡
出
土
木
簡

（京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
ケ
ト
）
、
上
荒
屋
遺
跡
出
土
木
簡
（金
沢
市
教
育

委
員
会
Ｘ

斗
西
遺
跡
出
土
木
簡

（能
登
川
町
赦
育
委
員
会
）
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

◇

一
二
月

一
日

（土
）
（午
後

一
時
を
五
時
）

第

一
二
回
総
会

（議
長
　
坪
井
清
足
氏
）

平
野
邦
雄
会
長
の
開
会
の
挨
拶
の
後
、
議
長
に
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
坪

井
清
足
氏
を
選
出
し
て
議
事
に
入
っ
た
¨

会
務
報
告

（鬼
頭
清
明
委
員
）

今
年
度
の
新
入
会
員
は
二

一
名
、　
一
方
退
会
者
は
四
名
で
、
会
員
数
は
昨
年

よ
り

一
七
名
増
の
二
七
四
名
、
う
ち
海
外
の
会
員
が
三
名
含
ま
れ
る
旨
報
告
が

あ
っ
た
。
会
員
数
の
問
題
に
つ
い
て
は
ぃ
会
員
が
三
〇
〇
名
近
く
に
ま
で
増
加

し
た
た
め
、
従
前
の
運
営
方
法
で
は
限
界
に
近
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
の
認

識
が
示
さ
れ
、
早
急
に
検
討
を
加
え
、
明
確
な
方
針
を
打
ち
た
て
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

編
集
報
告

（東
野
治
之
委
員
）

『
木
簡
研
究
』
第

一
二
号
編
集
担
当
の
東
野
治
之
委
員
よ
り
、
編
集
の
経
過

及
び
頒
価
を
前
号
と
同
じ
く
三
八
〇
〇
円

（送
料
四
〇
〇
円
）
と
し
た
旨
報
告

が
あ
っ
た
。

会
計
報
告

（綾
村
宏
委
員
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一
九
八
九
年
度
の
収
支
報
告
の
後
、
日
中
稔
監
事
よ
り
、
長
山
泰
孝
監
事
と

と
も
に
収
支
内
容
を
監
査
し
た
結
果
、
会
計
執
行
が
適
正
に
行
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。

一
〇
周
年
記
念
出
版
に
つ
い
て

（鬼
頭
清
明
委
員
）

一
〇
周
年
記
念
出
版
図
書
の

『
日
本
古
代
木
筒
選
』

（岩
波
書
店
刊
）
の
内

容
、
編
集
の
経
過

・
編
集
経
費
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

以
上
の
案
件
に
つ
い
て
、
討
議
が
行
な
わ
れ
、
議
案
は
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選
に
つ
い
て

（鬼
頭
清
明
委
員
）

次
期

（
一
九
九

一
・
九
二
年
度
）
委
員
及
び
監
事
に
つ
い
て
、
鬼
頭
清
明
委

員
よ
り
推
挙
が
あ
り
、
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。
新
委
員
及
び
監
事
は
別
表

（二
二
五
頁
参
照
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

研
究
集
会

　

（司
会
　
狩
野
久
氏
）

上
荒
屋
遺
跡
の
発
掘
調
査
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
昌
志
氏



．横
江
荘
を
中
心
と
す
る

北
陸
の
初
期
荘
園
遺
跡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
出
越
茂
和
氏

上
荒
屋
遺
跡
の
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
川
　
南
氏

二
条
大
路
木
簡
と
古
代
の
食
料
品
貢
進
制
度
　
　
　
　
　
　
樋
口
知
志
氏

小
西
≡
出
越

・
平
川
氏
の
報
告
は
、
北
陸
の
古
代
初
期
荘
園
の
実
態
に
せ
ま

る
注
目
す
べ
き
木
簡
の
出
上
し
た
、
上
荒
屋
遺
跡
に
関
す
る
報
告
で
、
小
西
氏

の
報
告
で
は
考
古
学
の
面
か
ら
遺
構
の
概
要
と
墨
書
土
器
に
つ
い
て
、
出
越
氏

の
報
告
で
は
発
掘
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
北
陸
の
初
期
荘
園
遺
跡
の
全

体
像
に
っ
い
て
、
平
川
氏
の
報
告
で
は
出
土
木
簡
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。
そ
の
概
要
は
本
号
に
も
掲
載
で
き
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

樋
口
氏
の
報
告
は
い
二
条
大
路
木
簡
の
出
土
に
よ
っ
て
、
飛
躍
的
な
増
加
を

み
た
荷
札
木
簡
に
よ
っ
て
、
古
代
の
食
料
品
貢
進
制
度
の
再
検
討
を
行
な
っ
た

も
の
で
、
そ
の
内
容
は
本
号
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◇

一
二
月
二
日

（日
）
（午
前
九
時
三
〇
分
を
午
後
三
時
）

研
究
集
会

（司
会
　
加
藤
優
氏

・
八
木
充
氏
）

」
九
九
〇
年
全
国
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
野
和
己
氏

平
城
京
東
二
坊
坊
間
路
西
側
濤
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
寺
崎
保
広
氏

鴻
鱚
館
跡
の
調
査
と
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
尾
　
学
氏

館
野
氏
の
報
告
は
、　
一
九
九
〇
年
に
全
国
で
木
筒
が
出
上
し
た
四
四
の
遺
跡

に
つ
い
て
、
木
筒
出
土
遺
構
と
木
簡
の
概
要
を
説
明
し
た
も
の
で
、
そ
の
多
く

は
本
号
に
掲
載
で
き
た
。

寺
崎
氏
の
報
告
は
、
長
屋
王
邸
及
び
そ
の
北
の
東
院
南
方
遺
跡
の
東
側
を
走

る
東
二
坊
坊
間
路
西
側
濤
出
土
の
木
筒
の
概
要
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
既
に
前
号
に
報
告
が
あ
る
。

折
尾
氏
の
報
告
で
は
、　
一
九
八
七
年
度
以
来
継
続
し
て
調
査
が
進
め
ら
れ
、

遺
構
の
面
で
も
、
ま
た
木
簡
の
出
土
の
面
で
も‥
大
き
な
成
果
を
得
て
い
る
鴻
鱚

館
跡
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
、
概
要
の
説
明
が
あ

っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
本
号

に
掲
載
す
る
と
と
が
で
き
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

年
後
か
ら
は
（
二
辟
間
の
報
告
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
疑
討
論
が
行
な
わ
れ
、

総
括
討
議
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
最
後
に
、
大
庭
脩
副
会
長
か
ら
閉
会
の
挨
拶

が
あ
り
、
参
加
者

へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

委
員
会
報
告

◇

一
九
九
〇
年

一
二
月

一
日

（土
）
　
　
　
於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

総
会
に
先
だ
っ
て
、
会
務
報
告
、
『木
簡
研
究
』
第

一
二
号
の
編
集
報
告
、

一
九
九
〇
年
度
の
会
計
中
間
報
告
、
総
会

・
研
究
集
会
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て

検
討
を
行
な
っ
た
。　
一
〇
周
年
記
念
出
版

『
日
本
古
代
木
簡
選
』
の
編
集
経
過

な
ど
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

◇

一
九
九
〇
年

一
二
月

一
日

（上
）
　

　

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

総
会
後
、
新
委
員

。
監
事
に
よ
っ
て
、　
一
九
九

一
・
九
二
年
度
役
員
の
互
選

を
行
な
い
、
狩
野
久
氏
を
会
長
に
、
早
川
庄
八
氏
と
町
田
章
氏
を
副
会
長
に
選

出
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・



報

◇

一
九
九

一
年
五
月
二
〇
日

（月
）
　
　
　
於
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

新
入
会
員
の
承
認
、　
一
九
九
〇
年
度
の
会
計
報
告
、
『
木
簡
研
究
』

第

一
三

号
の
編
集
計
画
、
第

一
三
回
大
会
の
日
程

・
内
容
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

一
九
八
八
年
以
来
幹
事
を
委
嘱
し
て
き
た
、
村
上
隆
氏
の
幹
事
退
任
が
認
め

ら
れ
た
。
ま
た
、
同
日
、　
一
九
九
〇
年
度
の
会
計
監
査
も
行
な
わ
れ
た
。

◇

一
九
九

一
年

一
一
月

一
日

（金
）
　
　
　
於
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

新
入
会
員
の
承
認
、

一
九
九

一
年
度
の
会
計
中
間
報
告
、
『
木
簡
研
究
』
第

一
三
号
の
編
集
状
況
、
第

一
三
回
総
会

・
研
究
集
会
の
日
程
と
内
容
に
つ
い
て

検
討
を
行
な
っ
た
。

会
計
中
間
報
告
で
は
、　
一
九
九

一
年
七
月
三
〇
日
に
逝
去
さ
れ
た
当
学
会
前

監
事
田
中
稔
氏
の
ご
遺
族
よ
り
、
木
簡
学
会
宛
に
五
〇
万
円
の
寄
付
が
あ

っ
た

旨
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
会
員
問
題
に
つ
い
て
、　
一
九
九

一
年
九
月
二

一
日

（土
）
、
会
長

・

副
会
長
を
含
め
委
員
と
幹
事
計

一
二
人
で

「木
簡
学
会
会
員
問
題
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
会
」
を
開
い
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
会
員
増
加
問
題

へ
の
と
り
く
み
、

今
後
の
学
会
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
た
。
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報

木
簡
学
会
役
員

（
一
九
九

一
・
九
二
年
度
）

会

長

副
会
長

委

員

狩
野
　
　
久

早
川
　
庄
八

綾
村
　
　
宏

鬼
頭
　
清
明

館
野
　
和
己

原
　
秀
二
郎

山
中
　
敏
史

笹
出

晴
生

鷺
森
　
浩
幸

寺
崎
　
保
広

橋
本
　
義
則

吉
川
　
真
司

町
田
　
　
章

石
上
　
英

一

栄
原
永
遠
男

東
野
　
治
之

平
川
　
　
南

吉
田

　

孝

八
木
　
　
充

清
水
　
み
き

土
橋
　
　
誠

本
郷
　
真
紹

渡
辺
　
晃
宏

幹 監

事 事

鎌
田
　
一万
一

佐
藤
　
宗
諄

永
田
　
英
正

松
下
　
正
司

和
田
　
　
率

鈴
木
　
ユ昼
一

西
山
　
良
平

森
　
　
公
章
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Fuiiwara Palace Site,Nara Prefecture;Rdins on 2nd Ward,on 7th Street,

the Western Sector, Fuiiwara capital, Nara Prefecture, Yamadamichi

Site,Nara Prefecture,lramadadera Temple Site,Nara Prefecture,Nagaoka

Capital Site(1), Kyoto Prefecture, Nagaoka Capital Site(2), Kyoto

Prefecture,Nagaoka Capital Site(3),Kyoto Prefecttre,Imazato Castle

Site, Kyoto Prefecture, Toba Palace Site, Kyoto Prefecture, WIibudera

Temple Site,Kyoto Prefecture, Sato Site,I(yoto Prefecture,Osaka Castle

Site,Osaka Prefecture;Sumitomo‐ Dofukisho Site,Osaka Prefecture;Yama‐

nouchi Site,Osaka Prefecture, Katsuyama Site, Osaka Prefecture, Shin‐

kanaoka‐ Saraike Site, Osaka Prefecture, Teshimagun‐ Jori Site, Osaka

Prefecture,Gotaniima site,Osaka Prefecture;Kami‐ Onada Site,Hyogo
Prefecture; Yoshida― �linami Site, Hyogo Prefecture, Ruins of Samurai's

Residence in Akashi Casde, Hyogo Prefecture; Imajuku‐ Choda Site,

Hyogo Prefecture,Hakaza Site,Hyogo Prefecture,Iga‐ Kokuhu Site,Mie

Prefecture, Sena Site, Shizuoka, Prefecture; Oshi Castle Site, Saitama

Prefecture, Ichihara‐ Jori Site, chiba Prefecture; Hachigata‐ Chiku‐Jori



Site, Ibaraki Prefecture, Ishida‐ WIiyake Site, Shiga Prefecture; Tononishi

Site,Shiga Prefecture;Ruins of Land Lord Asakura in lchi,odani,Fukui

Prefecture, Kiyomizu‐ ]Dera Temple Site, Ishikawa Prefecture; Kamiaraya

Site, Ishika、 va Prefecture, Tanaka Site, Ishika、 va Prefecture, Hachilnan‐

bayash Site,Niigata Prefecture,Otate‐ C Site,Niigata Prefecture,Mato―

ba Site,Niigata Prefecture; Aratame‐ Jott Site, Fukushima Prefecture,

Yanagi‐no‐Gosho Site,Iwate Prefecture, Yano Site, Shimane Prefecture;

Nl‐no‐A/1aru of Okayama Casde Site, Okayama Prefecture; Kusadosen‐

genchO Site,IIiroshilna Prefecture;Naganobori Site,Yamaguchi Prefecture;

Higashi_YamazakioMizuta Site,Kagawa Prefecture,Korokan Si俺 ,Fukuoka
Prefecture, Dattaifu Site, Fukuoka Prefecture; Kanzeonェ  Temple site,

Fukuoka Prefecture, Tada Site, Saga Prefecture; Kanlitakahashi‐ Koda

Site, Kumamoto Prefecture
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Asuka Capital Site, Nara Prefecture, Ruins in Asuka Prefectural Weak

Children's School;Nara Prefecture,Osalca Casde Site(1),OSaka Prefe‐

cture,Osaka Castle Site(2),Osaka Prefecture
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